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茨城県は,産業・経済の発展 と地域の活性化 を図るため,県内の

道路網の整備 を進めてお ります。つ くば市においては,筑波研究学

園都市の建設が進められ,国際的な研究開発センターとして飛躍的

な成長を遂げ,交通量も著 しく増大 してお り,道路の建設 も着々 と

進められてお ります。一般県道土浦岩井線道路改良工事 もその一環

として計画されたものです。

この度,財団法人茨城県教育財団は,茨城県 と埋蔵文化財発掘調

査について委託契約 を結び,平成元年 4月 から同年12月 まで,一般

県道上浦岩井線道路改良工事地内に所在する神谷森遺跡の埋蔵文化

財発掘調査 を実施いたしました。

本書は,神谷森遺跡の調査成果を収録 したものです。本書が,学

術的な研究資料 として,ま た,教育 。文化の向上の一助 として広 く

活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査及び整理に当た り,委託者である茨城県の御協力

に対 して,深 く感謝申し上げます。また,茨城県教育委員会,つ く

ば市教育委員会 をはじめ,関係各機関及び関係各位 より賜 りました

御指導・御協力に対 し,衷心より感謝の意を表 します。

平成 3年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長  盛 田   勇
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1 本書は,平成元年度に茨城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が発掘調査 を実施 した,

茨城県つ くば市上郷字大境5,865番地 -1号外に所在する神谷森遺跡の発掘調査報告書である。

2 神谷森遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は,次のとお りである。

平成 2年度初めの組織替えにより,従来の調査課 (企画管理班,調査第一・三・三班,整理班 )

は埋蔵文化財部 となり,そ の下に企画管理課,調査課,整理課をおき,調査課には,調査第一

・二・三の二つの班をお くこととなった。

事理 長 磯 田  勇 昭和63年6月 ～

副 理 事 長 小 林  元 昭和63年4月 ～

常 務 理 事 小 林  洋 平成元年4月 ～

事 務 局 長 一 木 邦 彦 平成元年4月 ～

埋蔵 文化 財部 長 石 井  毅 平成2年4月 ～

企

画

管

理

課

長課

課 長 代 理

主 任 調 査 員

主 任 調 査 員

長

事

事

事

係

王ヽ

王ヽ

王ヽ

北 沢 勝 行

水 飼 敏 夫

小 河 邦 男

小 山 映 一

園 部 昌 俊

大 部  章

吉 井 正 明

大 貫 吉 成

平成2年4月 ～

平成2年4月 ～ (昭和62年4月 ～平成2年3月 企画管理班長)

(平成元年4月 ～平成2年3月 企画管理班 )

平成2年4月 ～

昭和63年4月 ～

(昭和61年4月 ～平成2年3月 企画管理班 )

平成元年4月 ～

平成2年4月 ～

調
　
仝
　
課

課長(部長兼務)

調査第二班長

主 任 調 査 員

主 任 調 査 員

石 井  毅

中 村 幸 雄

人 見 暁 朗

小 泉 光 正

平成元年4月 ～

平成元年度

平成元年度調査

平成元年度調査

整
理
課

長課

主任 調 査 員

沼 田 丈 夫

小 泉 光 正

平成2年4月 ～

平成2年整理・執筆・編集

3 本書に使用 した記号については,第 4章第 1節の遺構 。遺物の記載方法の項 を参照 された

4 発掘調査において,埼玉県教育局文化財保護課埋蔵文化財係長増田逸朗氏から,御指導をい

ただき,整理に際 しては,茨城県立下妻第一高等学校校長蜂須紀夫氏に,当遺跡出土遺物の岩

石鑑定 をいただいた。

曇一Ｈ
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

一般県道上浦岩井線は,土浦市を起点 とし,つ くば市の中央部を東から西へ横断 し岩井市に至

る幹線道路である。本道路はつ くば市内で,交通量の多い一般県道上浦筑波線 (学園東大通 り),

国道408号 (学園西大通 り)を横断 し,筑波研究学園都市 と土浦市,岩井市を結ぶ道路 として,近

年著 しく交通量が増大 している。このため,茨城県は,交通網の整備 を図るため,一般県道上浦

岩井線道路改良工事 を計画 した。

茨城県 (土木部道路建設課)は,昭和62年 9月 工事着工に先立ち,道路整備予定地内における埋

蔵文化財の有無について茨城県教育委員会に照会 した。県教育委員会では,つ くば市教育委員会

の協力を得て,道路整備予定地内に所在する遺跡の分布調査 を実施 した。その結果,県教育委員

会は,昭和62年 9月 ,周知の神谷森遺跡だけであることを茨城県に回答 した。県教育委員会は,

文化財保護の立場か ら神谷森遺跡の取 り扱いについて,昭和63年 9月 ,茨城県 と協議 を重ねた

が,当遺跡については現状保存が困難なため,記録保存の措置を講ずることになった。そして,

県教育委員会は,調査機関 として茨城県教育財団を紹介 した。それを受けて,県教育委員会 と茨

城県教育財団は,調査面積,調査範囲,現状等を把握するための現地踏査 を行ない,平成元年 4

月 1日 から同年12月 31日 までの期間で発掘調査 を実施することとなった。当教育財回は,平成元

年 4月 茨城県と埋蔵文化財に関する業務の委託契約を結び,平成元年 4月 1日 から,神谷森遺跡

の発掘調査 を実施することとなった。

第 2節 調査経過

神谷森遺跡の調査は,平成元年 4月 1日 から同年12月 31日 までの 9か月間で実施 した。以下,

発掘調査の経過を記述する。

4  月 発掘調査を開始するための諸準備を行った。18日 から作業を開始し,事務所用地の整

地や調査区域内の清掃・除草・整地等の作業を実施しながら,発掘調査の円滑な推進 と

作業の安全を祈って,24日 に関係者列席のもとに「鍬入れ式」を挙行 した。

25日 から,遺構確認作業を開始した。調査区域を便宜的に東から 1。 2・ 3・ 4区に

分け, 4区 (グ リッドによる試掘)か ら始めた。

5  月 4区の表土除去を進めると共に, 3区の雑木,竹林の伐開を始めた。また, 2・ 3区
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の試掘は中心杭の線上に1.5m X10.Omト レンチを設定 し,東部から西部に向って進め

た。縄文式上器片 (力Π曽利 E式等)を 中心に,土師器片も出土 した。 3区の西半分は,

25%の試掘の結果,遺構は確認されなかった。

6  月 4区で確認された土坑 5基,溝 2条の調査を進めた。12日 から,重機による表土除去

を開始し,併せて,遺構確認作業を行った。周囲が陸田であった 1区は,秋の水抜けを

待って表土除去を行 うことにした。29日 には,一期の表土除去作業 と遺構確認作業を終

了し,発掘調査前の全景写真撮影を行った。30日 には,第 6。 10号住居跡より堀 り込み

作業を開始した。

7  月 6日 ,第 6・ 8。 10。 13・ 15。 16。 17。 18号住居跡 (各れも,古墳時代前期)の堀 り込み

を進めた。

8  月 3日 ,住居跡の調査 と合わせて,土坑 (SK 6～ 24)の堀 り込み,実測調さ を始めた。

10日 に,縄文時代働日曽利E式期)の住居跡 (S124・ 25。 26)の堀 り込みを開始 した。17日

には,業務打合せをもち,第 2期表土除去の計画を立てた。

9  月 7日 ,重機による第 2期表土除去を始め,遺構確認作業を進めた。その結果,縄文時

代の住居跡 5軒,古墳時代の住居跡10軒,土坑26基,溝 5条が確認された。その遺構の

掘 り込みを開始 した。

10  月 中旬に入 り, 2・ 3区の遺構調査はほぼ終了し,19日 に, 1区の堀 り込みを開始 し

た。第39号住居跡 (古墳時代前期)か らは,多 くの遺物が出土した。

■  月 調査区東端部の,遺構調査を進めた。上旬は,天候が不)贋 で悩まされたが,末 日まで

には,ほ とんどの遺構の堀 り込み実測を終了した。

12  月 `遺構の実測調査を進め, 5日 には,航空写真撮影を行った。補足調査 も終了し,15日

に,現地説明会を開催 し,250名 を上回る参加者のもと,神谷森遺跡発掘調査の成果を

広 く一般に公開した。18日 から撤収作業を開始し,26日 には,安全対策をも含めた一切

の現地調査を完了した。
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第 2章 位 置 と 環 境

第 1節 地理的環境

神谷森遺跡は,茨城県つ くば市上郷字大境5,865-1番地外に所在する。

つ くば市は,昭和62年 11月 ,筑波郡大穂町 。豊里町 。谷田部町 。新治郡桜村が合併 し誕生 した。

さらに,翌年 1月 ,筑波郡筑波町が加わった。当市は,茨城県の南西部に位置し,県庁所在地の

水戸市か ら南西に約50km,都心か ら北東に約50kmに 有 り,南北25。 4km,東西14.9km,面積

257.7km2の 県内第 2位の面積 を有 している。人口は,143,408人 (平成 2年10月 1日 現在 )と ,県

内では水戸市, 日立市に次いでいる。この地域は,昭和38年 9月 に首都機能の地方分散 を図る目

的で閣議了解 され,「筑波研究学園都市」の建設が進められた。また,昭和60年 の「国際科学技術博

覧会」を契機 として,大きく変貌 してきた。現在は,47の国の機関が機能 してお り,周辺には 7

つの工業団地 も建設され498.2施の敷地に,136社が営業 している。また,者Б市機能が活性化する

中で,交通網・公共施設等,社会資本の充実 も進んでいる。

当市は,筑波山麓南部一帯に広がる洪積台地の筑波 。稲敷台地 (標高20～ 30m)に 立地 し,北東

側 を桜川が,西側 を鬼怒川・小貝川が南流 している。この河川流域には,沖積低地が開けてい

る。北部からは,筑波山塊が迫っている。筑波・稲敷台地には,東谷田川,西谷田川や,そ の支

流によって開析 されたい くつ もの侵食谷が樹枝状に入 り込んでいる。台地は比較的平坦で広 く,

集落や畑地のほか平地林 となっている。

地質的には,筑波・稲敷台地の主体 をなす成田層の上位に,常総粘土層・関東ローム層が堆積

している。一部には,龍ケ崎砂礫層 もみられる。成田層は,主に中砂・細砂か らな り,16m程の

堆積 をみる。常総粘土層は,乳褐灰色の粘土層で,厚さ lm程である。関東ローム層は, 3m程

の厚さで,武蔵野ローム層,立川ローム層に対比されるもの とみられる。

神谷森遺跡は,つ くば市の西端中央部に位置し,小貝川 と西谷田川に挟まれた,南北に長い幅

lkm程の標高20～24mの 台地上に立地 している。当遺跡の位置する台地は,西か ら東にかけて

緩やかに高さを増 し,調査前の乳況は,一部に竹林が有ったものの,ほ とんどが畑 (芝・小麦 。

野菜)や 陸田として利用されている。西寄 りには,浅い谷 (標高15m程 )が入 り水田に利用されて

お り,谷底部 との比高は 8m程である。当遺跡の西から南にかけては,鬼怒川 と刻ヽ貝川の氾濫原

が開け,水田に利用されている。
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第 2節 歴史的環境

つくば市の所在する筑波山麓南部の筑波。稲敷台地は,北側に古代の人々が霊峰と崇め, また,

「万葉集」にも詠われた筑波山(海抜876m)が答ぇ,長い問人間の営みの場となってきた地域であ

る。

神谷森遺跡中心に,「茨城県遺跡地図」で半径4km程の範囲内を概観す ると,谷田部地区や小貝

川・鬼怒川沿岸の水海道市に多 くの遺跡が存在 している(第 1図 )。

まず,先土器時代の遺跡は,近接する大穂町の桜川と小貝川に挟まれた台地上にある山木地前

野遺跡,山木地大砂遺跡があり,尖頭器が出上している。つ くば市手子生の大境遺 跡からも,

終末期に比定される尖頭器を初めとする石器が,数コミ出上している。

縄文時代の遺跡は,谷田部地区や当遺跡対岸の水海道市に多く分布 しているが,大境遺跡から

早期の夏島式,茅山式上器等 と竪穴式住居跡 1軒が確認され,当遺跡 と同地区の大山遺 跡でも

茅山式上器が出土している。水海道市の花島貝塚,築地貝塚からも,茅山式土器が確認されて

いる。前期の遺跡は,関 山式上器 を出土する大境遺跡,諸磯式上器 を出土する花島遺 跡があ

る。中期の遺跡は,比較的多く,小貝川左岸に吉沼大天遺跡,日倉遺跡,上郷北遺跡,赤ばっけ

遺跡,院内山遺跡,山 田遺跡,神谷森遺跡,そ して,小貝川対岸には築地遺跡があ り,こ れら

は,そのほとんどが未調査で詳細は不明であるが,阿玉台式,加曽利E式上器を出上している。

その中でも,田倉遺跡と吉沼大六天遺跡は,古 くから知られている遺跡である。日倉遺跡は,中

期から晩期にかけての遺跡であり,貝塚からは土器 と共に,ニ ホンシジミを主体 としカクタニ

シ,ハマグリ,オ オタニシなどの貝類がみられる。吉沼大六天遺跡は,縄文時代後期を主体 とし

た土器 と,貝塚からは,オ オタニシ,ヤマ トシジミを中心に,サルボウ,マツカサガイ等がみら

れる。また, この貝塚は,小貝川流域において現存する上限の貝塚である。後期の遺跡は,前述

した中期の遺跡から継続するもので,小貝川対岸で鬼怒川右岸に位置する大生郷上 回A・ B

遺跡,内久根遺跡,満蔵A遺跡がある。晩期については,田倉遺跡,吉沼大六天遺跡,そ して,

古 くから知られている山田遺跡がある。

弥生時代の遺跡については,当遺跡の南1.Okm程 にある熊の山遺跡から弥生式土器が出上した

と言われているが,詳細は明らかでない。

古墳時代の遺跡は,東谷田川沿いと鬼怒川右岸に多く分布し,当遺跡を含め,近接する高須賀

地区にも,真瀬熊の山古墳群,中台・中台東遺跡がある。古墳については,旧谷田部町地内に,6

世紀後半以降に築造されたものを中心に約300基が確認されてお り,市町村単位でみると県下一

である。

奈良・平安時代のこの地方は,「延喜式」及び「和名抄」を手掛か りにしてみると,筑波群には,大
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貫・筑波・水守・三村・栗原・緒蒲 。清水・佐野・方穂の9郷が記されてお り,上郷は,方穂郷に

入っている。その筑波那の周囲には,北に茨城郡,南に河内郡,北西に真壁郡,西に下総国豊田

郡が境を接していぢ。「筑波藩案内記」によると,上郷の地は霊亀年間(715～ 716)に は豊田郷と

称しており,延喜四年には下総の国の領域に属していたことになる。また,鎌倉時代に書かれ

た,宗任神社にある幸島十二郷,豊田二十二郷の水帳によると,上郷の地は,当時豊田三十三郷

のうちに入っていたことが記されている。そして,この地は,台豊田上郷とか,上豊田郷と称し

平氏一族の豊田氏が戦国時代末期に滅亡するまで支配していた。古代の行政区画からみると,上

郷は,常陸国の範囲にあるが,行政的,軍事的には,豊田二十三郷の中に組み入れられていたの

である。

奈良・平安時代の遺跡は,数が少なく,上郷地内の上郷横町遺跡,野手遺跡,そ れに,平安時

代の住居跡が 2軒検出されている大境遺跡,大生郷上回C遺跡にみることができる。

以上のように,当遺跡の立地する地域は,古 くから自然の地の利を得て人間の生活が続けられ

てきたところである。しかし,こ れまでに調査された遺跡が少なく不明な点も多く,今後の調

査,研究に期待するところが大きい。

注

(1)上大島工業団地 。東光台研究団地・筑波北部工業国地 。つ くばテクノパーク大穂・つ くば

リサーチパーク羽成・筑波西部工業団地 。つ くばテクノパーク豊里の7地域。他に,つ くば

テクノパーク桜が造成中。

(2)俗 )住0 豊里町史編纂委員会「豊里の歴史」豊里町 1985年

●)茨城県教育委員会「茨城県遺跡地図」 1987年

(41 茨城県史編さん委員会「茨城県史―考古資料編―」 茨城県 1979年

(0 茨城県教育財団「大境遺跡」(茨城県教育財団文化財調査報告第34集)1986年

9)俗)0)QD 00 QO 水海道史編さん委員会「水海道市史。上巻」水海道市 1983年

Q0 10 10 谷田部町の歴史編さん委員会「谷田部の歴史」谷田部町教育委員会 1975年

00 斉藤弘道「学術調査概報1県内における動物遺存体の研究(1涸  茨城県歴史館 1978年

中村盛吉・藤田清「常総古文化研究」1972年

tD 中山信名 。栗田寛 補修「復刊新編常陸国誌―筑波郡九郷図―」絡書房 1979年
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第 3章 調 査 方 法

第 1節 地区設定

神谷森遺跡の発掘調査 を実施す るにあた

り,遺跡及び遺構の位置を明確にするため調

査区を設定 した。

地区設定は, 日本平面直角座標第Ⅸ系,X

軸 (南北)+8,528m。 (東西)+17,000mの 交

点を通る軸線を基準に,東西・南北各々40mず

つ平行移動して大調査区(大 グリッド)を 設定

した。さらに,大調査区を東西 。南北方向に

各々10等分して, 4m四方の小調査区 (刻 グヽ

リッド)を設定した。大調査区は,北から南

へ「A」・「B」 。「C」・・,西から東へ「 1」・

「 2」 。「 3」 ・ 。と,大文字を付 して,「Al

区」・「B2区」のように呼称した。さらに大調

第 2図 調査区呼称図

査区を4m四方の小調査区に100等分し,各々同様に北かち南へ「 a」 。「b」 ・「 C」 中「 j」 ,西か

ら東へ「1」
。「2」

°「3」
~「

O」 と小文字を付した。各小調査区の名称は,大調査区の名称と合わせ

た四文字「A2b3」 区,「 B2c5」 区のように呼称した。 (第 2図 )

なお,当調査区は,対象面積が12,159m2で,大調査区で南北「A」 ～「E」,東西「 2」 ～「22」

の範囲に位置している。

第 2節 遺跡の基本層序

当調査区の地形は,一部に谷津が入 り込み分断されているが,標高23m前後でほぼ平坦である。

土層については,当遺跡中央よりやや西寄 りのB15d9区 で調査 した土層を,当調査区の基本層序

としてみると,次のようになる。

1層 は,灰褐色の表上層 (耕作土)で,20～ 30cm程 の厚さを有 し,陸田や畑に利用されてい

た。

2層 は,ロ ーム粒子 を中量含む暗褐色土層で,遺物包含層 である。
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3層は,締まりの有る明褐色のローム層で,当調査区の 24卜

遺構はこの層を掘 り込んで構築されている。

4層 は,締まりの有る橙色のローム層である。

第 3節 遺構確認

当調査区は,谷 を挟み東西約700mに 及ぶ長い区域であっ

たので,便宜上,東端から 1・ 2・ 3・ 4区に分けて調査
230-

を進めた。

東端の 1区は,周 囲に陸田が多いため調査 を後半に行 う

計画で,表土除去 も2期に分けて実施 した。 調査は,西端

の 4区から始め, 4分の 1の グリッドによる試掘 を行い,そ の後 ,

第 3図 土層柱状図

入力で表土を除去 し,土坑 5

基,溝 2条 を確認 した。

1～ 3区東側は,ト レンチによる試掘を行い,中央部から東部にかけて遺構が多く存在する確証

を得た。 3区西側の トレンチ試掘で遺構が確認できなかった区域は, トレンチを4分の1ま で拡張

し,遺構確認調査 を進めた。その結果,遺構は確認されなかった。

試掘の結果, 1～ 3区東側(表土下40～ 50cm)に は遺構が分く存在することが認められた。.そ こ

で,重機による表土除去を実施 し,その後,遺構検出作業を進めた。表土除去は,前述 した通 り2

期に分けて行い,1期は 2区全域 と3区の東半分の区域で,住居跡35軒,土坑89基,溝 3条が確認

された。 2期は, 1区全域で住居跡15軒,上坑26基,溝5条が確認された。

第 4節 遺構調査

当調査区における遺構の調査方法は,次のように実施した。

竪穴住居の調査は,長軸方向とそれに直交する方向に上層観察ベル トを設け,四分害Jし て堀 り込

む「四分割法」で実施し,地区の名称は,北から時計回りに 1～ 4区 とした。土坑の調査は,長径

方向で三分割して堀 り込む「三分割法」で実施した。溝は,適宜な位置に土層観察用のベル トを残

し,底面まで堀 り込んだ。

土層観察は,色相,含有物の種類と量,粘性等を観察した。色オロの判定は,「新版標準土色帖」

(小山正忠・竹原秀雄編著, 日本色研事業株式会社)を使用した。

遺構や遺物の平面実測は,水糸方眼地張 り測量で行った。上層断面や遺構断面の実測は,遺跡内

の基準点を基として,水平にセットした水糸を基準に計測した。遺物は原位置を保ち,各区名・遺
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物番号・出土位置・レベル等を遺物台帳や図面に記録 して収納した。

遺構調査の記録方法は,土層断面写真撮影→上層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出

土状況図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行 うことを基本 とし

た。図面や写真に記録できない事項は,そ のつど野帳に記録 し,こ れを調査記録カー ドや遺構カー

ドに整理した。

遺構確認作業
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第 4章 遺 構 と 遺 物

第 1節 遺跡の概要 と遺構・遺物の記載方法

1 遺跡の概要

神谷森遺跡は,つ くば市の西端に位置 し,小貝川と西谷田川に挟まれた,南北に長い幅 lkm程

の標高20～ 24mの 台地上に立地 している。今回の調査 区域は,幅 17～ 25mで,西部に約200mの

谷津 (調査区域外)を 挟んだ,東西に総延長約660mの範囲で,面積にして,12,159m2である。現

況は,畑・陸田であ り,周辺には縄文式上器片を中心に遺物が散在 していた。

今回の調査によって検出された遺構は,縄文時代中期から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡

が46軒・竪穴遺構 4軒・土坑■9基 。屋外炉 1基・時期不明の溝10条である。

縄文時代の遺構は,中期の加曽利 EⅢ式期の竪穴住居跡が17軒・竪穴遺構が 1軒・土坑 6基・

加曽利 EⅣ式期の竪穴住居跡が 1軒,調査区の中央部から東部にかけて検出されている。中期の

竪穴住居跡の中には,土器片囲い炉 をもつ ものが 1軒,土器埋設炉をもつ ものが 3軒ある。

古墳時代の遺構は,前期の五領期の竪穴住居跡が28軒・竪穴遺構1軒 。土坑 2基が調査区中央部

から東部にかけて検出されている。それらの中には焼失家屋が,12軒含 まれている。

遺物は,遺物収納箱 (60× 40× 20)cmで73箱 ほど出上 している。縄文式上歩は,縄文時代中期の

加曽利 E式期の深鉢形土器や土器片が多く出上 している。その他には,前期の黒浜式,中期の大

木9a式,後期の称名寺式。堀之内式・加曽利B式・安行式の上器片が出上している。(上師卦イコ,古

墳時代前期の五領期の甕・台付甕・壺・対・鉢・甑・高不・器台・ ミニチュア土器が住居跡を中心

に出上している。甕の数が少ないことと,壺の数が多いこと,そ して,赤彩された上器が分いこ

とが特筆される。

土製品は,土器片錘 1点・土製円板10点・有孔円板 1点・土偶片 1点・球状土錘 7点・管状土錘

1′ミが,住居跡を中心に出土している。土偶片は,安行 3B式期に比定されるミミズク上偶の肩

から胴部にかけての破片である。

石器は,石鏃 5点・石斧 6点・石匙 3点・尖頭器 1点・削器 1点・石皿 2点・凹石 2点・磨石14

点・石棒 6点等が,住居跡・土坑・ トレンチから出土している。

2 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構・遺物の記載方法は,以下のとお りである。
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(1)使用記号

遺構

¢)遺構・遺物の実測図中の表示

睡垂≡翌=焼土 層藝麗劃=炉 麗藝墨覇=粘土 匡睡藝翻=赤彩 蔭鰯顧鰯〓篭目

。 上器  □ 石器  ☆ 土製品

(3)遺構番号

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別毎・調査順に付 したが,整理の段階で遺

構でないと判断したものは欠番 とした。

(41 土層の分類

土層観察における色相の判定は,「新版標準土色帳」 1/Jヽ 山正忠・竹原秀雄編著。日本色研事業株

式会社)を使用し,図版実測図中に記載した。尚,撹乱層については「K」 と表記した。

151 遺構実測図の作成方法と掲載方法

上端

下端

く住居跡〉

―
く上坑〉

下端

|

L

名称 住 居 跡 竪穴遺構 土  坑 掘 ・ 溝

記号 SI ST SK SD

V
く封与〉

① 各遺構の実測図は,縮尺20分の1の原図を浄書して版組し,縮尺3分の1で掲載することを

-12-



基本とした。

② 溝は,縮尺20分の1の原図を2分の 1に 縮小し,浄書して版組し,縮尺 3分の 1で掲載した。

③ 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。また同一図中で同一標高の場合に限

り,一つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

④ 本文の住居跡の記載について

O「位置」は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

O「重複関係」は,住居跡の切り合い関係を記した。

○「平面形」は,壁の上端部で判断し,方形・長方形の場合は下記の分類基準を設け,そ のいず

れかを明記した。なお,[ ]を付したものは,推定を表わす。

方形 (短軸 :長軸=1:1.1未満のもの),長方形 (短軸 :長軸=1:1.1以上のもの)

○「規模」は,壁の上端部の計測値であり,長軸×短軸の順にm単位で表記した。壁高は,残存

壁高の計測値である。なお,()を付したものは現存値を示す。

O「長軸方向」は,長辺で炉を通る線を長軸として,そ の長軸が座標北からみて,どの方向にど

れだけ傾いているかを角度で表示した。なお,[]を付したものは,推定を表わす。

○「壁」は,床面からの立ち上がり角度が81° ～90° を垂直,65° ～80° を外傾,65°未満を緩斜,さ

らに90°以上を内傾とした。

○「壁溝」は,その形状や規模を記述した。

○「ピット」は,そ の住居跡に伴うと考えられるピットをPで表示し, Pl・ P2は ピット番号を

表し,さ らに, ピットの直径と深さを記述した。

O「貯蔵穴」は,その形状を記述し,数字は長径・短径・深さを示した。

○「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」,境乱を受け

ている場合は「撹乱」と記した。

O「遺物」は,遺物の種類と数,さ らに出上位置や状態を記述した。また遺構の平面図中に修)で

示 した記号を用い,出土位置をドットで表示し,接合できたものは実線で結んだ。なお出土遺

物に付した数字は,遺物実測図及び拓影図の番号と符号する。

O「所見」は,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。

(6)遺物実測図の作成方法と掲載方法

① 土器の実測は,原則として中心線の左側に外面,右側に内面と断面を図示した。

② 土器拓影図は,右側に断面を図示した。

③ 遺物は,原則として実測図を浄書したものを3分の 1に 縮小して掲載した。しかし,種類や

大きさにより異なる場合もある。

一-13



―
A引

④ 各部位の名称と法量表現

「CI

I―
十

一 一 ― A―

一―

―

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

上

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

上

甲⑤
‐○

円
∩
―キー
ーーーー
螂

一出⑤
Ｔ

Ａ
上

日

代
―――

榊

Ｗ
一

円ふ
Ｔ

Ａ
上

ト ー D引 |― D引
下

Ａ

上

(71 表の見方

<住居跡一覧表>

O住居跡番号は,発掘調査の過程で付 した番号 をそのまま付 した。整理の過程で,住居跡と判断

しに くいものについては竪穴遺構 として新 しい番号 を付 した。

O位置は,小調査区 1/Jヽ グリッド)名 で表示 した。他の調査区にまたがる場合は,遺構の占める

面積の割合が最 も大 きい州〈調査区をもって表示 した。

卜 D引

上器

A― 口 径
B―器 高
C―底 径
D―据部径
E―脚部高

∇ :
卜C→

土製品・ 石製品

A―最大長
B―最大幅
C―最大厚
D一孔 径

卜 C引

長軸(m)x短軸(m)

―-14-―



○方向は,長軸が座標北から見てどの方向にどれだけ傾いているかを,角度で表示 した。

(例 N-10°一E,N-10° 一Wl。 なお,[ ]を付したものは推定である。

〇平面形は,現存している形状の上端面で判断し,方形・長方形 。円形・楕円形の場合は下記の

分類基準を設け,そ のいずれかを明記した。

方形・円形………………長軸 (径):短軸 (径)=1.1未満 :1

長方形・楕円形…………長軸 (径):短軸 (径)=1.1以上 :1

0規模の欄の長軸・短軸は,平面形の上端面の計測値であり,壁高は残存壁高の計測値である。

O床面は凹凸・平坦 。皿状等の様子を示し,締まり等は解説の項で述べた。

Oピ ット数は,住居跡に伴うものと考えられる総数を表示した。

○炉は,全ての住居跡が地床炉であるのでその数を記し,炉をもたない場合は空欄 とした。

○貯蔵穴は,有る場合はその数を記し,無いものは空欄とした。

○出土遺物は,遺物の種類と実測団体数 (′点),そ の他の出土土沐片(片)の数を記した。

○備考は,重複関係や特徴等を記した。

<土坑一覧表>

○土坑番号は,発掘調査の過程で付 した番号をそのまま使用 した。また,整理の過程で土坑でな

いと判断したものは欠番 とした。

O平面形は,円形・楕円形の場合に下記の分類基準を設けて表示 した。

円形 (短径 :長径 =1:1.2未満のもの),楕円形 (短径 :長径 =1:1.2以上のもの)

O規模の欄の長径・短径は,上端部の計測値 (m)で表 した。

○規模の欄の深さは,遺構確認面か ら坑底の最 も深い部分 までの計測値 (m)で表 した。

○壁面は,坑底からの立ち上が りの状態を下記の基準で分類 し表示 した。

81°～90°の傾 き

垂直 ■

65° ～80°の傾 き

ク順 ■

65°未満の傾 き

緩斜
~＼

章

○底面は,下記の基準で分類 し表示 した。

2 皿状
―

1 平坦
―

―-15-―
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規 模 (m)

<溝一覧表>

O溝番号は,発掘調査の過程で付 した番号 をそのまま付 した。

○位置は,遺構の占める大調査区 (大 グリッド)名 で表示 した。

○主軸方向は,直線部の長い部分が座標北からみてどの方向にどれだけ傾いているかを住居跡

一覧表の項にllkじ て表示 した。

O断面形は,主 としてどのような形をしているかを表示した。

O規模は,全長をメー トル (m)単位で,その他 もメー トル(m)単位で最小～最大を表示 した。

(例 上幅0.34～ 1。 74)

○壁面・底面・覆土・出土遺物については,住居跡一覧表 。土坑一覧表の項にllkじ た。

○備考欄は,重複遺構。図版番号を記載した。新旧関係が明らかなものについては記した。

<土器観察表>

○図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

O法量は,A一 口径,B―器高,C― 底径;D―裾部径,E―脚部高を示 し,乳存値は(),復

元推定値は [ ]を付 して示 した。

O備考の欄は,土器の残存率,遺物番号,写真ページ,出土位置,特徴 を表示 した。

<石器一覧表>

<土製品一覧表>

○図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

-16-
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○器形の特徴は,底部・体部等の各部位について土器観察の結果を記した。

○手法の特徴は,土器の成形・整形について記した。

○胎上 。色調・焼成の)頂 で述べ,色調は「新版標準土色帳」を使用した。焼成については,「良

好」,「普通」,「不良」に分類し,硬 く焼き締まっているものは良好,焼きがあまく器面が剖離

しやすいものは不良とし,その中間のものを普通とした。

O備考は,特徴 。完存率・写真ページ等を記した。

第 2節 縄文時代の遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

当調査区から検出された縄文時代の住居跡は,18軒である。

住居跡は,調査区の中央部に多く,東端部からも3軒検出されている。遺物は,加曽利EⅢ式期

の深鉢形土器の破片が中心で,第31号住居跡からは,安行 I式期の深鉢形土器が出上している

が,時期 としては他の出上遺物から前記と同時期の遺構である。加曽利EⅣ式期の住居跡も,1軒

検出されている。当調査区の住居跡は,遺構・遺物の特徴から縄文時代中期に比定される。

第20号住居跡 (第 4図 )

位置 調査区の中央部。A1316区 を中心に確認された。規模 と平面形 確認できない。長径方向

確認できない。壁 確認できない。壁溝 確認できない。床 炉周辺に硬い床が確認できた。

ビット 2か所。炉を中心に対称の位置にある。Pl,P2の 規模は,径31～ 43cm,深 さ22～ 26cm測 る。

炉 径68cmの 円形を呈した地床炉である。炉床は,床を12cm掘 り窪めて構築され,ロームが赤変

硬化している。

遣物 遺物は出土していない。

B'

0               1m

パ
一　
　
　
　
　
バ
一

Ｏ
Ｌ

ミ

に ど

③
Ｒ

A 23.2m
炉上層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・焼上小ブロック少量

2 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子多量,焼
土小ブロック中量

4 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・焼上大ブロッ

ク多量,締まり有り

o               2m

第 4図 第20号住居跡実測図
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所見 本跡は,床面だけが残存していたが,住居跡の形態や炉 と柱穴の関係等から縄文時代中期

の住居跡と考えられる。

第25号住居跡 (第 5図 )

位置 調査区の中央部。B14a8区 を中心に確認された。重複関係 第33・ 83・ 84号土坑 と重複 して

いるが,本跡の方が古い。規模 と平面形 4.35× 3.47mで,楕円形を呈する。

長径方向 N-9° 一 E。  壁 壁高24～ 32cmである。遺存状態は良好で,外傾 して立ち上がる。

床 硬 く平坦である。特に,南部が堅緻である。ピッ ト 5か所。Pl・ P2・ P3・ P5は,径16～ 39cm,

深さ16～ 28cmを 測り,主柱穴で,炉 を囲むように検出されている。P4は ,径31cm,深さ6cmで性

格不明である。炉 床面中央部に検出され,長径153cm,短径141cmで,平面形は不定形を呈する。

V

ヽ

SK 33

の 引

al

土層解説

1褐  色

2明 褐 色

3 にない褐色

4 明 褐 色

5明 褐 色

6橙  色

上
十

SK831

、_/_ノ

C

A 23.8m

⑧

Ｒ

γ

ば
一

ローム粒子多量

ローム 粒 子 多 量,ロ ーム 中 ブ

ロック中量,締 ま り有 り

ローム粒子多量,締 ま り無 し

ローム 粒 子 多量,ロ ーム 中 ブ

ロック少量,締 ま り有 り

ローム粒子多量,締 ま り有 り

ローム粒子・ ローム中ブ ロック

多量,締 ま り無 し

0               2m

第 5図 第25号住居跡実測図
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炉床は掘 り込まれておらず,床面に焼土が遺存 している。炉の中心部から,深鉢形土器が正位に置

かれた状態で出上 している。土器内部の,上層からは焼土の中ブロックが中量,下層からは,焼土

粒子中量が検出されている。覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物の量は少ない。炉付近の床面からは,第 6図 1の加曽利 EⅢ式の深鉢形土器が出

土している。他には,覆土から同時期の縄文式土器片が18片 出土 している。

所見 炉中央部から出上 した深鉢形土器は,内部の覆上の様子から判断して,煮炊き用 として使

用されていたものではないと思われる。

盤
~β

3

能
　
　
ｒ脚
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
川
引

1/4

，

４

0

ll

7

H
8

10Cm

第 6図 第25号住居跡出土遺物拓影図

第25号住居跡出土上器観察表

第 6図 は,第 25号住居跡から出上 した縄文式上器片の拓影図である。2は ,キ ャリパー形土器の

波状由縁部片である。ナゾリを加えた偏平な隆線により,曲線的区画が構成されている。区画内に

は,単節RLを 縦位回転 し,地文上位には同原体 を方向を変えて施文 している。3は ,口縁部片で,

浅い沈線による区画がみられ,区画内に単節LRを 横位回転 した縄文が充填されている。4～ 8は ,

胴部片である。4は ,幅広の磨消帯をもつ。内面には縦位の丁寧なナデが施されている。5は ,単

節RLを 縦位回転 している。 6は ,隆線による区画をもち縄文が施 されている。 7は ,ナゾ リを

加えた沈線による曲線的区画がなされ,区画内に単節LRの横位回転で縄文が充損されている。8

図版番号 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備 考

第 6図

1

深鉢形上器

縄文式上器

B(152) 大形の深鉢形土器の胴部片。胴部は外傾して開く。

外面は,櫛歯状工具による条線文が施されている。

内面は,ヘラ状工具による縦位の丁寧なナデが施

されている。器厚が厚い。

粒

色

好

砂

橙

良

5%
P187

P L22

中央部床面
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は,縦位の磨消帯をもつ。

第26号住居跡 (第 7図 )

位置 調査区の中央部。A155区 を中心に確認された。規模と平面形 4.56× 4.10mで,楕円形を

呈する。長径方向 N-13° 一W。 壁 壁高33～42cmで,良好な壁が外傾 して立ち上がる。

床 耳晴h力渚 千低め全 僅かに起伏しているが硬 く良好な床である。ビット 6か所。Pl・ P2・ P3・ P5°

P6は,径25～ 4髄恥 深さ24～ 41clnを 測り,対応関係からも主柱穴と思われる。P4は,P3・ P5に近接し

ており,補助柱穴と思われる。炉 床面中央部に設けられ,長径112cm9短径88cmp不整円形を呈する

地床炉である。炉床は,床面を20齢鉢状に掘り窪めて構築され 橙色の焼土がブロック化して検出

土されている。覆上 自然堆積。

遺物 遺物は,炉 を中心とした南北。東西ライン上の覆土上層～下層にかけて縄文式上器片が864

片出上している。南西部の覆土上層から第 8図 1の加曽利Em式に比定される大形の深鉢形土器

が出土し,同 じく4の器台も近 くから出上している。その他に覆土から第10図 14～ 18の上製円板 5

点,13の有孔円板 1点 も出上している。

所見 遺物の出土状況から考えて,本跡の廃絶後に投棄されたものと考えることができる。その

出土状況が,東西を結ぶラインと南北を結ぶライン上に集中していることが特徴的である。

第26号住居跡出土土器観察表

第 8。 9図は,第 26号住居跡から出上した縄文土器片の拓影図である。5は ,口縁端部に無文帯

を有し,以下に沈線による楕円形の区画を配し,区画内に単節RLの維位回転で縄文が充填されて

いる。胴部は,磨消帯を垂下させ, 区画内に単節RLの縦位回転で縄文が施されている。 内面に

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 8図

1

深鉢形土器

縄文式土器

B (16.8)

C 6_7
底部から胴部にかけての破片。底面は九底気味金

不安定である。胴部下位は,底部から若干内彎し

ながら立ち上がる。地文に単節LRが縦位回転さ

れ,垂下する三条の沈線間を磨消している。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

30%
P189

PL22

中央部覆土中層

2

深鉢形土器

縄文式上器

(6_3)

6.4

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。底面は僅かな膨ら

みをもつ。胴部下位は,底部から外傾 して立ち上

がる。地文に単節LRが縦位に回転され,垂下する

二条の沈線間は磨消されている。

砂粒

浅黄橙色

普通

5%
P190

PL22

南東部覆土中層

3

深鉢形土器

縄文式上器

B(8.5)
L[63]

底部から胴部にかけての破片。底面は平坦である。

胴部下位は,底部から内彎気味に外傾して立ち上

がる。地文に無節Lが縦位に回転されている。胴部

下位に無文帯をもつ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

5%
P191

PL22

南西部覆土上層

4

器台形土器

縄文式土器

(140)

12 1

934)

Ａ

Ｂ

Ｄ

器受部から脚柱部にかけての破片。全体にヘラ状

工具による丁寧なナデが地され,孔周囲,裾部等

も面取りされている。器受部は,ほぼ水平金 上

面の中心はレンズ状に僅かに凹む。脚柱部はラッ
パ状に開き,中位から膨らみをもって裾部へ至る。

脚柱部中位に円形,楕円形の孔が 4個確認できる。

砂粒,ス コリア

にない橙色

普通

40°/O

P188

PL22

南西部覆土上層

―…20-―
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A23.3m

雛 Iヽ雌 I

土層解説

1 極 暗 褐 色 ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化泣子・

炭化かプロック少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック中量,焼土粒子・

炭化粒子・焼土小ブロック少量,締まり有り
ローム粒子・ローム小プロック中量,焼土粒子・炭化

粒子少量,炭化小プロック中量,締まり有 り
ローム粒子多量,ローム小ブロック少量,軟質
ローム粒子中量

ローム粒子 。ローム小プロック・焼上粒子少量,炭化

小ブロック中量

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子少量

炭化粒子・炭rヒ小プロック少量

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量
ローム粒子・炭化粒子少量,炭化小プロック中量
ローム粒子中量,炭化粒子・炭化小ブロック少量,締

0              2m

E_23.5m

0                1m

炉土層解説

1 赤 褐 色 ローム粒子・ローム中ブロック少量,焼土粒子

中量,焼土小・中プロック少量
極暗赤褐色 焼上粒子中量,焼上小アロック・炭化粒子少量,

秋質
明 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量,焼土小ブロック中量
明 赤褐 色 焼土大ブロック,硬質
赤 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子多量,焼土小ブロッ

ク中量,軟質
橙   色 ローム粒子少量,焼上粒子多量,焼土大ブロッ

ク中量

ゴ
一

3 褐

色

色

色

　

色

色

色

色

色

褐

　

　

褐

褐

褐

褐

褐

　

暗

黒

褐

黒

暗

４

５

６

　

７

８

９

１０

ｎ

まり有 り

12 黒 褐 色 ローム粒子多量

第 7図 第26号住居 ltt実測図
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0              10cm

第 8図 第26号住居跡出土遺物実測・拓影図(I)
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第 9図 第26号住居Ltl出 土遺物拓影図 (II)
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に隆線を貼 り付け,両側からナゾリを加えている。円文 と横位の楕円文 と思われる区画 を配 し,

区画内に単節RLの縦位・横位回転で縄文が充填 されている。焼成は良好である。内面は横位の

丁寧なナデが施 されている。 7は,波頂部が外反 して開き, 日縁部に微隆線による渦巻文 と思わ

れるモチー フを配 している。区画内には,単節RLの斜位 回転で縄文が充装されている。 8は ,

上端部に狭い無文帯を有するが,器面全体に無節 Lの縦位・斜位回転で縄文が施 されている。内

面には,横位のナデが施 されている。 9は ,口縁部に幅広の無文帯 を巡 らし,胴部には,単節

RLの維位 回転で縄文が施 されている。内面は,日縁部か ら胴上半部は横位のナデ整形が,下半

部は縦位のナデが施 されている。10は ,キ ャ リパー形土器の口縁か ら胴部にかけての破片であ

る。 口縁部 を両側にナゾリを加えた隆線により区画 している。その直下から胴部にかけて,隆線

による曲線的モチーフが描かれている。 11は ,ナ ゾ リを両側に加 えた貼付の隆線で渦巻文 をモ

チーフとした胴部片である。地文には,単節RLの維位・斜位回転で縄文が施されている。12は ,

深鉢形土器の胴下半部の破片である。器面は,両側にナゾリを加えた貼付の隆線により維位の楕

円文等の区画がなされている。区画内は,単節RLの縦位 回転で縄文が充損 されている。内面

は,ヘラ状工具による維位のナデ整形が施 されている。

第27号住居LIt(第 11図 )

位置 調査 区の中央部。B15c9区 を中心に確認 された。重複関係 第85号土坑 と重複 している

が,本跡の方 が新 しい。規模 と平画形 3.84× 3.34mで,円形 を呈す る。壁 壁高14～ 18cm

で,緩やかに傾斜 して立ち上がる。床 北～北東部が,僅かに高 く硬い床である。 ビッ ト 5か

所。小規模 であるが,径17～ 28cm,深 さ12～ 22cmを測 り,位置関係か ら考え,Pl～ P5は主柱穴

と思われる。炉 床面中央部の北寄 りに設けられた,径105cmの 円形を呈する地床炉である。炉

-24-



A 23.8m

上層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ローム中ブロック多量

2 明 褐 色 ローム粒子多量,締まり有り

3 褐   色 ローム粒子多量,ローム大プロック中量

4 褐   色 ローム粒子・ローム大ブロック中量,締まり無し

5 明 褐 色 ローム粒子多量,ローム中ブロック・焼土粒子中量

6 明 褐 色 ローム粒子多量,軟質

7 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土中ブロック少量

8 赤 褐 色 ローム粒子・ローム大ブロック中量,焼土粒子多量,締まり

無し

9 にない赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量,締まり無し

10 褐   色 ローム粒子中量,ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブ 1
ロック少量

■ 橙   色 ローム粒子多量,軟質                  2
12 褐   色 ローム粒子・ ローム小ブロック少量

13 暗 褐 色 ローム粒子中量,ローム小・中プロック少量,締 まり有り  3
14 暗 褐 色 ローム粒子・ローム中ブロック少量

F23.5m

炉土層解説

赤 褐  色  ローム粒子 多量 ,

少量

赤 褐  色  ローム粒子 多量 ,

少量

明 褐  色  ローム粒子 多量 ,

中量,締 ま り有 り

0               2m

0               1m

ローム小 。中ブ ロック

ローム小・中ブ ロック

ローム小 。中ブ ロック

第11図 第27号住居跡実測図

床は,床面 を18cm鉢状に掘 り窪めて構築 されている。覆土 土層中に,ロームブロックを多 く

含むことや,締まりのないこと等から人為堆積 と思われる。

遺物 炉周辺や東壁近 くを中心に,縄文式上器片が196片 出土 している。第12図 1の深鉢形土器

の口縁部片は,炉内覆土から出上し, 2の底部は,東部の床面直上から出上 している。13の 上製

円板 1点が,覆土から出上している。

所見 本跡は,遺構 。遺物の特徴から判断して,縄文時代中期に比定される仁居跡と考えられる。

一-25-―
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第12図  第27号住居跡出上遺物実測 。拓影図

第27号住居跡出土土器観察表

第12図は,第 27号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。3～ 9は ,口 縁部の破片で

ある。 3は,口縁部を微隆線で区画し,幅広の無文帯 としている。4～ 6は ,沈線により口縁部を

区画している。いずれも胴部には,維位回転で縄文を施 し,内面はヘラ状工具による丁寧なナデが

施されている。 7は,波状口縁の突起部の破片で,孔が認められる。 8・ 9の 回縁部には,連続の

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備   考

第 12図
1

深鉢形土器

縄文式上器

[346]
(118)

Ａ

Ｂ

口縁部の破片。キャリパー形を呈し,一条の沈線
が巡らされ日唇下部に無文帯を有している。沈線
下には,単節RLが横位回転されている。

砂粒,長石,石英

橙色

普通

5%
P193 PL22
炉内覆土

2

深鉢形土器

縄文式上器

(33)

(43)

Ｂ

Ｃ

底部の破片。底部は平底で,底面に棒状の窪みを
有す。胴部下位は,底部から外反気味に立ち上が
る。器面はナデられている。

粒

色

通

砂

橙

普

5%
P194

東部床面直上

―-26-―



刺突文が施されている。10は ,口縁部直下の破片で,ナゾリをもつ断面が三角形の隆線で区画され

た磨消文により,曲線的モチーフが配されている。区画外には,単節LRの横位回転で縄文が充填

されている。■は,胴部片で,輪積み部から欠失し単節LRの縦位・斜位回転で縄文が施されてい

る。12は ,胴部片で,二条の沈線で区画された磨消帯を垂下させ,区画外に,単節RLの縦位回転

で縄文が充填されている。

第28号住居跡 (第13図 )

位置 調査区の中央部。B15c5区 を中心に確認された。重複関係 覆土中に第36。 37号土坑が存在

する。本跡との重複関係はない。規模と平面形 3.96X3.41mで,楕円形を呈する。長径方向 N―

7° 一W。  壁 壁高15～ 20cm,外傾 して立ち上がる。床 起伏があり,北東側に硬い床面が確認

されている。ビット 6か所。径23～ 34cm,深 さ14～ 44cmを 測る。これらは,壁寄 りに配置され,

主柱穴と思われる。貯蔵穴 南壁際に設けられ,長径83cm,短径67cmの不整楕円形を呈し,断面

hl hl hl

上層解説表

1 褐   色 ローム粒子中量

2 明 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック中量,

締まり有り

3 明 褐 色 ローム粒子多量,締まり有り

4 黒 褐 色 ローム粒子微量,軟質,締まり無し

0             2m

hl

―

＼

―

―

ゴ

Ｍ

思

電

―

‐

ｊ

Ｆ

Ａ
一イＣ

口
|

01

A23.8m l

ご
一
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形は,逆台形である。覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物は,極めて少な く西壁際の床面直上から,加曽利 EⅢ式に比定される深鉢形土器

の日縁部片が 1片 出上 しているだけである。

所見 本跡は,出土遺物が極めて少ない事が特筆される。長期間使用されなかったものか,廃絶に

際しきれいに持ち出されたものか疑間が残る。

第14図 は,第 28号住居跡か ら出土 した縄文式上器片の拓影図であ

る。 1は,波状口縁の破片である。両側にナゾリを加えた偏平な隆線

による横位の楕円文が描かれている。区画内には,単節RLの横位回

転で縄文が充損されている。内面は,ヘラ状工具による縦位の丁寧な

ナデが施されている。胎上に砂粒を多く含み,焼成は普通である。中

Cm

第14図 第28号住居跡

出土遺物拓影図

第29号住居跡 (第15図 )

い
式 hl ④ 引 bl

A

口倖式        口
|

▲ 2缶2m           止

al

ご
一 m

◎
斃
　
　
　
◎
砧

第15図  第29号住居跡実測図
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説
　
　
　
　
褐
　
　
褐

解層

褐

褐

　

暗

　

里
〔

土

色 ローム粒子・ローム小プロック少量,締 まり有り

色 ローム小。中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量,

硬質,締まり有 り

色 ローム小プロック・焼土粒子微量,硬質,締 まり

有り

色 ローム大ブロック中量,軟質

炉土層解説

I毬 ヤ゙ゝ赤褐色 ローム粒子 多量 ,4t土粒子少量

明 褐 色 ローム粒子 多量

褐   色 ローム粒子 多量,ロ ーム中ブロ/ク 少量,締まり有り

明 褐 色 ローム粒子 多量 ,ロ ーム中ブロック・ 焼土粒子少量

明 褐 色 ローム粒子 多量,ロ ーム中ブロノク中量,締まり有 り

褐    色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量

位置 調査区の中央部。B16e5区 を中心に確認された。規模と平面形 3.82× 3.70mで,円形を呈

する。壁 壁高12～ 16cmで,外傾 して立ち上がる。床 平坦で,若干硬い。ピット 6か所。径

23～ 39cm,深 さ14～ 27cmを 測 り,壁の内側に酉己置されている。規模的には小さいものの,酉己置の

様子から主柱穴と思われる。炉 床面中央部に設けられた,長径107cm,短径70cmの不定形を呈

する地床炉である。炉床は,床面を1lcm程皿状に掘 り窪めて構築し,ロ ームが赤変硬化 している。

覆上 自然堆積。各層とも,全体的に締まっている。

遺物 遺物は少なく,覆土上層から第16図 1の加曽利EⅢ式に比定される縄文式上器の深鉢形土

器の胴縁部片を始めとして,32片出上している。

所見 本跡の炉床北側には,灰の掻き出しによると思われる南北55cm程の窪みがみられる。

‰′I

攀 日 5

絨 H6 ぐ ガ 8i_____十
一――一二

°Cm

Ｈ
ＩＩ

用眸
Ｈ

Ｈ

Ｈ

尚
郎
聟

一
ｙ

第 16図  第29号住居跡出土遺物拓影図

第16図は,第 29号住居跡から出土した縄文式土器片の拓影図である。1～ 8は ,全て胴部片であ

る。 1は ,二条の沈線で区画された磨消帯を垂下 させている。 2は,沈線下に単節RLの維位回転

で縄文が施されている。内面は,横位の丁寧なナデ整形が施され黒色を呈する。 3は,単節RLの

縦位回転で縄文が施され,胎上には石英粒 を多 く含む◎ 4・ 5は単節LR, 6・ 7は ,単節RL, 8

は,無節 Lの縦位回転で縄文が施されている。

第30号住居跡 (第17図 )

位置 調査区の中央部。B15b8区 を中心に確認された。重複関係 第42号土坑 と重複 しているが,

本跡の方が古い。規模 と平面形 4.10× 3.38mで ,不整楕円形を呈する。長径方向 N-84°一E。

壁 壁高18～ 33cmで,外傾 して立ち上がる。床 平坦で,炉周辺が硬 く踏み固め られている。ピッ

ト 5か所。径29～ 68cm,深 さ12～ 63cmを測る。Pl～ P5と も,主柱穴 と思われる。

炉 床面の北側に設けられ,長径100cm,短径85cmの楕円形を呈 している。本跡は,掘 り方の内

側に,径55cmの 円形に上器片,石 を用いた土器片囲い炉で,炉床は,床面を18cm程掘 り窪めて構

―-29-―
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第 17図 第30号住居跡・ 炉実測図

0               2m

いШ〔Ш

脱解

褐

層土

明

　

褐

褐

炉

色

色

Ｅ
寸
．０
劇

Ш
Ｉ

「

ローム小ブロック少量,炭化粒

子中量,締 まり有 り

ローム粒子・ローム小。中プロッ

ク・炭化粒子少量,締まり有り
ローム粒子多量,ローム中ブ
ロック少量,締 まり有り
ローム粒子多量,ロ ーム大ブ

ロック少量,締 まり有り

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子・焼土アロック少量
ローム粒子中量,締 まり無し
ローム粒子少量,焼土粒子中量,

焼土小ブロック・炭化粒子少量,

締まり有 り

ローム粒子・焼土粒子中量,締
まり有 り
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築され, ロームがレンガ状に赤変硬化 している。覆上 自然堆積。

遺物 覆土上層か ら,縄文式土器の破片が179片 出土している。第18図 1'2は,北部床面に設け

られた土器片囲い炉に使用されていた深鉢形土器で,日ま,北側に,2は,東側から南側にかけて

立位で出土 している。東側からは,第 20図 15の 凹石が出上 している。3～ 6は ,北部覆上下層から

出上 した加曽利 EⅢ式期に比定される深鉢形土器である。

所見 本跡は,当調査区内で唯―の上器片囲い炉 をもつ住居跡である。炉に使用されている土器

片 と,覆土中から出土の破片が接合 されている。

第30号住居跡出土土器観察表

第19図は,第 30号仁居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 7・ 8は ,口縁部 と胴部 を

一条の横位沈線で区画 し,日 縁部を無文帯 としているキャリパー形の上器片である。2片 とも内面

に横位の丁寧なナデが施されているが,8の方が密である。また,8は内外面 とも黒色である。9

は,両側にナゾリを加えた貼 り付けの太い隆線を口縁部に巡 らす波状口縁部である。10・ 11は ,

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 捕 考

第 18図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A[445]
B(416)

日縁部から胴部下位に至る破片。波状日縁で,日
縁部には,両側にナゾリを加えた隆線による楕円

文が施されて,区画内は,単飾RLの横位回転で充

装されている。胴部は推定で 4単位の二条の沈線

で区画された幅広の磨消帯を垂下させている。区

画外は,単飾RLの縦位・斜位回転で充填されてい

る。内面の日縁部は横位胴部は継位に,丁寧なナ

デが施されている。

砂粒,パ ミス

にぶい褐色

普通

40%
P196

PL22

北部床面,上器

片囲い炉の東・

南側

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(170) 口縁部直下の胴部片。上位は,輪積みの部分で水

平に破損している。二条の沈線で区画し,その間

に, もう一条の浅い沈線を施した磨消文を,推定

で10単位垂下させている。区画外は,単節RLの維

位回転で充填されている。内面の日縁部直下は横

位に,以下は縦位の丁寧なナデが施されている。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

20%
P197

PL22

北部床面,土器

片囲い炉の北狽」

3

深鉢形土器

縄文式上器

(134)

[50]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部に至る破片。上位は,輪積み部のよ」

離による破損である。胴部 1ま ,櫛歯状工具による

細沈線文が施されている。内面は,ヘラ状工具に

より上位は横位に,下位は縦位のナデが施されて

いる。

砂粒,ス コリア

にない橙色

普通

20%
P199

PL22

北部覆上下層

4

深鉢形土器

縄文式上器

(105)

60

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位に至る破片。平底で,胴部は底

部から外傾 して立ち上がる。胴部は,二条の沈線

で区画された磨消帯を, 8単位垂下させている。

区画外は,単節RLの維位回転で充装されている。

胴部下位に,無文帯を有す。内面は,制離が著し

い。器厚が厚い。

砂粒,パ ミス,

雲母

黄橙色

普通

10%
P198

PL22

北部覆上下層

第 19図

5

深鉢形土器

縄文式上器

(27)
48

Ｂ

Ｃ

底部。底面の中央部に,円形の僅かな窪みをもつ。

胴部下位は,外反気味に立ち上がり,無文帯と思

われる横位のナデが確認できる。内面は維位・横

位の丁寧なナデが施されている。

砂粒,ス コリア

浅黄橙色

普通

5%
P200

北部覆上下層

6

深鉢形土器

縄文式上器

B(15)
C 52

底部。平底で,貼 り付けた胴部がま」離して欠損し

ている。底面には,ヘラ状工具での粗いナデが施

され,底面の内側の部分にも,ナデが施されてい

る。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

5%
P201

北部覆上下層
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第18図 第30号住居跡出土遺物実測図(I)
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第20図 第30号住居跡出土遺物実測図 (III)

D           locm

一条の沈線で日縁部 を区画 し,区画内に竹管状工具による連続刺突が施されている。胴部には,

口縁部直下は単節RLの横位回転で,以下は維位回転で縄文が施 されている。 2片 とも薄手で,

同一個体のものと思われる。12は , 日縁部に貼 り付けの隆線による横位の楕円文を配 し,区画内

を単節RLの横位回転で縄文が充填されている日縁部片である。13は ,キ ャリパー形の日縁部片

である。胴部 との区画に一条の沈線が引かれ, 日縁部には,断面がU字状の沈線による渦巻文の

モチーフが配されている。内面は,横位の丁寧なナデが施され,焼成 も良好である。14は ,二条

の沈線により区画された磨消帯を垂下させ,区画内に単節RLの縦位回転で縄文が充填 された胴

下半部片である。内面には,ヘラ状工具による横位のナデ整形が施されている。

第31号住居跡 (第21図 )

位置 調査区の中央部。B16e9区 を中心に確認された。規模 と平面形 4.56× 4.31mで,円形を呈

する。壁 北東側が,僅かに高い。壁高16～ 26clnで,緩やかに傾斜 して立ち上がる。床 平坦で,

全体的にやや軟らかである。 ピット 6か所。Pl～ P6は径29～ 41cm9深さ33～ 49crnを 測 り,いずれ

も良好なピットで主柱穴と思われる。覆上 自然堆積。各土層中に焼土粒子が微量含まれている。

遺物 覆土上層か ら,縄文式土器片が468片 出土 している。南西部の床面直上か らは,安行 I式

期に比定できる第22図 1・ 2・ 3の深鉢形土器の底部が斜位で出土 している。中央部付近の覆土か

らは,第60図 2の把手が出土 している。

所見 覆土から,多量の加曽利Em式に比定される縄文式上器片が出上 しているが,ほ とんど接

合できないことから,廃絶後に投棄されたものと考えられる。本跡は,安行 正式期の遺物 を伴 う

が,一部であることから縄文時代中期に比定できる住居跡 と思われる。
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● 引

C

。
1     式

ご
一

1 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小。中プロック・炭化粒子少量,

締まり有り

2 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中プロック少量,締ま

り有 り

3 明 褐 色 ローム粒子多量,ローム中プロック少量

4 極 暗 褐 色 ローム小ブロック少量,締まり有り

第21図 第31号住居跡実測図

第31号住居跡出土土器観察表

色

色

　

色

色

色褐

褐

褐

　

褐

褐

明

0             2m

ローム小。中アロック少量

ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量,締まり

有 り

ローム粒子少量,締まり有り

ローム粒子中量

ローム粒子・ローム中ブロック多量,締まり有り

al Ш
I

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 支 様 胎上・色調・焼成 備 考

第 22図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(143)
C 23

胴下半部の破片。底部は,無文の小さな平底で不

安定である。胴部は,底部から内彎気味に立ち上

がる。地文に単節RLが横位回転されている。胴部

中位には磨消帯を,下位には無支持を有する内面

は,丁寧な横位のナデが施され,黒色で光沢をも

つ。

砂粒

にぶい褐色

普通

40%
P202

PL22

南西部床面直上

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(111)
C 20

胴下半部の破片。底部は,小さな平底で不安定で

ある。底部に網代痕を残す。胴部は,底部から内

彎気味に立ち上がる。地文に半我竹管による条線

文が斜位に施されている。内面は,ヘラ状工具に

よる横位・斜位のナデが施されている。炭化物の

付着有り。

伽
髄
魏

30%
P203

PL22

南西部床面直上
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 22図

3

深鉢形上器

縄文式上器

B(39)
C 17

底部から胴部下位の破片。底部は,無文の小さな

平底で不安定である。胴部は,底部から内彎気味

に立ち上がる。地文に単節RLが,横位回転され

ている。胴部下位に,二条の沈線で区画した横位

の磨消帯を有する。内面は,ヘラ状工具による縦・

横位の丁寧なナデが施され,黒色で光沢をもつ。

砂粒,パ ミス

黒色

普通

5%
P204

南西部床面直上

第22図 は,第31号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 4～ 7は,両側にナゾリ

を加えた隆線で,横位の楕円文や渦巻文のモチーフを口縁部に配した上器の破片である。 5は ,

区画内に単節RLが横位回転で充損され, 6は,地文に斜位の条線文が施されている。内面は,

いずれも横位の丁寧なナデが施されている。 7は,単節LRが横位回転で充填されている。 8

～10は , 2列の列点文をもつ口縁部の破片である。10は ,胴部に磨消帯による曲線的モチーフが

見られる。11は ,一条の沈線により口縁部が区画された破片である。胴部上位に,単節LRが横

位回転で施されている。内面は,横位の丁寧なナデ整形が施されている。12～ 16は ,縦位の磨消

帯が施された胴部 と底部の破片である。12は ,単節RLが維位回転された中に蛇行沈線を垂下さ

せている。13は ,単節LRが縦位回転で充損されている。14・ 15は 胴部片である。14は ,磨消帯

を垂下させ,区画内は縦位の大い条線で充填されている。15は ,ナデが施された器面に沈線で区

画した磨消帯を垂下させている。胎土にスコリアを多く含む。16は ,区画内に単節RLが維位回

転で充損されている。17は ,小形深鉢形土器の胴部片と思われ,蛇行する隆帯が貼付され,縦位

の条線文が施されている。18は ,有孔鍔付土器の胴部片である。沈線による曲線的モチーフが描

かれている。

第32号住居LII(第 23図 )

位置 調査区の中央部。B16go区 を中心に確認された。規模 と平面形 3.84× 3.69mで,不整円

形を呈する。長径方向 N-12°一W。 壁 壁高22～ 27cmで,外傾 して立ち上がる。床 炉付近

が幾分小高 く,僅かに起伏をもつ硬い床である。ピット 6か所。径24～ 38cm,深 さ22～ 34cm

を測る。Pl～ P6が,壁近 くに検出されており,いずれも主柱穴と思われる。炉 2か所。床面中

央部に設けられ炉 1は ,長径107cm,短径92cmの隅丸長方形状を呈し,炉床は,床面を16cm程

掘 り窪めている。炉 1の南東側に設けられた炉 2は ,長径61cm,短径47cmの不整円形を呈する

地床炉であり,炉床は,床面を8cm程掘 り窪めて構築されている。炉 1の炉床には,ロ ームが

レンガ状に赤変硬化している。覆土 自然堆積。各層とも結まりが有 り,炭化粒子・焼土粒子を

含んでいる。下層には,焼土粒子が少量含まれる。

遺物 中央部やや北寄 りの覆土から,縄文式上器の破片が集中して総数503片 出上している。第

24図 1の深鉢形土器の口縁部が,中央部床面から出土している。覆土からは, 3。 4の底部が正

―-37-―



hl

ml

土層解説

1黒 褐 色

hl

01A23.4m

E230m

ローム粒子・ローム小ブロック少

量,締まり有り
ローム粒子多量,締 まり有り
ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブ

ロック・焼土粒子少量,締まり有り

0               2m

炉土層解説

褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子中量,焼土小ブ

ロック・炭化粒子少量,締まり有り

暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・焼上小ブロッ

ク中量,炭化粒子少量,締まり有り

褐   色 ローム粒子・焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,秋質
t餘 い褐色 ローム粒子中量,焼上粒子・焼土小ブロッ

ク少量,株質

6 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム中ブロック中量,焼

上粒子多量,焼上大ブロック・炭化粒子少量

第23図 第32号住居跡実測図

位で出土している。北部の床面からは, 2の深鉢形上器 と5の鉢形土器の口縁部が出土 してい

る。北壁際の覆土上層からは, 6の深鉢形土器の底部が逆位で出土している。16の磨石は,中央

部炉内から出上したものである。

所見 覆上からは,多量の上器片が出上しているが,ほ とんど接合できないことから,本跡の廃

絶後に投棄されたものと考えられる。

色

色

褐暗

褐

ご
一
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14

第25図 第32号住居跡出土遺物実測・ 拓影図 (II)

第32号住居跡出土土器観察表

ノ 
ー
/   か i

dⅢI 
や「うカ

十 、   |1/

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備 考

第 24図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A[268]
B(113)

口縁音轟から胴営hに 至る破片。日縁言bは ,波状 日縁
で,沈線により区画された上位に無文帯を有す。胴
部上位は,二条の沈線を巡らせた区画内に,半裁竹
管による連続刺突文が充填されている。胴部には,

二条の沈線で区画された磨消帯を垂下させてい

る。磨消帯間は無節Lが縦位回転されている。日縁
部内面は横位,胴部は縦位のナデが施されている。

砂粒,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

10%
P208

PL23
中央部床面

2

深鉢形土器

縄文式上器

[124]
(77)

Ａ

Ｂ

日縁部から胴部に至るオヽ形深鉢形土器の破片。ロ

縁部無文帯は,一条の沈線で区画されている。沈
線下に沿うように,半我竹管による連続の刺突文
が巡らされている。胴部は,粗い単節RLが縦位回
転で施されている。内面は,ヘラ状工具による丁
寧な縦位のナデが施されている。

ス
，
色

粒
灰
通

砂
褐
普

10%
P209

PL22
北部床面

3

深鉢形土器

縄文式上器

(74)
6_0

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。ナデの加えられた
無文の平底。胴部下位は,外傾 して立ち上がる。
胴部は,二条の沈線で区画された磨消帯を11単位
垂下させ,区画外に無節 Lが縦位回転で充填され
ている。内面は,縦位のヘラ状工具によるナデが施
されている。

砂粒,ス コリア

にぶい赤褐色

普通

10%
P211

PL22
中央部覆土中層

4

深鉢形土器

縄文式土器

(3_9)
67

Ｂ

Ｃ

底部。欠損は,輪積み部からの手J離である。ナデ
の加えられた無文の平底。胴部下位は外傾 して立
ち上がり,無文帯となっている。内面は,縦位の
ヘラ状工具によるナデが施されている。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

普通

5%
P212

中央部覆上下層

5

鉢 形 土 器

縄文式上器

A[242]
B(168)

口縁部から胴部に至る破片。 打同部は, ■1イ立に膨ら
みを持ち,日 縁部は,外傾して開く。日縁部に,

幅広の横位のナデによる無文帯を有する。胴部上
位には,両側にナゾリをもつ隆線により区画され
た横位の楕円文,渦巻文を有する。区画内は,単
節RLが横位・斜位回転で充装されている。地文は,

単節RLが縦位回転で施されている。内面は,横位
の丁寧なナデが施され黒色で光沢をもつ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

20%
P207
PL23
北部床面
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第 24図

6

鉢 形 土 器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(62)

80
底部から胴部にかけての破片。無文の平底。胴部

下位は,緩やかに外傾 して立ち上がる。胴部は,

櫛歯状工具による縦位の条線文が施されている。

下位に無文帯が巡る。内面は,横位のナデが施さ

れている。

砂粒

にぶい橙色

普通

10%
P210

PL23

北部覆土上層

第25図 は,第32号住居跡から出上 した縄文式上器片の拓影図である。 7・ 8は , 日縁直下に一

条の沈線が巡らされ, 口縁部に無文帯が配されている。沈線下には, 7は 維位条線文, 8は単節

RLの縦位回転で縄文が施 されている。 9は ,上端部がやや内彎する深鉢形土器の口縁部片であ

る。口縁部では横位に,胴部では維位に,単節RLが地文 とされている。その上に,口縁部では

弧状の沈線が施され,胴部には二条の沈線が平行に垂下されている。10～ 12は ,ナゾリを加えた

隆線による横位の楕円文が区画された口縁部片である。10は 単節RLの縦位回転で,11・ 12は ,

区画内に単節RLが横位回転で充填されている。13は キャリパー形土器の口縁部である。上位に

引かれた沈線直上には,横位の八形文が認められる。沈線下は方形状に区画され,区画内に複節

RLRの横位回転で縄文が充装 されている。内面は,ヘラ状工具による横位の丁寧なナデ整形が

施されている。14は ,日縁部に入形文を巡 らせ,胴部には,沈線による逆台形を区画 し,無節 L

の縦位回転で縄文が充損されている。15は , 口縁部に二条の列点文が施されている。

第33号住居跡 (第26図 )

位置 調査区の中央部。C19g3区 を中心に確認された。重複関係 第6号住居跡・第120号土坑 と

重複 しているが,本跡の方が古い。規模 と平面形 3.77× 3.34mで,不整円形を呈する。

長径方向 N-47°一 E。 壁 壁高26～ 32cmで,外傾 して立ち上がる。床 僅かな起伏はあるもの

の,ほぼ平坦で硬い床面である。ピット 5か所。Plは ,径29cm,深 さ34cmで良好である。P2は ,

長径53cm,短径23cm,深さは,19cm,28cmと 底面が 2つ に分かれている。 P3～ P5は,径28～ 35

cm,深さ11～ 17cmと 浅い。これらのピットの位置関係から,Pl・ P2・ P3・ P5が主柱穴で,P4は 補

助柱穴 と思われる。炉 床面中央部に設けられ,長径168cm,短径11lcmの 不整楕円形を呈する大

形の地床炉である。炉床は,床面を25cm程掘 り窪めて構築 され,ロ ームがレンガ状に赤変硬化 し

ている。覆上 自然堆積。下層は,締まりが有 る。

遺物 中央部の覆土上層から下層,そ して炉内の覆土から,加 曽利 EⅢ式の縄文式上器片883片が

出上している。炉上位の中央部に集中して出上している。第27図 1の深鉢形土器は,北東部床面に

潰れて出土した。 2。 3・ 5は ,南東部覆土上層から出土 してお り,4・ 6の底部は,中央部床面・

床面直上から出上 している。他に,18の石鏃が覆土,19の石匙が炉内覆土,20の石皿が中央部覆土

上層から出上 している。

所見 覆土から,多量の土器片が出土 しているが,ほ とんど接合できないことから,本跡の廃絶後

に投棄 されたものと考えられる。
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土層解説

1 黒褐色 焼土粒子・

焼上小ブ ロ

ック・炭化
/1ヽ ブ ロック

少量

ローム粒子 。ローム小

ブ ロック・焼土粒子 。

炭鵡 _子 少量,締 ま り

有 り

炭 化 粒 子・炭 化 小 ブ

ロック少量

色  ローム粒子 。ローム小ブ

ロック少量

色 ローム粒子少量

色 炭化小ブ ロック少量

ローム粒子多量,締 まり有 り

ローム粒子少量,締 まり有 り

ローム粒子少量,締 ま り有 り

炉土層解説

暗 褐  色 焼土粒子・炭化粒子少量

暗 赤 褐 色 焼上小ブ ロック少量,締 ま り有 り

暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小・中ブ ロック少量

暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量 ,硬質,締 ま り有 り

0               2m
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０
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第26図 第33号住居跡実測図

第33号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備 考

第 27図

1

深鉢形土器

縄文式上器

(179)

16 0

Ｂ

Ｃ

底部から胴下半部の破片。広い底部で,中央に窪

みをもち,底部を内側から貼付した痕跡を残す。

胴部は,底部から外傾 して立ち上がり中位でほぼ

垂直に立つ。器面は,ナ ゾリを両狽Jに加えた隆線

による胴部隆帯文と渦巻文で区画され,下位は不

整方形状に区画されている。区画内は,単節LRが

縦位・斜位回転で充J■iさ れている。内面は,横位

のヘラ状工具による丁寧なナデが施されている。

胴上端部は意図的に欠かれている。

英石帆
髄
魏

40%
P213

PL23

北東部床面

2

深鉢形土器

縄文式上器

[370]

(20 8)

Ａ

Ｂ

口縁部から胴部へ至る破片。日縁は,波状日縁を

有する。胴部上位に巡る一条の沈線により, 日縁

部と胴部が区画されている。日縁部は,ナ ゾリが

加えられた隆線による横位の楕円文,渦巻文で区

画され,区画内は単節LRが横位回転で充損されて

いる。胴部は二条の沈線により区画された磨消帯

を垂下させている。区画外は単節LRの縦位回転で

充損されている。日縁部内面は,横位のナデが施

され,胴部は磨耗のため不明である。

スコリア粒

色

通

砂

橙

普

10%
P214

PL23

南東部覆土上層

3

深鉢形土器

縄文式上器

B(32)
C 68

底部。底部は,中央に僅かな窪みをもち,ナデが

加えられている。胴下端部は,横位のナデが施さ

れ,二条の沈線により区画された磨消帯が確認で

きる。内面の整形は,磨耗のため不明である。

砂粒,パ ミス

にぶい褐色

普通

5%
P215

南東部覆土上層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 27図

4

深鉢形土器

縄文式土器

(4.0)

[8.2]

B
C

底部の破片。ナデが加えられた無文の平底。胴部

下位は,外傾 して立ち上がる。胴部は,二条の沈

線で区画された磨消帯が垂下されている。区画外

は,単節RLが縦位回転で充填されている。内面は,

黒色でヘラ状工具によるナデが施されている。

砂粒

にぶい橙色

普通

3%
P216

中央部床面直上

5

深鉢形土器

縄文式上器

(32)
[68]

Ｂ

Ｃ

底部の破片。無文の平底。胴部下位は,外傾 して立

ち上がる。胴部下端は,縦位のナデによる無文帯で

ある。内面は,磨耗が著しく整形は不明である。

粒
色
通

砂
橙
普

3%
P217

南東部床面

6

鉢 形 土 器

縄文式土器

(30)
[72]

Ｂ

Ｃ

底部の破片。ナデカ功日えられた無文の平底。胴部

下位は,緩やかに外傾 して立ち上がる。胴下端は,

横位のナデによる無文帯である。内面は,横位・

縦位のナデが施されている。

砂粒

褐灰色

普通

3%
P218

中央部床面

第27・ 28図 は,第 33号住居跡から出土した縄文式土器片の拓影図である。 7～ 10は ,キ ャリ

パー形を呈する深鉢形土器の口縁部片で,隆線・沈線による楕円文・渦巻文が配されている。 7

は,口縁部下位に幅広の無文帯をもち,胴部には磨消帯を垂下させている。 8・ 9は,横位の楕

円文の区画内を, 8は無節R, 9は単節RLを 横位回転で充損させている。10は ,波状口縁の突

起部である。■・12は ,沈線を巡らし口縁部を区画 している。日縁部に,■は無文帯が巡らさ

れ,12は半裁竹管の連続刺突による八形文が充損されている。12の胴部には,単節RLが斜位回

転された縄文の上に,波状・横位の磨消帯が施されている。13～ 16は 胴郡片である。13は ,縦位

の条線文が施されている。14は 上位のものと思われ,隆線による円文・楕円文が区画されてい

る。15に は,縦位の磨消帯と蛇行沈線が施されている。16は 下半部で,地文に無節 Lの縦位の絡

条体回転圧痕文が地されている。17は ,鉢形上器の口縁部から胴上半部の破片である。ナゾリを

加えた貼付の隆線により区画された日縁部は,幅広の無文帯である。胴上端部には,沈線で区画

された中に単節RLが横位回転された縄文帯を配している。胎上に砂粒を多く含む。

第34号住居跡 (第29図 )

位置 調査区の中央部。B16b3区 を中心に確認 さ絶た。重複関係 第86号土坑 と重複 している

が,本跡の方が古い。規模と平面形 3.35× (1.48)mで,楕円形を呈するものと推定される。

長径方向 N-67°一W。 壁 壁高■～21cmで,外傾 して立ち上がる。床 ほぼ平坦であるが,

炉南側が僅かに刻ヽ高 く,全体に踏み固められている。ピット 4か所。Pl・ P4が径32～51cm,深

さ20～ 37cmと 良好なピットで主柱穴と思われる。P2・ P3は ,径23～ 27cm,深 さ13～ 24cmで,規

模や位置から補助柱穴 と思われる。炉 床面中央部に設けられた,上器埋設炉である。径47

cm,深 さ30cmの括鉢状を呈する掘 り方の中に,深鉢形土器を埋設している。覆土中には,焼土

粒子を多量に含むものの,硬化 した焼土はほとんど検出されない。覆上 自然堆積。

遺物 主に,炉 と南壁の間の覆土から,縄文式上器片73片が出上している。第30図 1の加曽利E

III式 のキャリパー形の深鉢形土器が,床面のほぼ中央部に埋設された状態で出上している。 2の
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第29図 第34号住居跡実測図

底部片は,南部の覆上下層から出土している。

生23.4m

0               1m

ローム粒子少量,耕作上,締まり無し

焼土粒子・炭化プロック少量,締まり無し

砂粒,締まり無し

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・ ローム小ブロック・炭化粒子少

量,締まり有り

ローム粒子中量,締まり有り

ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・ローム中ブロック中量,焼土粒

子・炭化粒子少量締まり有り

げ
一

ご
一

土層解説

1 極 暗 褐 色

2黒 褐 色

3暗 褐 色

4 極 暗 褐 色

5暗 褐 色

6褐  色

7暗 褐 色

8褐  色

炉土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量,焼土小ブ ロック・ 炭化小ブ

ロック少量

2 褐    色  ローム粒子多量,焼上小ブ ロック・ 炭化小ブ

ロック少量締 ま り有 り

3 褐   色  ローム粒子多量,締 ま り有 り

4 褐   色  ローム粒子・ ローム中ブ ロック中量

所見 本跡は,北側の約 2分の 1は調査区域外であるため全体の調査ができなかった。

第34号住居跡出土土器観察表

第30図 は,第34号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図である。 3・ 4は,日縁部片であ

る。ナゾリを加えた断面が三角形の貼付の隆線により,口縁部が区画されている。胴部上位には

単節RLが横位回転した縄文が施されている。焼成は良好である。 5は,キ ザミロをもつ隆線に

より口縁部が区画されている。また,隆線による曲線的モチーフが描かれている。 6は,隆線に

よる曲線的区画をもち,日縁部を僅かに外反させている。胎上に石英粒を多 く含む。 7は,深鉢

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 30図

1

深鉢形土器

縄文式上器

[360]
(212)

Ａ

Ｂ

口縁部から胴上半部に至る破片。キャリパー形を
呈す。土器埋設炉に二次利用されていた。日縁部
の一部は残るが,胴部中位で意図的に水平に打ち

欠かれている。上端部に,断面形がV字状の沈線
が巡らされ口縁部と胴部が区画され,口縁部に無

文帯が設けられている。胴部上位に,断面形がV
字状の沈線で連続するU字状文が 7単位区画さ

れ,単節LRが縦位回転で充填されている。胴部
下位は,同沈線で逆V字状文を7単位区画し,区
画内に単節LRが縦位回転で充填されている。内

画は,磨耗が著しく不明であるが,日縁部近 くは

丁寧な横位のナデが認められる。

英石粒

色

通

砂

橙

普

40%
P219
PL23
中央部床画

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(4_0)
C[54]

底部の破片。ヘラ状工具によるナデが施された無

文の平底。胴部下位は,外反気味に立ち上がり無
文である。内面の整形は不明。

砂粒
にぶい橙色

普通

5%
P220

南部覆上下層
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第30図 第34号住居跡出土遺物実測 。拓影図

形土器の波状口縁部片である。沈線により口縁部が区画され,無節Rの縦位回転で縄文が施され

ている。 8は沈線による区画をもち,単節LRの横位回転で縄文が施されている。 9～ 12は胴部

片である。 9は,無節Rの縄文が施されている。10。 11は磨消帯が垂下され,そ の区画内には縄

文が充填されている。10の内面は,横位の丁寧なナデ整形が施され光沢をもつ。12は,沈線によ

る区画された磨消帯により,曲線的区画がなされ,無節 Lが縦位回転で充填されている。内面は

横位の丁寧なナデ整形が施され黒色を呈する。

第35号住居跡 (第31図 )

位置 調査区の中央部。B1718区 を中心に確認された。重複関係 第16号住居跡 。第81号土坑 と重

複 しているが,本跡の方が両遺構 より古い。規模 と平面形 [5.28]× (4.28)mで ,不整精円形

を呈するものと推定 される。長径方向 N-16°一E。 壁 東側の壁が幾分高めである。壁高

25～40cmで,外傾して立ち上がる。床 ほば平坦で,全体的に硬い。ビット 6か所。Pl～ P6は

壁に沿って,炉を囲むように検出され,規模 は径29～50cm,深 さ42～ 85cmと 良好で,主柱穴 と

思われる。炉 床面中央部に検出され,長径82cm,短径60cmの不整楕円形を呈する地床炉であ

―-47-
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第31図 第35号住居跡実測図

0               2m

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子少量,締ま

り有り
ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,締まり有り
ローム粒子中量,締 まり有 り
ローム粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子中量,締まり有 り

焼土粒子・炭化粒子少量,締 まり有り

焼土粒子少量,炭化粒子中量,締 まり有 り

焼土粒子多量,締 まり有り

ご
一

土層解説

黒 褐  色

嗜 褐  色

褐   色

褐   色

褐   色

褐   色

炉土層解競

黒 褐  色

によい赤褐色

暗 赤 褐 色
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第33図 第35号住居跡出土遺物実測図 (II)

る。炉床は,床面を20cm程 二段に掘 り窪められており,暗赤褐色の焼上が硬化 して遺存 している。

覆土 自然堆積。上層より下層に至るまで,硬 く締まった覆上である。

遺物 覆土から,縄文式土器の破片が758片 出土している。第32図 1は,中央部の覆土から出土

した加曽利 EⅢ式の深鉢形土器で,炉内覆土から出土した破片と,覆土中出上の土器片を接合し

たものである。 2は,北東部下層から出土した深鉢形土器の破片である。北東部覆土上層からは

17の磨石,18の磨製石斧片が出上している。

所見 本跡は,覆土から多量の上器片が出土しているが,ほ とんど接合できないことから本跡廃

絶後に投棄されたものと考えられる。

第35号住居跡出土土器観察表

|     18

S=1/2

0            5cm
l  l l

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備 考

第 32図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(149)
C 72

底部から胴下半部に至る破片。丁寧なナデが施さ

れた,無文の平底。胴部下位は,底部からほぼ垂

直に近い角度で立ち上がる。胴部は,二条の沈線
により区画された磨消帯を8単位垂下させ,区画
外に,単飾LRが縦位回転で充填されている。胴下

端部は,無文帯となっている。内面の整形は,磨
耗のため不明である。

粒
色
通

砂
橙
普

30%
P221

PL23
中央部覆上下層
内面に,炭化物

付着

2

深鉢形土器

縄文式上器

[220]
(159)

Ａ

Ｂ

日縁部から胴部に至る破片。口縁部に膨らみをも
つ。平縁である。日縁部は,沈線と両側にナゾリ

を加えた隆線による楕円文で区画され,区画内に

単節LRが横位回転で充損されている。胴部は,二
条の沈線により区画された磨消帯を垂下させ,磨
消文間に単節LRが縦位回転で充装されている。内

面の日縁部は,横位,胴部は継位の丁寧なナデが

施され光沢をもつ。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

20%
P222

PL23
北東部覆上下層

3

深鉢形上器

縄文式上器

B(10,7)
C[72]

底部から胴下半部に至る破片。無文の平底で,胴部
下位は,外傾して立ち上がる。胴部は,地文に単節
RLが縦位・斜位回転で施されている。内面は磨耗
が著しいが,縦位・斜位のナデが認められる。

砂粒,小礫

浅黄橙色

普通

10%
P223

PL23
北東部覆上下層

4

深鉢形土器

縄文式上器

B(■ 7)

C[68]
底部から胴下半部に至る破片。底部は,ナデが加
えられた無文で,中央部に僅かな窪みをもつ。胴

部下位は,外傾して立ち上がる。胴部は,二条の

沈線で区画された磨消帯を垂下させ,磨消帯間に

単節RLが縦位回転で充填されている。胴下端部
は,無文帯となっている。内面は,黒色で縦位の
ヘラ状工具によるナデが施されている。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

10%
P224

PL23
北東部覆土上層

深鉢形土器

縄文式上器

(24)
52

Ｂ

Ｃ

底部。底面は,ヘラ状工具によるナデが加えられ
た無文で,中央部に僅かな窪みをもつ。胴下端部
は無文帯である。内面は,縦位のナデが施されて
いる。

砂粒

淡橙色

普通

5%
P225

北東部覆土上層
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第32図 は,第 35号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 6～ 11は 深鉢形土器の波

状口縁部片である。 6の 口縁部には,突出する隆線による楕円文が配されている。 7は ,微隆線

による横位の蕨手文がモチーフとして描かれ, 口縁部が区画されている。胴部は,逆U字状の磨

消文が垂下され,区画内に無節Rが縦位回転で充損されている。 8～ 10は ,曲線的・横位楕円 。

渦巻状のモチーフが描かれている。 9は薄手で,焼成も良好である。区画内には,単節RLが横

位回転で充填されている。10は 上端部に至るまで,単節RLが横位回転で施されている。11は

キャリパー形を呈し, 口縁部は断面がカマボコ形の隆線により区画されている。12は 口縁部に沈

線による区画が配され,丸棒状工具による列点文が施されている。13・ 14は , 口縁直下に連続の

八形文が施文され, 口縁部が区画されている。13の胴部には磨消帯が垂下され,区画内に単節

RLが維位回転で充填されている。15は ,キ ャリパー形の口縁部片で,一条の沈線が巡らされ口

縁部が区画され,胴部には幅広の磨消帯を垂下し, 区画外の単節RLが縦位回転で充填されてい

る。16は , 口縁部を区画する一条の沈線内に穿孔が施されている。胴部には,単節RLが縦位回転

で施されている。

第38号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の中央部東端。A12e9区 を中心に確認された。規模 と平面形 3.87× 3.82mで,不

整円形を呈する。長径方向 N-53° 一W。 壁 壁高16～ 21cmで,外傾 して立ち上がる。床 北

側が幾分高 く,南側へ傾斜している。炉の南側に,硬い床が検出されている。ピット 炉を囲む

ように, 4か所が検出されている。Pl～ P4は ,径28～ 42cm,深 さ41～ 50cmを 測る良好なピット

で,主柱穴と思われる。炉 床面中央部の西寄 りに設けられ,長径77cm,短径59cmの楕円形を

呈する地床炉である。炉床は,床面を27cm掘 り窪めて構築 している。断面形は,西側を垂直に

近 く掘 り込んだ逆台形状である。炉内の覆土中には,焼土粒子が中量含まれているが,ブロック

化 した焼上の遺存は少ない。覆土 自然堆積。

遺物 炉の覆土上層を中心に,縄文式上器片が123片 出上している。第35図 1の加曽利EⅢ式の

深鉢形土器の破片は,南部の覆土上層から出土している。床面からは, 1と 同じ形式の破片が 3

片出上している。

所見 床面出土の上器片と覆土出上の上器片は,時期 も一致することから本跡の時期に伴 うもの

と考えられる。

第36号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量にm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 35図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(20)

E46]

底部の破片。底部は,ナデの加えられた無文の平

底。胴部下位は外傾して立ち上がる。胴下端部は

無文帯となっている。内面の整形は,磨耗のため

不明である。器厚が薄い。

粒
色
通

砂
橙
普

5%
P226

南西部床面直上
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第34図 第36号住居跡実測図

o            2m

土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量,ローム小ブロック少量,硬質

2 褐   色 ローム粒子多量,締まり有り

3 明 褐 色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック中量

5 明 褐 色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム粒子多量,コ ーム小ブロック少量

炉土層解説

l 褐   色 ローム粒子・焼土粒子中量,焼上小プロック少量

2 しⅢい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子中量,焼上小ブロック少量

3 明 褐 色 ローム粒子多量

A

げ
一

第35図 は,第36号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 2・ 3は ,丸棒状工具に

よる列点文により回縁部が区画されている。 2は,胴部に幅広の磨消帯が垂下され,区画外に単

節RLが縦位回転で充填されている。3は ,キ ャリパー形土器の日縁部片である。4は , 日縁部直

下まで沈線による蕨手文が配されている。 5は ,沈線による渦巻文のモチーフが配されたキャリ

パー形土器の胴部片である。内面は,ヘラ状工具による横位の丁寧なナデが施され黒色を呈する。

6は,外反する幅広の日縁部片である。胴部とは輪積み部から祟U離している。 7は,沈線により口縁

部が区画されている。胴部上位には,単節RLが横位回転で施され,その下位には,同原体の縦位回

転で縄文が施されている。 8～ 10は胴部片である。 8は,ナゾリを加えた隆線により曲線的区画が

配されている。9。 10は,磨消帯が垂下され,区画外に単節RLが縦位回転で充損されている。
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第35図 第36号住居跡出土遺物実測・拓影図

第38号住居跡 (第 36図 )

位置 調査区の東部。C191o区 を中心に確認 された。規模 と平面形 4.06× (3.13)mで,楕円形

を呈するもの と推定 される。長径方向 N-57° 一W。 壁 南か ら南東側が高 く,壁高12～ 26cm

で,緩やかに傾斜 して立ち上がる。床 僅かに,東側が高 く,炉周辺を中心に硬い。 ピット 8

か所。 Pl・ P2・ P4・ P6は ,径43～ 49cm,深 さ33～ 60cmと 良好なピットであ り主柱穴 と思われ

る。P3・ P5'P7・ P8は,径27～ 45cm,深 さ11～ 22cmと 浅 く,柱穴 とは考えに くい。炉 床面中

央部の西寄 りに検出され,長径124cm,短径74cmの不整楕円形 を呈す る地床炉である。炉内の

北側に加曽利 EⅢ式の細身の深鉢形土器が埋設されている。炉床は,床面を17cm程掘 り窪めて

構築され, レンガ状に硬化 した焼上が厚 く遺存 している。覆上 自然堆積。

遺物 覆土か らは,縄文式上器の破片が139片 出上 している。床面か らは,第 37図 1の埋設され

た深鉢形土器の他,同式の胴部片が 1片 出土 している。埋設されていた深鉢形上器は, 口縁部 と

底部が欠損 している。

所見 炉の北端の埋設土器は,形状が細身で煮炊 きの為に使用されたものとは考えに くく,火種

保存等の用途が想定できる。
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土層解説

1 暗 褐  色  ローム粒子・ ローム中プ ロック・ 炭化粒子少量
2 暗 褐  色  ローム粒子・ ローム小ブ ロック少量,焼土粒子・

炭化粒子少量

3 褐    色  ローム粒子中量

4 褐    色  ローム粒子少量,焼土粒子中量,焼土小プ ロ ック

少量,締 ま り有 り

5 褐    色  ローム粒子 中量,ローム小ブロック少量 ,締まり有り

第36図  第38号住居跡実測図

第38号住居 LTI出 土土器観察表

二23.lm      二

〇                lm

④
亀

Φ
ｚ

ご
一

く

０
見

⑮
引

)              2m

炉上層解説

1 赤 褐  色  ローム粒子中量,焼土粒子多量,焼土小ブ ロック

少量

2 にⅢい赤褐色 ローム粒子中量,焼土粒子多量,焼土小プ ロック

少量,炭 化中ブ ロック中量

3 褐    色  ローム粒子・ 焼土粒子中量,軟質

4 褐    色  ローム粒子・ ローム中ブ ロック・ 焼土粒子・ 炭化

粒子少量

5 暗 褐  色  ローム粒子・ ローム小ブ ロック少量

6 赤 褐  色  ローム粒子・ ローム中ブ ロ ック中量

7 暗 褐  色  ローム粒子・ ローム小ブ ロック・ 焼土粒子・ 炭化

粒子少量

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備 考

第 37図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(238) 底部と口縁部が欠損。日縁部は,水平に欠損して

おり意図的に打ち欠かれた可能性が大きい。胴部

は,ほぼ垂直に近 く立ち上がり中位上部に僅かな

膨らみをもつ。日縁部に,二対の把手の痕跡が認

められる。胴部には,単節RLが縦位回転されて

いる。内面は,胴上半部は横位の,下半部は維位

の丁寧なナデが施されている。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

70%
P236

PL24

中央部床面

第37図 は,第 38号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図である。 2～ 4は , 日縁部に曲線

的モチーフが配された破片である。 2は 波状 口縁で,区画内に単節RLが横位回転で充填されて

いる。胎上に金雲母 を多 く含む。 3は キャリパー形 を呈 し,区画内に単節LRが横位回転で充填

されている。 4には渦巻文が配されている。胎上に石英粒 を多 く含む。 2～ 4と も,内面は横位
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第37図  第38号住居跡出土遺物実測・ 拓影図

の丁寧なナデ整形が施されている。 5は ,日縁部 を幅広の無文帯 とし,胴部には櫛歯状工具によ

る維位の条線文が施されている。 6は ,二条の列点文が巡 らされ,列点間の隆線を波状のモチー

フとしている。 7は ,二条の列点文で回縁部が区画されている口縁部片である。内面は,横位の

丁寧なナデ整形が施され黒色を呈する。 8は 口縁部直下の破片で,貼付隆線による曲線的モチー

フが描かれている。 9は磨消帯が垂下 され,区画外に単節LRが縦位回転で充填 されている。内

面は,維位 の丁寧なナデ整形が施され光沢 をもつ。 10。 ■は,磨消帯間に単節RLが維位回転で

充填されている。11の胎土には石英粒 を多く含む。

第47号住居跡 (第 38図 )

位置 調査区の東部。D2119区 を中心に確認 された。規模 と平面形 4.56× (4.23)mで,円形 を

呈する。壁 壁高46～ 50cmで,壁は,垂直に立ち上が り良好である。壁溝 幅15～ 36cm,深さ

8～ 22cmを測 り,断面形がU字状を呈 している。貯蔵穴西側の一部を除いて,周回している。 ま

た,底部には壁柱穴痕が確認されている。床 北東部が僅かに高 く,全体が硬い床である。 ビッ

ト 10か所。壁に沿って10か所が並んでお り,小規模で径 18～ 28cm,深さ22～ 34cmの ほぼ同規

8ヽ

日
日
照

缶
討

蓼
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貯蔵穴土層解説

1 褐   色 ローム粒子・炭化粒子少量,軟質
2 明 褐 色 ローム粒子中量,籍まり有 り
3 暗 褐 色 ローム小プロック少量
4 褐   色 ローム粒子少量

炉土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・ローム小ブロック・炭化小ブ
ロック少量

娩土粒子少量,締まり有り
ローム粒子少量
ローム粒子少量,焼上粒子多量,境土小・

中アロック少量

ローム粒子少畳,焼土粒子中量,焼土小・

中プロック少量,締まり無し

焼土ブロック少量

C

A 23.2m

土層解 説

1 黒 褐

2黒 褐

3黒 褐

4灰 褐

5黒 褐

6 灰 褐

7 暴  褐

8暗 褐

■ 22.4m  三

色

色

色

色

色

色

色

色

ローム粒子中量,締まり有り
ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量,締まり有 り
ローム粒子・炭化粒子中量,締まり有 り
ローム粒子多量,締まり有り
ローム粒子多量,ローム小ブロック微量,締まり有り
ローム粒子多量

ローム粒子多量,締まり有 り

ローム粒子中量,ローム小ブロック・焼土粒子少量

F22.5m ド
一 色

色
髄

色

色

褐

嚇

褐

褐

暗
褐
は
　
明
　
明

0               1m

第38図 第47号住居跡実測図
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格の主柱穴である。貯蔵穴 南壁際に付設され,平面形は不整楕円形を呈 し,掘 り方は,長径97

cm,短径60cmで床面 を42cm程二段に掘っている。炉  2か所。炉 1は ,中央部やや西寄 りに,

長径72cm,短径58cmの不定形を呈する地床炉で,炉床は,4cm程掘 り窪められ,明褐色の焼土

が遺存している。炉 2は ,床面中央部に長径96cm,短径68cmの不整楕円形を呈する地床炉であ

る。炉床は,床面を皿状に25cm程掘 り窪めて構築され,に ない赤褐色の焼上が遺存している。

覆上 自然堆積。各層とも,黒褐色上を中心とした締まりの有る覆上である。

遺物 中央部の覆土から,集中して縄文式上器片1,266片 が出上している。北東部の床面からは,

第39図 1の加曽利EⅣ期に比定される深鉢形土器の口縁部が出土している。また,南東部の壁際

から底部が逆位で出土している。他に,第40図 12の土製円板 と14の磨石が中央部覆土下層から出

上している。13のまJ片 は,南東部覆土上層から出土している。

所見 本跡は,多量の縄文式上器片を覆土中から出土している。それらの土器片は,ほ とんど接

合が不可能であることから,本跡が廃絶後,投棄されたものと考えられる。

第47号住居跡出土土器観察表

第39図は,第47号住居跡から出土 した縄文式上器片の拓影図である。 4・ 5は ,キ ャリパー形

土器の口縁部片である。 4は ,微隆線により口縁部が区画され,無文帯 とされている。 5は ,沈

線が巡らされ区画されている。 6は ,小形の深鉢形土器の口縁部片で,上端部 まで単節LRが維

位・斜位回転で施されている。端部は僅かに外反する。 7は尖った波頂部をもつ波状 口縁部の破

片である。端部にはナゾリが加えられ, 口縁部は単節RLが縦位回転で施されている。 8・ 9は ,

器厚を減 じながら内傾する無文の回縁部をもつ。 8は稜をもち,稜下には刺突による列点文が施

され,胴部は単節LRが縦位・斜位回転で施されている。 9は ,ナゾ リを加えた隆線により区画

されている。10は ,波状口縁部であり,波状部に維位楕円形の孔が空けられている。口縁部は微

隆線で区画された無文帯である。11は胴部片で,微隆線で区画された磨消帯を垂下させている。

磨消帯間は,単節RLが維位回転されている。胎上に,砂粒・石英粒 を多く含む。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備   考

第 39図

1

深鉢形土器

縄文式上器

[190]
(13 2)

Ａ

Ｂ

口縁部から胴上半部に至る破片。日縁部は,推定で

二対の波状突起を有する。また,両側にナブリを加

えた微隆線が巡らされ, 日縁部に無文帯が設けら

れている。胴部は,ナ ゾリを加えた二条の微隆線で

区画された磨消帯を逆U字形に垂下させている。

区画内及び地文に,単飾RLが縦位回転で施され

ている。内面は,横位のナデが施されている。

粒
色
通

砂
赤
普

30%
P359

PL24
中央部床面

内面に炭化物付

着

2

深鉢形土器

縄文式上器

に の
5.4

Ｂ

Ｃ

底部。底部は突出しており,中央部に窪みをもつ。

胴部下位は,外傾して立ち上がる。則下端部は,

横位のナデが施されている。内面は黒色で,ヘラ

状工具による縦位のナデが施されている。

砂粒

浅責橙色

普通

10%
P360

南西部覆土下層

3

深鉢形土器

縄文式土器

B (43)
C 48

底部から胴部下位に至る破片。小さな平底で,胴
部下位は,外反気味に立ち上がる。胴下端部は縦

位のナデが施されている。内面は,ヘラ状工具に

よる縦位のナデが施されている。

砂粒,雲母,石英

にない褐色

普通

10%
P361

南東部床面
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第39図 第47号住居跡出土遺物実測・拓影図(I)
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S=1/2

第40図 第47号住居跡出土遺物実測図 (II)

0              10Cm

第50号住居跡 (第 41図 )

位置 調査区の東部。E21b8区 を中心に確認された。重複関係 第119号土坑 と重複 しているが ,

本跡が古い。規模 と平面形 5.70× (3.04)mで,不整円形を呈するものと推定される。

長径方向 N-64°一W。  壁 壁高6～ 21cmで ,緩やかな傾斜で立ち上がる。床 ほぼ平坦で

あるが,炉周辺 と壁際が僅かに高 く硬 い。 ピッ ト 5か 所。 P3・ P4は ,径38～40cm,深 さ

33～ 38cmで主柱穴 と思われる。 Pl・ P2は ,径28～ 29cm,深さ15～ 16cmで,補助注穴 と思われ

る。P5は,径26cm,深 さ35cmで,そ の位置から考え,屋内施設に伴 うものであると思われる。

炉 床面中央部に設けられ,長径83cm,短径78cmの不整楕円形を呈 した土器埋設炉である。掘

り方の中にはキャリパー形の深鉢形土器が埋設されてお り,炉の北東寄 りは27cm程掘 り窪め ら

れている。炉床や土器内覆土中には,明褐色の焼土が多量遺存 している。覆上 自然堆積。

遣物 遺物は,炉上層の覆土から加曽利 EⅢ式の深鉢形土器の胴部片等が64片 出上 している。上

器埋設炉に使用されている第42図 1の深鉢形土器は,加曽利 EⅢ式に比定される。底部は,欠か

れているが口縁部等は,良好な状態で残っている。北部の壁近 くの床面からは,12の磨製石斧が

横位で 1点が出土 している。

所見 本跡は ,南側の約 2分の 1が調査区域外であ り,全体の様子を把握することはできなかっ

た。

第50号住居隊出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 42図

l

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

26 2

(17 5)

キャリパー形を呈する。胴下端部は,意図的に打

ち欠かれている。日縁部は,二条の沈線間に単節

RLを積位回転で充填させた二条の文様帯で区画

し,幅広の区画内に二条の沈線による連弧文のモ

チーフが 9単位巡らされている。胴部は,二条の

沈線で区画した連続の逆U字状磨消帯を垂下させ,

10単位の区画外に単節RLが縦位回転で充損され

ている。内面は,丁寧な横位のナデが施されてい

る。

スコリア粒

色

通

砂

橙

普

90%
P363

PL24

中央部床面

上器埋設炉に使

用
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一

く

三 2節m

添 ml

上層解説

1褐  色

2褐  色

3褐  色

4 暗 赤 褐 色

5明 褐 色

6褐  色

炉土層解説

1明 褐 色

2明 褐 色

3褐  色

4褐  色

ローム粒子・ローム小ブロッ
ク・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量,締 まり有り
ローム粒子中量
ローム粒子少量,焼土粒子中
量,焼土中プロック・炭化粒子
少量
ローム粒子。ローム大プロッ
ク少量
ローム粒子中量,締 まり無し

焼土粒子多量,焼土中ブロッ
ク少量
ローム粒子・ロームガヽブロック
少量,焼土粒子多量,焼土小・

中プロック少量,締まり有り
ローム粒子・ローム中ブロッ
タ少量
ローム粒子・ローム小プロッ
ク少量,軟質

D

。               2m

第41図 第50号住居跡実測図

第42図 は,第50号住居跡から出土した縄文式土器片の拓影図である。 2は,突出した隆線によ

る曲線的区画をもつ口縁部片である。 3は ,沈線により口縁部が区画され,胴部は無節Rが横位

回転で施されている。 4は ,二条の沈線で区画された無文帯で口縁部が区画されている。 5は ,

日縁部を無文帯とし,胴部に単節RLが横位回転で施されている。 6は ,幅広の無文帯をもつ口

縁部片である。 7～ 11は胴部片である。 7は,磨消帯を横位に配し,上位に単節RLが横位回転

で施され,下位は同原体による縦位回転で施文されている。 8・ 9は ,幅広の磨消帯を垂下させ

ている。 7～ 9の胎上には,金雲母が多く含まれている。10は磨消帯を垂下させ,区画内に無節

Rが縦位回転で充填されている。11は,無節 L力 横ヽ位回転で施されている。
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第42図

第51号住居跡 (第43図 )

位置 調査区の東部。E22dl区 を中心に確認された。規模 と平面形 4.06× (3.44)mで ,円形 を呈

するもの と推定される。壁 壁高11～ 23cmで外傾 して立ち上が る。床 東部が僅かに高 く硬い

が,西部の一部に軟 らかい床が認め られ る。 ビッ ト 6か 所。径21～32cm,深 さ5～ 17cmを 測

る。Pl～ P6は 壁の内側に配置され,各ピットとも細 く浅いが主柱穴 と思われる。炉 床面中央部

の東寄 りに設けられ,長径106cm,短径66cmを 測 る不整楕円形を呈す る。炉床は商西側が深 く,

』
日
Ｈ
日
Ｈ
口
躙

１０
　
　
胡
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
悧
姻

Ｈ
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20cm程掘 り窪められており焼土粒子が多量に遺存している◎覆上 自然堆積。締まりが有る。

遣物 遺物は,炉内に集中してお り,縄文式土器片が89片 出土している。第44図 1の深鉢形土器

の底部は,中央部床面直上から出土した。

所見 本跡は,南側が調査区域外の為,全体の調査はできなかった。

いＷ７ヽ∀

A23.4m ＼
＼

C

土層解説

1 にぶい赤褐色 ローム粒子・焼上粒子中量,焼上大ブロック・炭化粒子

少量

2 によい褐色 ローム粒子中量,締まり有り

3 明 褐 色 ローム粒子中量,ローム中ブロック少量,締 まり有り

4 明 褐 色 ローム粒子多量,炭化粒子少量,締 まり有り

5 褐   色 ローム粒子多量,締まり有 り

第43図 第31号住居跡実測図

第51号住居跡出土土器観察表

Ш
I

ローム粒子多量 ,焼土粒子少量

ローム粒子多量 ,焼土粒子少量

ローム粒子・ 焼土粒子多量,焼上中ブ ロッ

ク中量

ローム粒子多量 ,ロ ーム大ブ ロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量 ,締 ま り無 し

∀・

ぜ
一 F 23.4m ド

一

■
0               1m

炉土層解説

1明 褐 色

2 明 赤 褐 色

3明 褐 色

4明 褐 色

5明 褐 色

6明 褐 色

④ 引

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 44図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(3.5)
C 67

底部から胴部下位に至る破片。ナデの加えられた

無文の平底で,胴部下位は外反気味に立ち上がる

胴下端部は縦位のナデが地されている。内面の整

形は,磨耗のため不明である。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

10%
P364

中央部炉内覆土
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第44図 第51号住居跡出土遺物実測・拓影図

第44図は,第51号住居跡から出土 した縄文式土器片の拓影図である。 2～ 8は , 日縁部片であ

る。 2は ,両側にナゾ リを加えた貼付の隆線で曲線的モチーフが描かれ,区画内に単節RLが横

位回転で充損されている。粗い作 りである。 3は,沈線で口縁が区画された波状口縁部である。

4・ 5は 口縁部にナゾリが加えられ,胴部 と区画されている。端部は,器厚を減 じなが ら内傾す

る。 6は ,断面が三角形の貼付の隆線により口縁部が区画されている。 7は,三条の列′ミ文が巡

らされている。 8は,単節RLを 維位回転 した縄文帯が配されている。口縁部に粘土を貼 り付け

僅かに膨 らませている。 9は ,黒」離痕を残す口縁部片である。地文には,単節RLが縦位回転で

施されている。10は壷形土器の胴部片である。無文で,断面が三角形の貼付隆線で曲線的モチー

フが描かれている。赤彩されていた痕跡が認められる。11は 胴部片で,磨消帯 と曲線的モチーフ

が認められる。12は ,無節 Lが縦位回転で施された胴部片である。

第52号住居跡 (第45図 )

位置 調査区の東部。C19j8区 を中心に確認された。重複関係 第39号住居跡・第97号土坑 と重

複 しているが,本跡の方が古い。規模 と平面形 [2.45]× (1.65)mで,楕円形を呈するもの と推

定される。長径方向 確認できない。壁 壁高22～ 31cmで,壁はしっか りしてお り,外傾 して

立ち上がる。床 平坦で硬い床である。 ピッ ト 2か 所。 Pl・ P2は ,径32～ 52cm,深さ60～ 65

cmを 測る。 2か所 とも, しっか りした掘 り方で主柱穴 と思われる。貯蔵穴 確認できない。炉

-63-



パ°

Si 39

B'4

街
1〔

劾
B 23.Om i    

′も
C ご

2m

土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子。ローム中・大ブロック・炭化粒子少量,石
灰粒子中量,締まり無し

色 ローム小プロック・炭化粒子少量,締まり有り

色 炭化粒子微量,締まり無し

色 炭化粒子少量,締まり無し

色 ローム小ブロック少量,締まり無し

色 ローム粒子中量, ローム小・中プロック少量,締まり

有り

色 焼土粒子・炭化粒子少量,締まり有り

色 焼土粒子多量,焼土中ブロック中量,炭化粒子少量

色 焼土粒子・炭化粒子微量

色 焼土粒子・炭化粒子微量

色 ローム粒子中量,ロ ーム小・中ブロック少量

色 ローム粒子多量,ローム中ブロック少量,締 まり有り

色 ローム粒子多量,ローム大プロック少量,締 まり有 り

確認できない。覆土 自然堆積。各層 とも

締 まりが有 り,褐色～暗褐色上で炭化粒

子・焼土粒子を含んでいる。

遺物 覆土か ら,縄文式上器片が379片 出

上 している。特に,北部の床面直上や,床

面から出土 している。第46図 1～ 5の深鉢

形土器の口縁部や底部は,中央部の床面・

床面直上から出土 している。

所見 本跡は,西側が調査区域外のため ,

全体の調査ができなかった。多量の縄文式

土器片が出上 しているが,接合できたもの

は少なく,本跡廃絶後投棄 されたものと考

えられる。

第46図は,第52号住居跡から出土 した縄

文式土器片の拓影図である。6・ 7は ,波状

口縁部で,口 縁部文様帯に突出した隆線を

貼付 し,横位の楕円文 。渦巻文 をモチーフ

として描 き,楕円区画内に複節LRLの横

位回転で縄文が充損されている。 8～ 10は ,

沈線を巡らし口縁部 を区画 している。 8は ,

区画された口縁部に,ヘラ状工具による連

続の短沈線が地され,胴部は,櫛歯状工具

による縦位の条線文が施されている。 9は ,

三条の沈線直上に 2列の列点文 を配 してい

る。10は ,二条の沈線内に列点文が配され

ている。11は ,口縁直下まで櫛歯状工具に

よる維位の条線文が施 されてお り,内面は

横位の丁寧なナデ整形が施され黒色で光沢

をもつ。12は ,日縁部片で,幅広の無文帯

をもつ鉢形土器である。胴部 との区画に,

列点文が配されている。13～ 15は ,胴部片

褐

褐

　

褐

褐

　

　

褐

赤

褐

褐

褐

暗

黒

黒

黒

黒

褐
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第45図 第52号住居LTl実 測図
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第48図 第52号住居跡出土遺物実測 。拓影図
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である。13は ,沈線で区画された胴部に,櫛歯状工具による縦位の条線が密に施されている。内

面は,縦位の丁寧なナデ整形が施され光沢をもつ。14は ,胴部に密な縦位の撚糸文が施 されてい

る。15は ,縦位に円形の刺突が加えられた隆帯が貼付されている。地文には,櫛歯状工具による

縦位の条線文が施されている。

第52号住居跡出土土器観察表

2 土坑

当調査区からは,総数119基 の土坑が検出されている。その中で,縄文時代中期に比定される

6基の土坑について解説をする。

第26号土坑 (第47図 )

位置 調査区の中央部。A13h8区を中心に確認された。重複関係 第 4号溝と重複 しているが,

本跡の方が古い。規模と形状 長径1.32m,短径1.20mを測 り,平面形は,不整円形を呈する。

断面形は逆台形状を呈 し,深 さは0,82mを 測る。長径方向 N-76° 一E。 壁 締まってお り,

外傾 して立ち上がる。底面 平坦で硬い。覆土 褐色 。暗褐色・黒褐色上で,各層ともローム小

ブロック,炭化小ブロックを含み軟質である。土層断面からみても人為堆積 と思われる。

図版番号 器  種 法量 (ω ) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備 考

第 46図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A[208]
B(215)

キャリパー形の口縁部から胴部へ至る破片。日縁

部は, 日唇部直下に二条の沈線を巡らし区画され

ている。沈線内には,丸棒状工具による刺突文が

連続して施されている。胴部は,二条の沈線で区

画された逆U字状の磨消帯が連続に巡らされ,磨
消帯間に単節RLが維位回転で充填されている。

内面の口唇部直下は横位の,他は縦位のヘラ状工

具による丁寧なナデが施され光沢をもつ。

砂粒,ス コリア,

パ ミス

橙色

良好

20%
P365

PL24

中央部床面直上

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[250]

(10 3)

キャリパー形土器の日縁部から胴部へ至る破片。

日縁部は,大い沈線により区画され,上端部に無

文帯を有し,その直下に連続の維位キザミロを有

する。胴部は,櫛歯状工具による縦位の条線文が

施され,幅広の横位磨消帯で区画されている。内

面は,横位の丁寧なナデが施されている。

，
色

粒

橙

通

砂

赤

普

スコリア 5%
P366

PL24

中央部覆上下層

3

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(24)
44

底都の破片。ナデの加えられた無文の平底。胴部

下位は,垂直に近 く立ち上がる。ヘラ状工具によ

る粗いナデが施されている。内面も,縦位の粗い

ナデが施されている。

砂粒,ス コリア

灰褐色

普通

5%
P369

南部覆土中層

4

鉢 形 土 器

縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(74)
76

底部から胴下半部へ至る破片。ナデが加えられた

無文の平底。胴部下位は,外傾して立ち上がり,

櫛歯状工具による縦位の条線文が施され,下端部

に無文帯を設けている。内面は,ヘラ状工具によ

る,丁寧な維位のナデが地され黒色で光沢をもつ

砂粒,パ ミス

にない橙色

普通

15%
P367

中央部床面直上

5

鉢 形 土 器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(3_9)

76
底部から胴下半部へ至る破片。ナデが加えられた

無文の平底。胴部下位は ,外傾して立ち上がり,

櫛歯状工具による維位の条線文が施されている。

内面は ,ヘ ラ状工具による縦位のナデである。

砂粒

にぶい橙色

普通

10%
P368

中央部床面直上
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遺物 底面から覆土上層にかけて,縄文式上器片が126片 出上している。第49図 1は,西壁際の

覆土下層から出土した大形の深鉢形土器の破片である。 2は 同形式の日縁部片で,西壁際の覆土

下層から出土している。また,南壁近 くの覆土上層からは 8の打製石斧が,下層からは 9の石棒

が 1点ずつ出上している。

所見 本跡からは,多量の縄文式上器片や石器が出上している。出土遺物の特徴から考えて,縄

文時代中期に比定される土坑 と考えられる。

第47号土坑 (第47図 )

位置 調査区の中央部。B15d9区 を中心に確認された。規模 と形状 長径 (2.71)m,短径 (1.06)

mを測 り,平面形は,楕円形を呈するものと推定される。断面形は,中位に段をもつU字状を呈

し,深さは0.91mを 測る。長径方向 N-67° 一W。 壁 硬 く締まってお り,外傾 して立ち上が

る。底面 皿状で,一段 目も二段目も硬い。覆土 中層から下層にかけ多くの焼土粒子とローム

小・中ブロックを少量含む。土層の堆積の様子から考えて,人為堆積 と考えられる。

遺物 底面から覆土上層にかけて,239片 の縄文式上器片が出上 している。第51図 1の深鉢形土

器の底部は,中央部北寄 りの覆上下層から出上し,第 60図 3の深鉢形土器の把手は,同位置の底

面直上から出上している。その他,第51図 6の磨石 1′点が覆土下層から出上している。

所見 本跡は,各土層の中に多くの焼土粒子を含んでいる。特に, 4・ 6層には,小 。中ブロッ

クを含む焼上が多く混左 しているが,層位の状態からみて投棄されたものと考えられ,土器片に

ついても投棄されたものと思われる。出土遺物の特徴から,縄文時代中期に比定される土坑 と考

えられる。南側が,調査区域外のため全体の調査ができなかった。

第59号土坑 (第47図 )

位置 調査区の中央部。B17f2区 を中心に確認された。規模 と形状 長径1.04m,短径1.00mを

測 り,平面形は不整円形を呈する。断面形は逆台形状を呈 し,深 さは1.13mで ある。長径方向

N-58°一E。 壁 ほぼ垂直に立ち上がる。底面 平坦。覆土 褐色・暗褐色上のローム小ブ

ロックを含む土層で, 自然堆積 と思われる。

遺物 縄文式上器片が67片 出上している。第52図 1の深鉢形土器の底部は,南壁際の覆土下層か

ら出上し, 8の上製円板は北壁際の床面から出上している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から縄文時代中期に比定されるものと考えられる。

第74号土坑 (第48図 )

位置 調査区の中央部。B17e2区 を中心に確認された。重複関係 第18号住居跡と重複 している
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が,本跡の方が古い。規模 と形状 長径1.17m,短径1.04mを 浪1り ,平面形は楕円形を呈する。

断面形はU字状 を呈 し,深さは0.72mを 測る。長径方向 N-73°一W。 壁 垂直に立ち上がる。

底面 平坦で硬い。覆土 自然堆積。

遺物 縄文式上器片が壁際を中心に40片出上 している。第53図 1の深鉢形上器の胴部片は,南壁

際の覆上下層から出上 し, 2の底部は同位置の床面直上から出上 している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から縄文時代中期に比定されるもの と考えられる。

第120号土坑 (第 48図 )

位置 調査区の中央部。C19g3区 を中心に確認された。重複関係 第33号住居跡 と重複するが ,

本跡の方が新 しい。第 5号溝 とも重複するが本跡の方が古い。規模 と形状 長径1.91m,短径

1.50mを 測 り,平面形は楕円形を呈する。断面形は箱形状 を呈 し,深さは0.74mを 測る。長径方

向 N-43° 一E。 壁 締 まりが有 り垂直に立ち上が私 底面 平坦で硬 い。覆上 自然堆積で,

各層 とも締 まりが有 り,上層は褐色土・暗褐色上で,下層はにない橙色・浅責橙色である。

遺物 縄文式土器片が覆土か ら226片 出土 している。第54図 1の深鉢形土器の底部 も覆土上層か

ら出土したものである。 9の磨石 も覆土から出土 している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から縄文時代中期に比定されるものと考えられる。

第121号土坑 (第48図 )

位置 調査区の中央部。C19e4区 を中心に確認された。重複関係 第93号上坑 と重複するが,本

跡の方が古い。規模 と形状 長径 (1.16)m,短径 (0.78)mを 測 り,平面形は不整楕円形を呈する

もの と推定 される。断面形は,箱形状 を呈 していた と思われ る。長径方向 N-61° 一W。 壁

外傾 して立ち上が る。底面 僅かに起伏をもつ硬い底面である。覆土 黒色・黒褐色を中心 とす

る軟質の自然堆積 である。下層に焼土粒子・焼土ブロックを多 く含む。

遺物 縄文式上器片が底面から覆土中層にかけて123片重なって出土 している。第55図 1の深鉢

形土器は,中央部に散左 して出上 していたものである。

所見 本跡は,北側が調査区域外で,東側が第93号土坑 と重複 しているため全体の調査ができな

かった。調査 した範囲からは,夕 くの縄文式土器が出上 している。これらの上器片は,一部 しか

接合できないことか ら投棄 されたものと考えられる。出土遺物の特徴か ら,縄文時代中期に比定

される土坑 と考えられる。
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｀
＼  SD 4

＼

B 23.2m

A

い41
l⑮ 刊

ば
一

B

41

3褐  色

4暗 褐 色

5黒 褐 色

6黒 褐 色

7暗 褐 色
SK 26

hl 土層解脱 (S K47)

1 灰 褐 色  ローム粒子少量,耕作土

2 黒 褐 色  ローム小ブ ロック・ 焼土

粒子少量,締 ま り無 し

3 黒  色  ローム粒子微量,ロ ーム

小ブ ロック少量,焼土粒

子中量,締 ま り無 し

4 赤 褐 色  ローム粒子中量 , ローム

小ブ ロック少量,焼土粒

子多量,焼土小ブ ロック

中量,炭化粒子少量口
|

7 暗 赤 褐 色

8褐  色

9 暗 赤 褐 色

色

色褐

褐

明

・０

・１

止2&監 口
|

ν⑮引
パ

パ

SK 59

hl

口
1 5 

極暗赤褐色

土層解脱 (S K26)

1 黒 褐  色  ローム粒子中量,ロ ーム小ブ ロック・炭化小プ ロッ

ク少量

2 黒 褐 色  ローム粒子少量,炭化小ブ ロック多量 ,焼土小ブ ロッ

ク微量,軟質

ローム粒子中量,ローム小プロック多量,炭化小ブ

ロック中量,軟質

ローム粒子微量,ローム小ブロック多量,炭化小ブ

ロック少量,軟質

ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック少量,炭化小ブ

ロック中量,軟質

ローム粒子微量,ローム小。中プロック・炭化小ブ

ロック少量,軟質

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化小ブロッ

ク少量,株質

8 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化小プロック少量,軟質

ローム粒子・ 焼土粒子 中量,焼土小ブ ロック・ 炭

化粒子少量

6 明 赤 褐 色  ローム粒子少量,焼土粒 子多量 ,焼土小ブ ロック・

炭化粒子中量

ローム粒子少量,焼上粒子多量,焼土小ブロック

中量,炭他粒子少量

ローム粒子中量,焼土泣子少量,軟質

ローム粒子・ローム中ブロック少量,焼土粒子多

量,焼土小ブロック・炭化粒子少量,締まり無し

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,軟質

ローム粒子多量,コ ーム中・大ブロック少量,軟質

土層解説 (S K59)

1 暗 褐 色  ローム粒子少量 , ローム小プ ロック・ 焼土粒子・

炭化粒子微量締 ま り有 り

2 褐   色  ローム粒子・ ローム小ブ ロック・焼土粒子・炭化

3褐
粒子少量,締まり有 り

色 ローム粒子・ローム小ブロック中量,炭化粒子少

量,締まり有り

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック中量,炭化粒

子少量,締まり有り

5 暗 褐 色 ローム粒子少量, ローム小プロック中量,締まり

有り

6 明 褐 色 ローム粒子多量,ローム中ブロック微量

0               2m

第47図 第26・ 47・ 59号土坑実測図(縄文 I)
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I S118

A 止 上 23

土層解説 (SK121)
1 灰 褐 色 ローム粒子少量,焼上粒子・炭化粒子微量
2 異   色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量,軟質
3 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小ブロノク・焼上粒子微量,軟質
4 黒 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子少量・炭化粒子微量,軟質

第48図 第 74・ 120・ 121号土坑実測図 (縄文 H)

第28号土坑出土土器観察表

第49。 50図 は,第 26号土坑か ら出上 した縄文式上器片の拓影図である。3～ 5は , 口縁部か ら

胴部にかけての破片である。 3は,幅広の沈線により口縁部が区画され,胴部に単節RLが維

位・斜位回転で施されている。 4は , 口縁部に突起 を有 し,胴部には単節RLが斜位回転で施され

ている。 5は,突起 を有 し,二条の隆線で区画された中に列点文が充填されている。胴部には,

単節RLが縦位回転で施 されている。 6は 胴部片で,断面が三角形の隆線により曲線的区画がな

され,区画内に単節LRが縦位回転で充損 されている。 7は ,平縁のキャリパー形土器の口縁部

から胴部にかけての破片である。口縁部には,凹線が巡 らされている。以下,胴下半部 まで単節

Lが維位回転で施されている。内面は,丁寧なナデが施されている。

A

A23.8m

色

色

色

褐

褐

赤

褐

暗

里
奪
樫
里
小

ローム粒子微量,焼土粒子中量
ローム粒子微量,焼土粒子多量

焼土粒子微量,焼土大プロック少量,軟質

0               2m

SK 120

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 49図

1

深鉢形土器

縄文式上器

[213]
(17.5)

Ａ

Ｂ

口縁部から胴上半部に至る破片。キャリパー形を
呈し,胴部中位で水平に打ち欠かれている。日縁

部無文帯が,一条の沈線で区画されている。胴部
は,二条の沈線で区画した波状の磨消文を施し上

位には,縦位の指円文とV字状文が交互に 4単位

ずつ巡らされている。区画内には,単節 RLが縦

位回転で充填されている。胴下半部は,逆 V字状

文が 7単位巡らされ,区画内に単節RLが 縦位回

転で充損されている。内面は,横位の丁寧なヘラ

状工具によるナデが施されている。

砂粒,ス コリア,

石英

にぶい橙色

普通

50%
P370

PL24

西部覆上下層

2

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[276]
(23 8)

日縁部から胴部へ至る破片。キャリパー形を呈し,

胴部中位で意図的に水平に打ち欠かれている。ロ

縁部無文帯が,一条の沈線で区画されている。胴

部は,二条の沈線で区画した波状の磨消文を施し,

上半部は縦位の楕円文とU字状文が巡らされてい

る。区画内には,単節RLが横位 (上位)・ 縦位回転
で充填されている。下半部は,逆 V字状文で区画
し,区画内に単節RLが縦位回転で充涙されてい

る。内面は,ヘラ状工具による横位の丁寧なナデ
が施されている。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

30%
P371
PL24

西部覆上下層
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第49図  第26号土坑出土遺物実測・拓影図(I)
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一

第50図  第28号土坑出土遺物実測・拓影図(II)

第51図 第47号上坑出土遺物実測・拓影図
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第47号土坑出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備 考

第 51図

1

深鉢形土器

縄文式上器

(47)
40

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位へ至る破片。底部は,中央に僅

かな窪みをもつ突出した平底である。胴部下位は

外傾して立ち上がる。胴下端部は,ヘラ状工具に

よる縦位のナデが施されている。内面も,ヘラ状

工具による縦位のナデが施されている。

粒

色

通

砂

橙

普

10%
P373

中央部覆土下層

第51図は,第47号土坑から出上 した縄文式上器片の拓影図である。 2～ 5は , 日縁部か ら胴部

にかけての破片である。 2は,太い沈線を巡 らして口縁部 を区画 している。口縁部は無文帯であ

る。胴部は,単節LRが維位・横位回転で施 されている。内面には,横位の丁寧なナデが施 され

ている。 3は ,断面が三角形の微隆線により口縁部が区画されている。口縁部は,無文帯で丁寧

なナデ整形が施 されている。胴部は曲線的モチーフが描かれ,地文には単節RLが維位回転で施

されている@内面は,ヘラ状工具による横位の丁寧なナデ整形が施されている。焼成が良好であ

る。 4は,波状口縁部が微隆線で区画され無文帯 とされている。胴部は,単節RLが維位 回転で

施 されている。内面は横位のナデである。胎土に砂粒 を多く含む。 5は,深い沈線により, 口縁

部 を区画 している。胴部は,単節LRの横位 回転で縄文が施 されている。内面は,ヘラ状工具に

よる横位のナデ整形が施されている。

"7第52図 第59号土坑出土遺物実測 。拓影図

第59号 土坑出土土器観察表

s=1/2

籍 9

芦5

0              1ocm

図版番号 器  種 法量 lcm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備   考

第 52図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(102)
C[58]

底部から胴部下位へ至る破片。無文の平底。胴部

下位は外反気味に立ち上がる。胴下端部に横位の

ナデが認められるものの,施文の状況は磨耗が著

しく不明である。内面は,ヘラ状工具による縦位

のナデが施されている。

英石粒

色

通

砂

赤

普

10%
P375

南部覆上下層

―-73-一



第52図 は,第59号土坑から出上 した縄文式上器片の拓影図である。 2・ 3は 口縁部片である。 2

は波状 回縁で低い突起を有 し,3は 口縁部にナゾ リが加えられ,直下に列′ミ文を有する。4～ 7は

胴部片である。4は ,単節RLが維位回転で施 され,胎土に砂粒 を多 く含み赤掲色である。 5は微

隆線による区画を有 し,区画内には単節RLが維位回転で施されている。胎土に砂粒が多 く含 ま

れ る。6は ,単節LRが横位回転で施されている。7は ,単節RLが横位回転で施されている。内面

に炭化物が付着 している。

第53図 第74号土坑出土遺物実測 。拓影図

第74号土坑出土土器観察表

第53図 は,第 74号土坑から出土 した縄文式土器片の拓影図である。 3～ 5は 口縁部片である。

3は波状 口縁で,微隆線により口縁部が区画されている。胎土に砂粒 を分 く含み,赤褐色を呈す

る。 4は , 口縁部に無文帯が配され,以下に縄文が施 されている。口縁端部は尖る。 5は ,微隆

線により日縁部が区画され, 回縁部は僅かに内傾す る。

フ

４

ハ
Ｈ
Ｈ
日
〃
打
５

図版番号 器  種 法量 (伽 ) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備 考

第 53図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(230) キャリパー形土器の胴部中位の破片。器面は,二
条の沈線で区画された磨消帯でV字状文・逆V字
状文が巡らされ,区画内に単節RLが縦位回転で
充装されている。下半部には,磨消帯が認められ
る。内面は,ヘ ラ状工具による縦位のナデが施さ
れている。

粒
色
通

砂
橙
普

20%
P376
PL24
南部覆上下層

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(43)
C 68

底部。ナデが加えられた無文の平底。胴部下位
は,外反気味に立ち上がる。胴下端部は,丁寧な
横位のナデが施されている。内面は,ヘラ状工具
による縦位のナデが施されている。器厚が厚い。

スコリア
，
色

粒

灰

通

砂
褐
普

10%
P377

南部床面直上

―-74-―
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第54図は,第 120号土坑から出土 した縄文式上器片の拓影図である。 2～ 5は 口縁部の破片で

キャリパー形を呈する。 2・ 3は 突出した隆線による渦巻文・楕円文が配され,区画内に単節

RLが横位回転で充損されている。内面は,ヘラ状工具による横位の丁寧なナデが施されている。

4・ 5は,断面がカマボコ状の隆線により区画 している。 5は小形で,区画内に単節RLが横位

回転で充損され,隆線により渦巻文のモチーフが描かれている。 6・ 7は 口縁部直下の破片で,

6に は二条の列′ミ文が施されている。 7は ,沈線下に櫛歯状工具による縦位の条線文が施されて

いる。 8は胴部片で,磨消帯を垂下させ区画内に単節RLが縦位回転で充填されている。

慕

図版番号 器  種 法量

“

m) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 54図

1

深鉢形土器

縄文式上器

(30)
73

Ｂ

Ｃ

底部の破片。丁寧なナデの加えられた無文の平底。

胴部下位は,外傾 して立ち上がる。胴下端部に,

横位のナデが施されている。内面は,磨耗が著し

く整形は不明である。

砂粒

明赤褐色

普通

5%
P390

覆土上層
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図版番号 器  種 法量

“

m) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 55図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A[320]
B(71)

日縁部の破片。日縁部は,ナ ゾリを加えた隆線に

よる横位の楕円文が巡らされている。区画内は,

単節RLが横位回転で充填されている。胴部は,

二条の沈線で区画した磨消帯を垂下させ,区画内

に単節RLが縦位回転で充損されている。内面は,

横位のナデが施されている。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

10%
P16

PL24

中央部覆土中層

第121号土坑出土土器観察表

第55図 は,第 121号土坑から出上した縄文式土器片の拓影図である。2は ,キ ャリパー形を呈

する深鉢形土器の口縁部から胴部にかけての破片で, 口縁部には突出した隆線による渦巻文や横

位の楕円文が描かれ,区画内には単節RLが横位回転で充損されている。胴部は,磨消帯を垂下

させ,区画外に単節RLが維位回転で充填されている。胎上に砂粒を多く含む。3は ,横長の楕

円文が口縁部に配され,単節RLが横位回転で充損されている。胴部は,磨消帯を垂下させ単節

RLが縦位回転で充填されている。4は ,日縁部から胴部にかけての破片で, 口縁部には沈線に

よる横位の楕円文が描かれている。区画内は,単節RLが横位回転で充填されている。胴部は,磨

消帯を垂下させ,区画外に単節RLが縦位回転で充填されている。内面は,横位の丁寧なナデ整形

が施されている。 5・ 6は ,日縁部から胴部にかけての破片で,刺突文により口縁部を区画して

いる。 5は ,日縁端部が内傾 し二条の列″ミ文を有する。 6は,胴部に絡条体回転圧痕文が施され

ている。 7は胴部片で,磨消帯が垂下され,区画内に単節RLが縦位回転で施されている。内面

は,横位の丁寧なナデ整形が施されている。

調査後全景 (中央部西端から東を望む)
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第56図  土坑出土遺物拓影図(I)
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第57図  土坑出土遺物拓影図 (II)
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3 屋外炉

当調査区では,中央部のC19f5区 に屋外炉が 1基検出されている。この遺構について,以下に解

説する。

第 1号屋外炉 (第58図 )

位置 調査区の中央部東端。C19f5区 に確認 され

た。重複関係 第92号土坑 より新 しい。

規模 と形状 長径2.13m,短径 1.54mを 測 り,平面

形は不整楕円形を呈する。炉床は,地面を0.33m程

坑状に掘 り窪めて構築 している。長径方向 N―

68°―W。 覆土 炉床に, ロームが赤変硬化 して,

20cm程の厚さで遺存 している。

遺物 炉全面から,焼上に混左 して縄文式上器片

が67片 出土 している。

パ

SK92

パ

0               2m

焼土ブロック

焼土粒子・焼土小・中ブロック中量

焼土粒子中量,軟質

焼土粒子中量,締 まり有り

焼土粒子微量,締 まり有り

第 1号屋外炉実測図

A

A23.5m

上層解説

1赤 褐 色

2赤 褐 色

3赤 褐 色

4 暗 赤 褐 色

5暗 褐 色

第58図

司

４

＝

８

第59図 第 1号屋外炉出土遺物実測・拓影図

I H_9

め

Ⅷ

/胤

7

0            10Cm
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所見 炉全面か ら,散在 した状態で破片だけが出上 していることから,炉 として使用 した後に,

土器片を投棄 したものと推定される。遺物の特徴から縄文時代中期に比定 されるものと考えられ

る。

第 1号屋外炉出土土器観察表

第59図 は,第 1号屋外炉から出土した縄文式上器片の拓影図である。 3～ 6は ,キャリパー形

を呈する深鉢形土器の口縁部片である。 3は,突出した隆線による横位の楕円文がみられ,単節

RLが横位回転で充損されている。 4は ,ナゾリを加えた隆線による曲線的モチーフが描かれて

いる。内面は,ヘラ状工具による横位のナデが施され黒色である。 5は ,断面がU字形の深い沈

線により口縁部が区画され,直下に突出した隆帯が貼付されている。 6は,二条の沈線中に列点

文が施されている。 7は , 日縁直下に半我竹管による八形文を有する波状日縁である。 8・ 9は

胴部片で, 8に は櫛歯状工具による維位の条線文が施されている。 9は ,断面が三角形をした隆

線下に,沈線による区画がなされ,区画内に単節LRが横位回転で充損されている。

4  tBttl(第60～ 61図 , P L38)

当調査区から出土したものの内で,装飾性の強い把手について解説を加える。

1は ,第22号住居跡の北部覆土上層から出上した破片である。口縁部に巡らした沈線の延長を

渦巻文 とし,突起部に配している。側面には, 1単位の橋状把手を付 し,その背に前述の沈線の

他方の流れを配し,端部を把手裾に押圧した刺突に結んでいる。突起部内面裾中央にも,丸棒状

刺突を加えている。胎土に,砂粒・スコリア粒を含み,焼成は良好である。

2は ,第31号住居跡の中央部覆土中層から出上した有孔突起をもつ把手である。突起部には,

上部 とその下位に十字方向に貫かれた孔が有る。孔の口部は,吸盤状にやや外反する。器面はヘ

ラ状工具による丁寧なナデ整形が地され,側面には橋状把手の刹がれた痕が残る。その下にはナ

ゾリにより区画された縦位の楕円文と思われる区画内に,単節RLが縦位回転で充損されている。

胎土に,砂粒・パ ミス粒を含み,焼成は普通である。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備   考

第 59図

1

深鉢形土器

縄文式上器

[252]
(14 0)

A

B

キャリパー形土器の口縁部片。口縁部は,両側に

ナゾリを加えた隆線により区画され,上位に無文

帯を有する。また,隆線による渦巻文を配し,区
画内に単節RLが縦位・斜位回転で充損されてい

る。内面は,ヘラ状工具による横位のナデが施さ

れている。

砂粒

にぶい橙色

普通

10%
P382

PL24

覆土上層

2

深鉢形土器

縄文式上器

(47)
4.8

Ｂ

Ｃ

底部から胴下半部へ至る破片。無文の平底で,胴
部下位は,外傾 して立ち上がる。胴部下位に,縦
位のナデが認められる。内面は,ヘラ状工具によ

る縦位のナデが施されている。

砂粒

にない橙色

普通

10%
P383

覆土上層
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3は ,第 47号土坑の西部覆上下層から出上 した有孔突起 をもつ把手である。突起部には,十字

方向に貫かれた孔が有 り,上部は両狽]に ナゾ リを加えた隆線が貼付 されている。外面の角にはキ

ザ ミロが施 されている。側面には,橋状把手が付されている。胎土に,砂粒・スコリアを含み ,

焼成は良好である。

4は ,第 77号土坑の覆土上層から出土した橋状把手の変形である。粘土を折 り返 し,芯部 を空

洞にして斜位に貼付されていたものと思われる。内面は,ナデ整形が加えられ平坦である。外面

は曲面で,単節LRが維位回転で施されている。胎土は,砂粒 を含み,焼成は普通である。

5は ,第47号住居跡の中央部覆土中層から出上 した橋状把手である。口唇部 を折 り返す形で貼

付され, 日縁部無文帯に空洞を残 し覆っている。内面中央に単孔が穿たれ,外面にも盲孔が一孔

設けられている。器面は徴隆線でU字形に区画 し,単節 Lが維位回転で充損されている。胎土は,

砂粒 。石英粒 を含み,焼成は普通である。

6は ,第 47号住居跡の西部覆土中層から出土 した橋状把手である。 口唇部 を折 り返す形で貼付

され, 口縁部無文帯に空洞を残 し覆っている。胴部上位には,口縁部を区画 した微隆線に沿って

小さな刺突による列点文が施 されている。胴部には,単節RLが縦位回転で施されている。胎土

は,砂粒 を含み,焼成は普通である。

7は ,表採の橋状把手である。日唇部 を折 り返す形で貼付 され, 口縁部無文帯に空洞を残 し

覆っている。外面には,単節LRが縦位回転で施されている。胴部上位は,単節LRが斜位回転で

施されている。胎上は,砂粒・石英粒を含み,焼成は普通である。

8は ,第43号住居跡の北部覆土下層から出上 した突起状の把手である。三角形状の突起部に,

中央に沈線を力口えた鉢巻状の隆帯が貼付されている。上位の口唇部の内外面には,二条の維位短

沈線が施されている。外面の回縁端部には,単節RLが横位回転 され,豚鼻状突起が 2単位維列

に貼付 されている。胎土は,砂粒・石英粒 を含み,焼成は普通である。

9は ,第 75号土坑の覆土上層から出上した円筒状把手の破片である。器面は,維位のナデ整形

が施され,外面に縦位 4点 と3点 の 2列の盲孔を穿っている。上面は,皿状に窪んでいる。口縁

部に直立 して付けられたもの と思われる。胎土に砂粒 を含み,焼成は良好である。

10は ,第47号住居跡の覆土上層から出土 した円筒状把手の破片である。突起部上位は欠失 して

お り不明であるが,上端部が外反していた痕跡が認められる。外面下位には,一条の隆帯が貼付

されている。内面には,維位の孔が設けられている。胎土は,砂粒 を含み,焼成は普通である。

11は ,表採の把手である。 口縁部は,微隆線で区画 した無文帯である。口唇部 を突出させ,上

位は欠損 しているが単孔が空けられていた痕跡を残す。胴部は,単節LRが縦位回転されている。

胎土は,砂粒・石英粒 を含み,焼成は普通である。
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第61図 把手実測図(II)



5 遺 構 外 出土 土器 (第 62～ 65図 )

当調査区では,遺構外からも多くの縄文式上器片が出上している。これらも,いずれかの遺構

に伴 うものと思われるが,安易な推測を避け,観察表 。実測図・拓影図でその一部を紹介する。

ここで,遺構外 としたものは,古墳時代の住居跡・溝覆土出土, トレンチ出土,表採のものであ

る。土坑覆土出土土器片については,前述 (第 3節 2)の通 りである。

0           10cm

第62図 遺構外出土遣物実測図

遣構外出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 支 様 胎上・色調・焼成 備 考

第 62図

1

深鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

[158]

(130)

キャリパー形土器の口縁部から胴部へ至る破片。

日縁部は,二条の沈線で区画された中に,九棒状

工具による刺突文を横位に配した文様帯で区画さ

れている。上位に無文帯を有する。胴部は,中位

に磨消帯が配され上下が区画されている。上半部

は,二条の沈線で区画された逆U字形の磨消文を

配し,無飾Lが維位回転で充損されている。下半

部は,二条の沈線で区画された磨消帯を垂下させ,

区画内に無節Lが縦位回転で充填されている。内

面は,ヘラ状工具による横位の丁寧なナデが施さ

れている。

スコリア粒

色

通

砂

橙

普

20%
P182

STI

北部覆上下層

2

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(36)
62

底部。ナデを加えた無文の平底。胴部下位は,外
反気味に立ち上がり,ヘ ラ状工具による縦位のナ

デが施されている。内面もヘラ状工具による縦位

のナデである。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

幌
Ｐ３７２
期

3

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(5.2)

[7.0]

底部から胴下半部へ至る破片。底部は,ナデを加

えた無文の突出した平底。胴部下位は外傾 して立

ち上がり,ヘラ状工具による横位のナデが施され

ている。内面の整形は磨耗のため不明である。

砂粒

にぶい橙色

普通

暖
Ｐ３７８
隷

4

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(78)

[66]

底部から胴下半部へ至る破片。ナデの加えられた

無文の平底。胴部下位は外傾 して立ち上がり,ヘ
ラ状工具による縦位のナデが施されている。内面

は,ヘ ラ状工具による斜位のナデが推されてい

る。

砂粒,ス コリア,

石英

明赤褐色

普通

10%

P398

中央部 トレンチ

―-85-一
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第63図 遺構外出土遣物拓影図(I)
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第64図 遺構外出土遺物拓影図(II)
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第65図 遺構外出土遣物拓影図 (III)



第 3節 古墳時代の遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

当調査区から検出された古墳時代の住居跡は,28軒である。

各住居跡から出上した土器は,全て五領期に比定される土師器であり,住居跡の特徴から推察

しても,当調査区の住居跡の年代は古墳時代前期に比定される。

第 1号住居跡 (第66図 )

位置 調査区の中央部。C19i5区を中心に確認された。規模と平面形 3.85× 3.79mで,隅丸方形

を呈する。長軸方向 N-54°一E。 壁 壁高32～ 45cmで,外傾 して立ち上がる。

床 平坦で硬い。焼上が,ほぼ全面に被覆し,西・北 。東部には焼上が10～ 20cmの厚さで遺存し

ている。ピット 5か所。Pl～ P4は径16～ 24cm,深 さ6～ 28cmで,配置から主柱穴と思われる。

P5は補助柱穴と思われる。貯蔵穴 東コーナー部に設けられ,長径74cm,短径52cmの楕円形を呈

し,深さは34cm程掘られている。断面形は逆台形状を呈する。覆上 自然堆積。

遺物 全体的に壁付近の床面から甕・台付甕・壺・甑・器台片が出上している。土師器片は,59片

(内 ,赤彩 3片 )出上している。東部床面からは,第 67図 3の台付甕と5の重が正位で出上し,北部

床面からは,第 68図 9の器台が横位で,10の器台が逆位で出上している。第68図 7のこは,貯蔵穴

内の覆土から出上している。南部床面からは,4の大形のこが潰れた状態で,ま た,8の甑が逆位

で出土している。中央部床面には,6の重が逆位で出土している。北西から北東部の床面の約 2分

の 1を覆っている焼土上面からは,炭化材が出上している。

所見 本跡は,焼土が床面に広 く遺存していることや炭化材の出土等から,焼失家屋と考えられ

る。焼失時期は,遺物の出土状況から住居使用中に火災に道遇したものと考えられる。

第 1号住居跡出土土器観察表

目版番号 器  種 法量 (em) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第67図

1

甕

土 師 器

A16.1
B185
C 61

突出した平底。胴部は外傾

して立ち上がり,最大径を

中位にもつ。頸部から日縁

部にかけて,「 く」の字状に

外反して開く。

外面―全面に斜位のハケロ整形。日

縁部は,横ナデ。

内面一胴下半部に,横位のヘラナデ

がみられるが,整形が粗い。

磨耗が著しい。

色

粒

白

通

砂

灰

普

70%
P3

PL25

東部床面

2

台 付 甕

土 師 器

B(127)
D 97

胴部から台部にかけての破

片。台部は「ハ」の字状に開

き,裾部へ至る。胴部は外

傾して立ち上がる。

外面―台部は斜位の大いハケロ整形

月日部は,ハ ケロ整形後,ナデ

を加えている。

内面一台部は明瞭な横位のハケロ整

形。胴下半部に,斜位のヘラ

磨き。

砂粒,パ ミス

にぶい褐色

普通

20%
P7
PL25

炭化物付着

(底部 )

西部床面

―-89-―



⑤
Ｌ
　
　
　
　
　
③
Ｖ
逸

A23.4m ml

土層解説

1暗 褐 色

2黒 褐 色

3黒 褐 色

6黒 褐 色

7 極暗赤褐色

8黒 褐 色

5 黒

Ш
I  L

■23.Om 工

M
ローム粒子・ローム中ブロック少量
ローム粒子・ローム中ブロック少量,

軟質
ローム粒子少量,ロ ーム小プロック中

量

ローム粒子 。ローム小ブロック少量
ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少

量

ローム粒子多量,ローム中ブロック少

量,締まり有 り

ローム粒子多量,ローム小ブロック少

量,焼上粒子多量,炭化物 少量
ローム粒子多量,コ ーム小ブロック少

量,焼土小ブロック少量

色

色

褐

掲

暗

里
【ご

一

げ

貯蔵穴土層解説

l 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック多

量,焼土粒子中量,焼土小ブロック少

量,炭化粒子小プロック少量
2 極 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・

焼土粒子少量,炭化粒子中量,炭化小

ブロック少量,軟質

色 焼土粒子・炭化粒子少量,軟質
褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・

炭化粒子少量

褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子中量,炭化

小・中ブロック少量,締まり無し

極暗赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子

中量,炭化小・中ブロック少量

暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量,軟質

黒

暗

♀     ・      子
m      l

第66図 第 1号住居跡実測・遺物出土状況図
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S=1/4

0              10cm

第67図 第 1号住居跡出土遣物実測図(I)
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0           10cm

第68図 第 1号住居 Lti出 土遺物実測図 (II)

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第67図

3

台 付 甕

土 師 器

B(98)
D 7_9

胴部から台部にかけての破

片。台都は接合部から「ハ」
の字状に開く。胴部は内彎

気味に外傾 して立ち上がる

外面―台部は斜位のハケロ整形。胴

部は横位のハケロ整形後,ナ
デを加えているが全体に粗雑

である。

内面一底部にヘラナデ。全体を横ナ

デ 。

砂粒

浅黄橙色

普通

20%
P8
PL25

東部床面

4
土 師 器

B(310)
C102

突出した平底をもつ大形の

壷。胴部は外傾 して立ち上

がり,最大径を中位にもち,

すばまるように頸部へ至るて

内外面とも制離が著しく,整形技法

は確認できない。

輪積痕が認められる。

砂粒,パ ミス

赤橙色

不良

90%
Pl
PL25

南部床面

5

宝

土 師 器

B(21_6) 底部と口縁音卜が欠損。胴部

は薄手で球形を呈する。

外面―丁寧な縦位のヘラ磨き後,赤
彩された痕跡が僅かに残る。

内面一縦横の粗いヘラ磨き。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

普通

80%
P2
PL25

東部床面

6

笠

土 師 器

A17_5
B(7.2)

有段日縁壺の口縁部の破片I

頸部から外傾 して開き,日

縁部で外反気味に開く。日

縁部は折 り返しの複合日縁 I

口唇部は押えられ薄い。日

径部は正確な円形を呈する(

外面―縦位のハケロ。頸部は縦位の
ヘラナデ。日縁部は横ナデ。

内面―横位のハケロ整形後,ヘラ磨

き。

内外面とも,赤彩。

砂粒

灰白色

普通

15%
P6
PL25

中央部床面

―-92-―



コ版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

第68図

7 土 師 器

B(169)
C 99

上半部を欠損。

突出した平底。胴部は外傾

して立ち上が り,最大径を

中位にもつ。

外面―丁寧な縦位のヘラ磨き後,赤
彩されている。底部は粗いへ

ラナデ。

内面―横位のヘラナデ整形後,丁寧

な横ナデ。

砂粒,雲母,

スコリア

浅黄橙色

良好

50%
P5
PL25

東部床面

8

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底で,中央に単孔を有すて

胴部は外傾 して立ち上がり,

最大径を日径にもつ。日縁

部は折り返しの複合口縁。

外面―胴部は縦位のハケロ整形。日

縁部は指頭圧痕が認められナ

デ整形。

内面一上位はヘラナデ。下位は横ナ

デ。丁寧な整形が施されてい

る。

砂粒,礫 ,

スコリア

浅黄橙色

普通

98°/。

P4
PL25

南部床面

9

器  台

土 師 器

A122
B100
D l14
E 55

脚部は,頸部から「ハ」の

字状に開く。器受部は緩や

かに外傾して開き,中央部

には単孔がある。

外面―脚・器受部とも,ハケロ整形

後指頭によるナデ。

内面―脚部は横位の明瞭なハケロ整

形。器受部は横位のハケロ・

ヘラナデ整形後,指頭による

ナデ。

砂粒,雲母,

スコリア

にぶい橙色

普通

95°/O

P9
PL25

北部床面

器  台

土 師 器

A 92
B(55)
E(2_1)

脚下半部は欠損。脚部は小

さな角度で下向する。器受

部は皿状に開き端部で垂直

に立ち上がり,つ ままれ尖

る。中央に単孔がある。

外面―脚部は縦位のヘラ磨き。器受

部はハケロ整形後,横ナデ。

内面―縦位のヘラ磨き。上部は横ナ

|ア
ド
。

砂粒,雲母

にぶい橙色

普通

60°/。

P10

PL25

東部床面

第 3号住居跡 (第69図 )

位置 調査 区の中央部。C19g6区 を中心に確認された。重複関係 第 5号溝 と重複 しているが,本

跡の方が古い。規模 と平面形 5.33X(4.24)mで ,隅丸方形を呈するものと推定される。長軸方向

[N-35°一恥「]。 壁 壁高16～ 19cmで,緩やかに傾斜 して立ち上がる。床 平坦で,中央部が硬 く

踏みら固め らている。ピッ ト 3か所。径38～ 71cm,深 さ7～ 21cmを 測る。Pl～ P3は,主柱穴 と

思われる。炉 確認できない。覆土 人為的に埋め戻 されている。覆上が薄 く(12cm程度),各層

とも微量であるが焼土粒子を含んでいる。

遺物 出上遺物の量は少な く,上師器片が23片 (内,赤彩 3片 )出 土 している。第70図 1の壺の破

片が,南部の コーナー付近の床面から出土 している。 2のこの破片 も南部の床面に散左 して出土

している。

所見 本跡は,北部が調査区域外のため住居跡全体は確認ができなかった。

第 3号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備 考

第70図

1

霊

土 師 器

B(128)
C 60

胴部から底部にかけての破

片。

突出した平底。胴部は球形

を呈する。

外面―胴部中位に斜位のハケロ整形

下位は磨耗。

内面―横位のハケロ整形後,ナデ。

下半部に輪積痕がみられる。

砂粒,雲母 ,

長 石,ス コ

リア

にぶい橙色

普通

20%
P13

PL26

南部床面

2

宝

土 師 器

Ｂ

Ｃ

底部の破片。平底。胴部は

外傾 して立ち上がる。

外面―横位のハケロ整形後,ナデ。

内面―ハケロ整形後,ナデ。

砂粒

にない橙色

普通

10%
P14

南部床面

―-93-―



bl

01

ローム粒子・ローム小。中ブ ロック少量

ローム粒子・ 焼土粒子・ 炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量,黒色土 を合む,締 ま

り無 し

ローム粒子少量,締 ま り有 り

ローム粒子極微量,締 ま り無 し

0              2m

0             10Cm

色

色

色

色

　

色

色

翻
褐
褐
褐
　
　
囀
褐

層

黒

黒

黒

褐

　

極

黒

土パ
．
三
　
ご
一　

・

第69図  第 3号住居跡実測図

―-94-一

第70図  第 3号住居跡出土遺物実測図



第 5号住居跡 (第71図 )

位置 調査区の中央部。C19gl区 を中心に確認された。重複関係 第 5号溝 と重複 しているが,本

跡の方が古い。規模 と平面形 3.63× (0.豊2)mであるが,隅九方形を呈するものと推定される。長

軸方向 [N-53° 一W]。 壁 壁高11～ 18cmで,緩やかに傾斜 して立ち上がる。床 全体的にほぼ

平坦で,硬 く踏み固められている。ピット 1か所。径47cm,深 さ24cmを 測 り,Plは 主柱穴 と思

われる。炉 確認できない。覆上 自然堆積。

遺物 遺物は極 く少な く,土師器片が18片 出上しているだけである。

所見 本跡は,北部のほとんどが調査区域外であるため,全体の調査はできなかった。

÷尺 翌
~こ

死

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

黒

褐

褐

褐

褐

呻

褐

褐

里
生
亦
里
【
里
〔
里
【
里
連
挫
単
小
里
い

一〇

A23.8m
土層解説

10 褐

耕作土

ローム粒子中量

炭化粒子微量,軟質
ローム粒子少量,軟質
ローム粒子少量

焼土粒子少量,締まり有り

ローム粒子微量,軟質
ローム粒子中量,極めて軟質
ローム粒子中量,ロ ーム小ブ

ロック少量

ローム大ブロック中量,ローム

中ブロック少量,軟質2m

第71図  第 5号住居欧実測図

第 6号住居跡 (第72図 )

位置 調査区の中央部。C19f2区 を中心に確認された。重複関係 第33号住居跡 と重複 している

が,本跡の方が新 しい。規模 と平面形 5.94× 5.51mで,隅九方形 を呈す る。長軸方向 N―

44° 一E。 壁 壁高11～ 17cmで,緩やかに傾斜 して立ち上が る。壁溝 幅19～ 33cm,深 さ7～ 12

cmを測 り,堀 り込み断面形はU字状 を呈 し,壁際より18～ 56cmの内側 をほぼ全周 している。床

炉周辺が僅かに小高 く,起伏があるものの全面が硬 く踏み固め られ堅緻な床である。炉 2か

所。床面中央部 とその西側に設けられている。炉 1は ,長径143cm,短径52cmの平面形が不整

楕円形で,深 さ10cmの 地床炉 で,炉 2は,長径167cm,短径62cmで,深 さ6cmの 地床炉 であ

る。両炉床には,ロ ームが レンガ状に赤変硬化 して遺存 している。覆土 自然堆積。覆上が薄

く,10～ 22cmの厚さで堆積 している。
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Ａ
一
Ｄ
一

C

A23.6m

土層解説

1黒 褐

2黒 褐

3黒 褐

F_^^

Ш
I

口
|

色

色

色

ローム粒子・ ローム小ブロック微量,軟質
ローム粒子 。ローム大プロック少量,軟質
ローム粒子・コーム小アロック・焼土粒子少量,秋賓

2m

極 暗 褐 色 ローム粒子少量,締まり有り

暗 赤 褐 色 焼上粒子・焼土小。中プロック中量

晴 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム大プロック中量,秩質

ローム粒子多量,焼土小プロック

中量,軟質

焼土粒子多量,焼土大アロック少量

ローム粒子多量,締 まり有り

ローム粒子少量,焼上粒子中量,

焼土中・小ブロック少量

焼土粒子少量,軟質

色

　

色

色

色

翻

褐

　

褐

褐

赫

土

明

　

黒

明

暗

炉ド
一

0          1m

第72図 第 6号住居跡実測図

―-96-―
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遺鯵 遺物は,炉周辺や東部か ら南西部の壁付近の覆土か ら土師器片350片 (内,赤彩39片 )が 出

土 している。炉の北側床面から第73図 3の 台付甕が,潰れた状態で一括 して出上 し,東コーナー

付近には, 5の壺が床面から砕けた状態で出上 している。南西壁付近の覆土上～下層か らは,第

74図 9・ 10。 11・ 12の ミニチュア土器が 4点出土 している。13の ミニチ■ア土器は,東部覆上下層

か ら出上 している。その近 くの床面直上には,第 73図 4の有段 口縁の三の口縁部が逆位で出土

し,そ の東側の床面から第74図 8の器台が横位で出上 している。

所見 本跡は,量は少ないが焼土ブロックや焼土粒子が床面に遺存 してお り,焼失家屋 と考えら

れる。焼失時期については,遺物の出土状況からみて使用期間中に火災に這遇 したものと考えら

′化る。

第 6号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備 考

第73図

1

甕

土 師 器

A154
B(123)

小形の甕の日縁部から胴部

にかけての破片。口縁部は

頸部から「 く」の字状に開

く。胴部は球形状を呈し最

大径を中位より頸部近 くに

もつ。

磨耗が著しい。ハケロ整形の痕跡が

認められる。

日縁部は横ナデ。

砂粒,礫
浅黄橙色

普通

50%
P25

PL26

西部床面

甕

土 師 器

A187
B(157)

日縁部から月同中央部にかけ

ての破片。胴部は球形状を

呈し最大径を中位にもつ。

口縁部は頸部から「 く」の

字状に外反して開く。

外面―胴部は横位のハケロ。日縁部

は縦位のハケロ整形後,横ナ

デ 。

内面―胴部は丁寧なヘラナデ。日縁

部は横位のハケロ整形。

下半部に輸積痕がみられる。

母と
言，

色

粒

褐

通

砂

灰

普

50%
P22

PL26

南部床面

3

台 付 甕

土 師 器

A181
B285
D 9.2

台部 は「ハ」の字 状 に開

き,裾部へ至る。胴部は外

傾して立ち上がり,球形を

呈し,最大径を中位にもつ

日縁部は,外反して開く。

外面―台部は斜位のハケロ整形後,

ヘラナデ。上端部は横ナデ。

内面一台部全面横位のハケロ整形。

胴部は横位のヘラ削りとヘラ

ナデ。日縁部は横位のハケロ

整形。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

80%
P21

PL26

北部床面

4 土 師 器

A 18 6

B(71)
有段口縁壷の日頸部から日

縁部にかけての破片。頸部

は垂直に立ち上がり,日 縁

部は皿状に開き外反する。

内面に稜をもつ。

内外面とも頸部は維位のヘラ磨き。

日縁部は横位のヘラ磨きを丁寧に加

え,その後,赤彩している。

砂粒,雲母

長石

赤色

普通

20%
P28

PL26

南部床面直

上

第74図

5

霊

土 師 器

B(282) 胴部の破片。大形であるた

め歪みがある。

最大径を上位にもつ球形を

呈していたと思われる。

外面一斜位のハケロ整形後,縦位の

ヘラ磨きとすデが加えられて

いる。

内面―ヘラナデ。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

にぶい褐色

普通

30%
P23

PL26

東部床面

6

鉢

土 師 器

A[144]
B 97

日縁部,体部,底部にかけ

ての破片。平底。体部は底

部より内彎気味に立ち上が

り,中位より垂直に頸部に

至る。 口縁部は頸言Бよリケト

傾して開く。

外面―細いハケロ整形,胴下半部は

ハケロ整形が磨耗。

内面―横ナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

50%
P26

PL26

南部覆上下

層

7

高 不

土 師 器

B(77)
D12_0
E 6.6

脚部はラッパ状に下方に開

き,裾部でやや傾斜を緩や

かにして開く。 3孔が空け

られている。

外面―縦位の丁寧なヘラ磨き。

内面―ハケロ整形後,ナデ。

砂粒

浅黄橙色

普通

50%
P31 PL26
南部覆上下

層

一-97-―
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第73図 第 G号住居跡出土遣物実測図(I)



第74図 第 6号住居跡出土遣物実測図 (II)

0              1ocm

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色詞・焼成 備 考

第74図

8

器   台

土 師 器

A[80]
B 75
D[12.2]

E 4.8

器受部は内彎気味に立ち上

がり,中央の孔はややずれ

ている。脚部はラッパ状に

開き,裾部で緩やかに広が

り,孔を有す。

外面一粗いヘラ磨き。

内面―器受部はヘラ磨き。

脚部はヘラナデ。

砂 粒,ス コ

リア

赤褐色

普通

70%
P33

PL26

南部床面

ミニチュア

土器

土 師 器

A 61
B 48
C 42

筑形。平底。体部は内彎し

て立ち上が り,最大径を上

位にもつ。日唇部はつまみ

上げられている。

外面―指頭によるナデ。

内面―ハケロ整形。

手捏ね。

砂粒

浅黄橙色

普通

90%
P34 PL26
南部覆上下

層

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

抗形。平底。体部は内彎し

て立ち上がる。日縁上端部

が波状を呈する。

外面―横ナデ。

内面―ヘラナデ。

輸積痕が残る。

砂粒

浅黄橙色

普通

98%
P35 PL26
南部覆土上層

11

ミーチユア

土器

土 師 器

A 81
B 41
C 43

鉢形。平底。体部は底部よ

り外傾して立ち上がり中位

から緩やかに内彎する。

内外面とも細かいハケロ整形。

日縁部は横ナデ。

日唇部にもハケロ整形が,施されて

いる。手捏ね。

砂粒,礫
にない橙色

普通

70%
P36

南部覆土中

層

ミニチュア

土器

土 師 器

[89]
35
38

Ａ

Ｂ

Ｃ

鉢形。突出した平底。体部

は内彎して開く。

外面―横ナデ。

内面―底部ヘラ削り。

中位～上位は横ナデ。

作りが粗 く,底部の整形も雑である

手捏ね。

砂粒

にぶい黄橙

色

普通

40%
P37

南部覆上下

層

ミニチュア

土器

土 師 器

A 60
B 46

甕形。九底で,胴部は球形

を呈し,最大径を上位にも

つ。日縁部は器厚を減じな

がら「 く」の字状 1こ 外傾 し

て開く。

内外面とも丁寧なナデ。

口縁部は横ナデ。

手捏ね。

砂粒,雲母,

スコリア

浅黄橙色

普通

100%
P43

PL26

東部覆上下

層

第 7号住居跡 (第75図 )

位置 調査区の中央部。C18go区 を中心に確認された。規模 と平面形 3.67× (1.65)mで あ り,

隅丸方形 を呈するもの と推定 される。長軸方向 確認できない。壁 壁高30～ 39cmで ,外傾 し

て立ち上がる。床 平坦で,中央部は踏み固め られ特に硬い。 ピッ ト 2か 所。径29～ 50cm,

深さ16～ 25cmを 測る。 Pl・ P2と も主柱穴 と思われる。炉 確認できない。覆土 自然堆積。

―-99-一
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第75図  第 7号住居跡実測図

遺物 完形の ミニチュア土器が,11点 出土 している。北コーナー付近から北東壁際にかけての床

面からは第76図 5・ 8・ 9。 10・ 12の ミニチュア土器が 5点出土 し,覆土か らも 2・ 3・ 6。 7・

11の 6点が出土 している。その他,北東壁中央部の壁際の床面か らは 1の 台付甕の台部が逆位で

出上 している。

所見 本跡は,南側が調査区域外のため全体の確認ができなかった。 ミニチュア土器 を,当調査

区の中では 1番多 く出上していることか ら,祭祀的様オロを強 くもつ遺構であることが推察される。

第 7号住居跡出土土器観察表

コ版番掲 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第76図

1

台 付 甕

上 師 器

B(76)
D105
E 57

台部。

台部は「ハ」の字状に下方ヘ

開き,裾部へ至る。

外面―太いハケロ整形後,横ナデ。

内面―細かいハケロ整形を横位に整

然と加えている。

手捏ね。接合部が,内面とも丁寧に

処理されている。

砂粒

浅黄橙色

普通

20%
P55

東部床面

ミーチユア

土器

土 師 器

A 8_3
B 6.5
C 4.2

甕形。平底。胴部は外傾 し

て立ち上が り,上位に最大

径をもつ。頸部は僅かにく

びれる。日縁部は,外傾 し

て立ち上がる。

外面―
探計畳森盈稼監民T客:れ

る
内面―胴部は丁寧なヘラナデ。日縁

部は横位のハケロ整形。

手撮ね。

砂粒,パ ミス
,

礫,ス コリア

浅黄橙色

普通

100%
P44

PL27

北部覆上下

層

多Ю司

テ BI

バ   °
|

~ 
土層解説

ア 1 極 暗 掲 色

2黒 褐 色

3黒 褐 色

4暗 褐 色

hl

01

ローム粒子・砂粒少量,締 まり無し
ローム粒子少量
ローム粒子少量,軟質
ローム粒子・ローム中プロック少量
ローム粒子少量,軟質
ローム粒子・ローム小ブロック少量
ローム粒子多量,株質
ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,

結まり有 り
ローム粒子・ローム中ブロック少量
ローム粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子・ローム中ブロック少量,硬質

0               2m

―-100-―
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第 76図 第 7号住居跡出土遣物実測図

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備 考

第76図

3

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

鉢形。平底。体部はやや内

彎気味に立ち上がる。日縁

部は垂直に立ち上がる。

外面一粗いナデ。日縁部に指頭圧痕

内面一胴部はヘラナデ。 日縁部は指

頭によるナデ。

手捏ね。内面に日縁部 を貼 り付けた

線が残 る。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

にぶい褐色

普通

98°/。

P45
PL27
北部覆上下

層

4
チユァ器
曙

予十　
　
土

A 75
B 48
C 35

鉢形。平底。体部は外傾し

て立ち上がる。
日縁部とのくびれをもたな

外面一粗いナデ。

内面―ヘラナデ。

手捏ね。上端部近 くに貼り付け痕。

パミス帆
髄
魏

100%
P46 PL27

北部覆土上

層

5

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

鉢形。角に丸味があり,丸
底に近い平底。

体部は外傾して立ち上がる(

日縁上端部が不揃い。

内外面とも指頭による粗いナデ。

手捏ね。

砂粒,パ ミス

灰白色

普通

100%
P49

PL27
東部床面

6
チユァ端
暇

一一
　

土

A 40
B 21
C 28

鉢形。平底。体部は外傾 し

て立ち上がる。
口縁上端部が不揃い。

内外面とも指頭による粗いナデ。

手捏ね。

砂粒,パミス

にぶい橙色

普通

100%
P51 PL27

北部覆土上

層

7

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

塊形。平底であるが,一部

に粘土力淑占り付いている。

体部はほぼ垂直に立ち上が

る。日縁上端部が不揃い。

内外面とも指頭による粗いナデ。

手捏ね。

砂位,パミス

浅黄橙色

普通

100%
P53 PL27

北部覆土中

層

8

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

筑形。やや丸味のある平底。

外面はほぼ垂直に立ち上が

る。
内面は外傾 して立ち上がる。

内外面 とも指頭によるナデ。

手捏ね。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

浅黄を色

普通

100%
P54
PL27
北部床面

9
土

―チュア

土器

師 器

56
2_3

Ａ

Ｂ

不形。丸底。体部は内彎気

味に立ち上がる。
日縁上端部が不揃い。

内外面とも指頭による粗いナデ。

手捏ね。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

浅黄橙色

普通

100%
P47
PL27
北部床面

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

51
28

不形。九底で,体部は内彎

気味に立ち上がる。
日縁上端部が不揃い。

内外面とも指頭による粗いナデ。

外面に指頭圧痕。

内面は丁寧に処理されている。

手捏ね。

砂粒,パ ミス,

スコリア

浅黄燈色

普通

100%
P48
PL27
北部床面

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

不形。丸底で,内彎気味に

立ち上がる。
日縁上端部が不揃い。

内外面とも指頭による粗いナデ。

手捏ね。

砂粒,ス コ

リア

浅責橙色

普通

100%
P50 PL27

北部覆土上

層

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

不形。丸底で,体部は内彎

気味に立ち上がる。
口縁上端部が不揃い。

内外面 とも指頭による粗いナデ。

手捏ね。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

灰黄色

普通

100%
P52

PL27
北部床面
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第 8号住居跡 (第77図 )

位置 調査区の中央部。C19dl区 を中心に確認された。重複関係 第 9号住居隊と重複 している

が本跡の方が古い。規模と平面形 5.31× (3.16)mで,方形を呈するものと推定される。

長軸方向 [N-48° 一W]。 壁 壁高5～ 19cmで,外傾 して立ち上がる。壁溝 幅22～ 31cm,深

さ4～ 7cmを 測 り,掘 り込みは断面形がU字状を呈する浅い溝である。調査区域外の未確認部を

除いて周回している。床 床面は,浅いが平坦で固 く良好である。ビット 2か所。径28～ 30

cm,深 さ17～ 19cmを 測 り,そ の位置関係からPl・ P2の 2か所 とも主柱穴 と思われる。炉 床面

中央部,やや西南寄 りに設けられた地床炉である。長径 (68)cm,短径62cmの不整楕円形を呈し

hl

口
|

⑥
Ｒ一　

＼ヽ

３
＼一

イ雌
歩

ｃ
一

Si 9

0キ 山
|

パA23.6m

土層解説

1 褐   色 ローム粒子・砂粒少量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量
4 灰 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック少量
5 極 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量,締まり

有り
6 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小ブロック少量

第77図  第 8号住居跡実測図

0               2m

色 ローム粒子・ ローム小ブ ロック少量

色 ローム粒子・ ローム小ア ロック少量

色 ローム粒子少量

色 ローム粒子・ 焼上粒子微量

色 焼上小ブ ロック少量

色 焼上粒子多量,焼土小ブ ロック少量

褐
褐
褐
褐
期
期

黒

黒

黒

黒

暗

暗

７

８

９

１０

１１

１２
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ていると思われる。炉床は,床面 を16cm程掘 り窪めて構築され,ロ ームがレンガ状に赤変硬化

している。覆上 自然堆積。

遺物 遺物量は少な く全て破片である。土師器片は51片 出土 してお り,そ の中の22片 (複合 口縁

部片 2片 )が赤彩 されている。第78図 1の甕の底部片が南部の床面から出上 し,西部の覆上下層

からは, 2の 甕底部 。3の 高不の頸部片が出上 している。

所見 本跡は,北部が調査区域外のため全体の確認ができなかった。

浬|ゴ
鸞'

第78図 第 8号住居跡出土遺物実測図

第 8号住居跡出土土器観察表

第 9号住居跡 (第 79・ 80図 )

位置 調査区の中央部。C19do区 を中心に確認された。重複関係 第 8

。10号住居跡 と重複 しているが,本跡は第 8号住居跡 。第10号住居跡よ

り新 しい。規模 と平面形 7.29× 6.83mで,隅丸方形 を呈する。長軸方

向 N-42° 一E。 壁 壁高12～ 37cmで,外傾 して立ち上が る。床  5

本の柱穴に囲まれた範囲は,平坦で硬 く良好な床である。南東壁の中ほ

どに出入 口部 と思われ る僅かに小高い,硬い床 を検 出 している。 ピッ ト 5か 所。径51～ 98

cm,深 さ17～ 66cmを 測る。Pl～ P4の 4本は,位置関係や規模か ら主柱穴 と思われP5は補助柱穴

と考えられる。貯蔵穴 2か所。南東壁中央部から東 コーナー寄 りに 2か所設けられている。貯

蔵穴 1は ,73× 61cm,深 さ48cmを 測 り,断面形はU字状である。貯蔵穴 2は,67× 46cm,深

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第78図

1

甕

土 師 器

B(45)
CE52]

底部の破片。

胴部は底部から外傾 して立

ち上がお。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―ヘラナデ。

砂粒

明赤褐色

普通

5%
P58

南部床面

2

甕

土 師 器

B(20)
C[50]

底言卜の破片。

平底。胴部は外傾 して立ち

上がる。

内外面 ともヘラナデ。 粒

色

通

砂

橙

普

5%
P59

西部覆上下層

高  不

土 師 器

B(43)
E(22)

頸部の破片。
lTh部 は広角に開き, 中位に

稜を持ち角度 を上げて開

く。脚部はラッパ状に開く。

外面―細かいヘラ磨き。

内面―lTh部 はヘラ磨き。脚部はハケ

目整形後横ナデ。

砂粒,礫
浅黄橙色

普通

20%
P56 PL26

西部覆上下

層

4

器  台

土 師 器

B(33)
E(30)

頸部の破片。

脚部 は外 反 して下方へ 開

き, 3孔の痕跡を残す。

外面―縦位の細かなヘラ磨き。

内面一横位のハケロ整形。
恥
髄
魏

10%
P57 PL26

西部覆土上層
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D

鶏

鶏

褐

呻

瞬

嚇

囀

褐

鶏

醐

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

土層解説

1 黒   色 ローム粒子・ ローム小ブロック・焼上粒子少量,締
まり有 り

色 ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

色 ローム粒子・ ローム小。中プロック少量

色 ローム粒子多量,ロ ーム中・大ブロック少量

色 ローム粒子 。ローム中・大プロック少量

色 ローム粒子少量,焼上粒子多量,焼土ブロック少量
色 焼土粒子・焼土小・中ブロック多量

色 ローム粒子・ ローム小・中プロック少量

色 ローム粒子・ローム小。中ブロック少量

色 ローム粒子・ ローム小・中プロック少量

色 ローム粒子中量,ローム小・中プロック少量

炉土層解説

1 噌 赤 褐 色 焼上粒子中量,軟質

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量,炭化粒子少量

3 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量,焼土中。大プロッタ中量

4 赤 褐 色 焼上プロック少量,秋質

5 黒 褐 色 焼土粒子極微量,軟質

6 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック少量

貯蔵穴 1土層解説

1 黒 褐 色 ローム小・中プロック少量

2 黒 褐 色 ローム小プロック少量

3 黒 褐 色 ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子微量,軟質

4 黒 褐 色 ローム小プロック少量,軟質

5 褐   色 ローム粒子多量,コ ーム中プロック少量,秩質

第80図 第 9号住居跡遣物出土状況図
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さ39cmを 測 り,断面形は逆台形状である。炉 床面 中央部か らやや西寄 りに設け られ,規模

は,長径128cm,短径115cmの 楕円形を呈す る地床炉である。炉床は,床面を15cm程掘 り窪め

て構築 され,硬化 している焼上の層は薄い。覆土  自然堆積。北東から南西にかけ散水管埋設

のための撹舌しがある。

遺物 北・東 コーナー付近の覆土から,上師器片474片 (内,赤彩片54片)が出土している。北部床

面からは,第 81図 2・ 4の甕, 6・ 7・ 9の台付甕が出上 している。東部床面からは,10・ 12・ 13

の壷,第 82図 15。 16の 2′くの甑,21・ 23の器台が出上 している。南部床面からは,第 81図 Hの重が

出土 している。西部床面か らは, 8の台付甕,14の対が出上 している。

所見 本跡は,調査区の中では大形の住居である。

第 9号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (伽 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第81図

1

甕

土 師 器

A[16.2]

B(100)
日縁部から胴部にかけての

破片。日縁部は頸部より外

反して立ち上がる。

胴部は球形状を呈する。

外面―胴部は器面全体をハケロ整形
日縁部は横ナデ。

内面一胴部は横ナデ。日縁部はヘラ

ナデと横ナデ整形。

砂粒

灰褐色

15%
P64

南部覆土上

層

甕

土 師 器

A[210]
B(46)

口縁部の破片。

頸部より外反して立ち上が

る。

口縁部は内外面とも斜位のハケロ整

形。頸部は縦位のハケロ整形。日唇

部は平坦にナデが加えられている。

砂粒,礫
橙色

普通

5%
P65

北部床面

3

甕

土 師 器

A[94]
B(68)

胴部の破片。小形。

胴部は球形を呈し最大径を

中位上部にもつ。日縁部は

短 く,「 くJの字状に立ち上

がる。

外面―斜位のハケロ整形。粗雑であ

る。

内面一日縁部に横位のハケロ整形。

胴部は丁寧なナデ。

輸積痕。

砂粒,ス コ

リア

にぶい掲色

普通

15%
P83

西都覆上下

層

4

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。小形。胴部は底部か

ら外傾 して立ち上がる。最

大径を上位にもつ。日縁部

は頸部から外反して立ち上

がる。 日径が, 月同苫卜の最大

径に,ユ ぼ等し乾ヽ。

外面一日縁部から,胴部上位は斜位

のハケロ整形後,横ナデ。胴部

下位は粗いナデ。

内面一日縁部は横位の大いハケロ整

形。胴部上～中位は横ナデ。

下位～底部はヘラナデ。

砂粒

浅責橙色

普通

100%
P72

PL27

北部床面

5

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。 /」 形ヽ。 胴都1ま 外傾 し

て立ち上がり,中位で内鸞

する。日縁部は器厚を減じ

ながら外反して立ち上がる

外面―斜位のハケロ整形後,粗いナ
デ 。

内面一胴部はヘラナデ。
日縁部は横位の大いハケロ整形。

砂粒,礫
スコリア

浅責橙色

普通

100%
P60

PL27

南部床面

6

台 付 甕

土 師 器

B(64)
D107
E 51

台部の破片。

接合部から「ハ」の字状に

開き, 中位から裾部 |こ か1)

て,外反気味に開く。

外面―縦位のハケロ整形後,縦位の

^ヽ ラ肖Jり を力口えている。裾吉Б

は横ナデ。

内面―接合部底面は指頭による横位
のナデ。裾部は横位のヘラナ

デ。胴部底面はヘラ磨き。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P74

炭化物付着

西部床面

7

台 付 甕

土 師 器

B(68)
D[104]

台部の破片。

接合部から「ハJの字状に

開き,裾部へ至る。

外面―横位のナデ。裾部は細かい

ケロ整形。

内面―横位 と斜位のハケロ整形。

砂粒

明掲色

普通

10%
P77

北部床面

台 付 甕

土 師 器

B(7_0)
D[81]

台部の破片。

接合部から「ハJの字状に

開き,裾部でやや内彎するて

胴下端部を,接合時に潰さ

ず残している。胴部は,外
反気味に立ち上がる。

外面―胴部下端に,丁寧なヘラ削り。

台部はヘラナデされ,裾部は

横ナデ。

内面―胴部,台部 とも横位のヘラナ
デ 。

砂粒,雲母,

パ ミス

橙色

普通

10%
P80

西部床面
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第81図  第 9号住居跡出土遺物実測図 (I)
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22              23

第 82図 第 9号住居跡 出上遺物実測図 (

0           1ocm

Ⅱ)

コ版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備 考

第81図

9

台 付 甕

土 師 器

B(67)
D[11.8]

台部の破片。

ラッパ状に下方へ開く

外面―斜位のハケロ整形後ナデ。

内面―上部はヘラナデ。他は横ナデ

砂粒

浅黄橙色

普通

15%
P94-2
北部床面

土 師 器

A137
B(82)

有段回縁壷の日縁部の破片。

頸部は垂直に立ち上がり,

日縁音Бでタト傾 し, さら1こ ロ

縁端部で大きく外反する。

胴部は球形を呈する。

外面―胴部は横位の細かいヘラ磨き

頸部の立ち上がりは丁寧な縦

位のヘラ磨き。日縁部は,横
位のヘラ磨き。日唇部に横位

の大いハケロ整形。

内面―口縁部は縦位の丁寧なヘラ磨

き。胴部は横位のヘラナデ。

砂粒,ス コ

リア

赤色

普通

25%
P66

PL27

東部床面

11
土 師 器

A[159]
B(55)

日縁部の破片。

頸部から外反して立ち上が

る。日縁部は複合口縁。

全面磨耗。

外面に僅かにハケロ整形が残る。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

10%
P67

PL27

商部床面

霊

土 師 器

B(202)
C 71

底部から胴部にかけての破

片。

胴部は球形を呈し最大径を

中位にもつ。

外面―維位の細かいヘラ磨き。

内面―下位はヘラナデ。

中～上位は横位・斜位のヘラ

磨き。

底部に本葉痕有り。

砂粒,砂礫,

スコリア

にぶい橙色

普通

40%
P62

PL28

東部床面
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]版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

第81図

13 土 師 器

B218
C 71

胴部維 2分の 1と 日縁部欠

損。

突出した平底。

胴部は球形を呈する。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―ヘラナデ。

胴部上位に篭目が残る。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

40%
P63

PL28

東部床面

姑

土 師 器

A123
B(44)

口縁部の破片。

頸部から内彎気味に外傾し

て立ち上がる。薄手であるで

内・外面とも横位の細かいヘラ磨き

が加えられた後,赤彩されている。

外面は剖離が目立つ。

色

粒

褐

通

砂

赤

音

40%
P84

西部床面

第82図 甑

土 師 器

AE16 6]

B170
C 64

日縁部から底部にかけての

破片。突出した平底で,4孔
以上の子とが空けられていた

と思われる。】同部は底部か

ら内彎して立ち上がり, 日

縁部に至る。最大径を中位

上部にもつ。日縁部は複合

日縁である。

外面一】Π都中位から上位にかけては

斜位にハケロ整形後ナデを加

えている。日縁部は,横位の
ハケロ整形。胴部下位は縦積

のヘラ磨き。

内面―下半部は斜位のヘラ磨き。上

半部は横ナデ。

砂粒,雲母 ,

″ヾ ミス, ス

コリア

にぶい橙色

普通

35%
P70

PL28

東部床面

甑

土 師 器

A[191]
B(92)

胴都から口縁部にかけての

破片。胴部は内彎して立ち

上がり最大径を上位にもつ

日縁部は折 り返しの複合日

縁である。

外面―斜位の大いハケロ整形。

日縁部は指頭圧痕が認められ

る。

内面一回縁部は横位のヘラ肖Jり 。】Π

部はナデ。

砂粒,礫
浅責橙色

普通

30°/O

P71

PL28

東部床面

高  不

土 師 器

A[147]
B(60)

不部の破片。

頸部から内彎して立ち上が

る。

外面―17h部下端に丁寧な縦位のヘラ

磨きが加えられ,その後赤彩

されている。中～上位は磨耗

が著しい。

内面―丁寧なナデが加えられている

砂粒

浅責橙色

普通

30°/。

P86

西部覆土上

層

高  不

土 師 器

A 78
B(16)

不部の破片。

緩やかな皿状を呈する。

内外面とも横位のヘラ磨き後,赤彩

されている。

礫粒

色

通

砂

赤

普

30%
P87

北部覆上下層

高  lTh

土 師 器

A[80]
B(27)

17h部 の破片。

頸部か ら内彎 して立ち上が

る。

外面―横位のヘラ磨き。頸部は縦位

のヘラ磨き。

内面―縦横のヘラ磨き。

内外面とも,赤彩されている。

砂粒

赤橙色

普通

20%
P88

北部覆土中

層

高  不

土 師 器

B(37)
E(16)

頸部の破片。
lTN部 は皿状を呈する。

脚部はラッパ状に下方に開

く。 2孔が確認できる。

外面―縦位のヘラ磨き

内面―脚部はヘラナデ

不部はヘラ磨き

砂粒,雲母 ,

長石,パ ミ

ス

にぶい赤褐

色,普通

15%
P90

西部下層

器  台

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部はラッパ状に下方へ開

き,裾部で水平に近 く大き

く広がる。側面に 3孔が空

けられている。器受部は皿

状を呈し,中 央に単孔があ

る。

内外面 とも磨耗が著 しく,詳細は不

明。

外面―脚部は縦位のヘ ラ磨 き。

内面―脚部は横位の大いハケロ整形

器面が平坦である。

砂粒

浅黄橙色

音通

100%
P61

PL28

東部床面

器  台

土 師 器

B(47)
D106

脚部。

「ハ」の字状に下方に開き,

裾部でやや外反する。 2孔
が確認できる。

外面一丁寧な維位のヘ ラ磨 き。

赤彩 されている。

内面―横位のハケロ整形後ナデ。

裾部は横ナデ。

砂粒,雲母,

″ヾ ミス

赤褐色

普通

40%
P91 PL28

北部覆土中

層

器  台

土 師 器

B(33)
E(12)

器受部。脚部欠損。

脚部は「ハ」の字状に下方に

開く。器受部中央に単孔が

空けられている。脚部に 2

子しが確認できる。

外面―維位のヘラ磨き。

内面―脚部に横位のハケロ整形。

砂粒,雲母,

スコリア

にぶい橙色

普通

10%
P92

東部床面

器  台

土 師 器

B(34)
D l12

脚苫卜の破片。

脚部は「ハ」の字状に下方に

開き, ネ居吉焉子まほIF7k平 1こ 開

く。 2孔が確認できる。

外面―粗いヘラ磨 き。

内面―上部は横位のハケロ整形。

裾部は横位のヘラナデ。

砂粒,雲母,

浅責澄色

普通

10%
P93

西部覆土上

層
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第 10号住居LTl(第 83図 )

位置 調査区の中央部。C18e8区 を中心に確認された。

るが,本跡は第 9号住居跡,第 11号住居跡よりも古い。

するものと推定される。長軸方向 [N-42°一W]。 壁

上がる。床 平坦で,硬 く良好な床が検出されている。

可   hl

重複関係 第 9・ 11号住居跡 と重複 してい

規模 と平面形 5.14× (4.38)mで方形を呈

壁高6～ 17cmで,緩やかに傾斜 して立ち

ピッ ト 4か所。径44～ 78cm,深さ10～ 54

LI

一鰺
hl

A

A 23.4m

土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子・

炭化小ブロック少量

2 極 暗 褐 色 ローム粒子少量,粘性,締 まり有り

3 黒 褐 色 焼土粒子少量,炭化粒子中量,硬質

4 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,締まり有り

5 暗 褐 色 締まり有り,硬質

6 黒   色 ローム中プロック・炭化小・中ブロック少量

7 極 暗 褐 色 粘性,締まり有 り

第83図 第10号住居跡実測図

二23.2m       二

〇               lm

ローム粒子少量,焼上粒子多量,炭化粒子・炭化

小プ ロック少量,軟質

ローム粒子少量,焼土粒子多量,焼土小・中ブ ロッ

ク中量,炭化粒子少量

ローム粒子少量,焼土粒子多量,焼土小。中ブ ロッ

ク・ 炭化粒 子中量,炭化小ブ ロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量,秋質

S19

C                                      l      c'

ア
炉土層解説

1黒 褐 色

2 極暗赤褐色

3 極暗赤褐色

4 暗 赤 褐 色
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cmを 測 る。Pl～ P3が主柱穴で,P4は補助柱穴 と思われる。炉 床面中央部か らやや南東寄 りに

設けられ,規模 は,長径83cm,短径52cmの楕円形 を呈す る地床炉 である。炉床 は,床面 を19

cm程掘 り窪めて構築 され,ロ ームがレンガ状に赤変硬化 している。覆上 自然堆積。北東～南

西にかけては,散水管埋設のための撹乱がある。

遺物 出土遺物は少な く,第84図 1の壷の複合 口縁部片は,Pl付近の床面から正位で出上 してい

る。その他には,細片が94片 出土した。床面中央部の炭化材は放射状に遺存 し,西壁に沿っての炭

化材は壁 と並列の状態で出土 している。Pl付近からは,「 ホゾ」と「ホゾ穴」を有すると思われる

炭化材が近接 し,炉東側の炭化材上面には屋根材

と思われる炭化物 も出上 している。

所見 本跡は,北東側 を第 9号住居跡に,南側 を

第H号住居跡に切 られている。 3軒の中では,一

番古い住居跡である。また,炭化材の遺存状況よ

り判断して焼失家屋で,土器がほとんど出土 して
0              10Cm

第10号住居跡出土遺物実測図

いないことから,本跡は廃絶後焼かれたとも考えられる。

第84図

第10号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

第84図

1

霊

土 師 器

A154
B(78)

口縁部。

頸部は外反気味に立ち上が

る。

日縁部は折 り返しの肉厚な

複合口縁である。

磨耗が著しい。

外面―胴部から頸部にかけ縦位のヘ

ラ磨き。日縁部は横位のヘラ

磨き。

内面一横位のヘラナデが認められる。
ヘラナデ整形後ヘラ磨きされ

ていると思われる。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P95

PL26

北部床面直

上

第 11号住居跡 (第 85図 )

位置 調査区の中央部。C18f9区 を中心に確認された。重複関係 第10号住居跡 と重複 している

が,本跡の方が新 しい。規模 と平面形 5.39× (4.54)mで,隅丸方形 を呈す るもの と推定 され

る。長軸方向 [N-50° 一W]。 壁 壁高27～ 32cmで,緩やかに傾斜 して立ち上がる。壁濤 幅

13～ 28cm,深 さ3～ 8cmを 測 る。掘 り込みの断面形は,U字 状 を呈 し周回 している。床 平坦

で,炉周辺を中心に踏み固め られ堅級である。 ピッ ト 5か 所。径28～ 54cm,深 さ24～ 50cmを

測る。Pl～ P4が主柱穴である。炉 床面中央部のやや北東寄 りに設けられ,径85cmの不整円形

を呈する地床炉である。炉床は,床面を14cm程掘 り窪めて構築され, ロームがレンガ状に赤変

硬化 している。覆上 自然堆積。

遣物 東部を中心に,床面全体に散在 して甕・台付甕・壺・姑・高不・器台・ ミニチュア土器の破
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＼

幹

｀

E_23.Om ご
一

Ｃ

一
　

．

0                1m

上層解脱

l 黒 褐 色 炭化材少量,軟質

2 褐   色  ローム粒子・ 焼土粒子少量

3 黒 褐  色  ローム粒子 。ローム小。大ブ ロック・焼上粒子・炭

化粒子少量 ,粘性・締 ま り有 り

4 黒 褐 色 ローム粒子・コーム中。大ブロック・焼土粒子・炭
化粒子中量,締まり有り,硬質

色 ローム粒子少量,軟質

色 ローム粒子少量,ローム小 。中ブロック・炭化粒
子中量

0               2m

炉土層解脱

1黒 褐 色

2 暗 赤 褐 色

3黒 褐 色

4 極暗赤褐色

5 暗 赤 褐 色

6 極暗赤褐色

7纂 褐 色

8 暗 赤 褐 色

焼土小アロック中量

焼土粒子少量,焼土中・大ブロック中量
焼土粒子中量,焼土中プロック少量
焼土粒子多量,硬質
焼上小ブロック少量,硬質
焼上粒子・焼土小ブロック少量
ローム小ブロック・焼土粒子少量,焼土大ブロッ
ク中量
ローム大プロック・焼上粒子中量,硬質

褐

褐

黒

暗

第85図 第11号住居跡実測図
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片が出土している。第86図 6の球は,北部の覆土から横位で出土している。他は,破片であり上師

器片が134片 (内 ,赤彩42片 )出 上している。上屋組みに使用されたと思われる炭化材が,床面中央

から壁に向って放射状に出上している。その上には,屋根材と思われる炭化物も出上している。

所見 本跡は,炭化材・焼土粒子の出土状況から焼失家屋と判断できる。

第86図 第 11号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡出土土器観察表

図版番弓 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第86図

1

甕

土 師 器

B(2_4)
C 67

底部。突出した平底。胴部

は外反して立ち上がる。

外面―斜位のハケロ整形。

内面―横位のヘラ磨き。

砂 粒,ス コ

リア

にぶい橙色

普通

5%
P98

中央部床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図８６

２

第 台 付 甕

土 師 器

B(70)
D E10 9]

台部の破片。接合部から

「ハ」の字状に開く。

外面―斜位のハケロ整形。

内面―丁寧な横位のハケロ整形。

粒

色

通

砂

橙

普

10%
P99 PL28

東部床面

3

霊

土 師 器

A161
B(105)

胴部上iイ立から口縁言hに かけ

ての破片。

胴部は球形状を呈 し,日 縁

部は外反して立ち上がる。

日縁部は折り返しと思われ

る複合日縁。

外面―胴部は丁寧な維位のヘラ磨き

日縁部は頸部をハケで押さえ

縦位の大いハケロ整形を施し
口縁部は細かい横位のハケロ

整形。

内面一斜位のヘラ磨き。上端部は横

ナデ。

内外面とも整形後,赤彩。

砂粒,ス コ

リア

橙色

普通

30%
P96

PL28

北部床面

4
土 師 器

B(26)
C[156]

有段口縁壺の日縁部破片。

口縁部は皿状に開き外反す

る。外反部の下位は突出す

る。

外面一ハケロ整形後,ナデ。

内面―ハケロ整形後,横ナデ。

内外面とも赤彩の痕跡を残す。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

普通

5%
P104

東部床面

5

対

土 師 器

A[16.5]

B184
C 3_1

靴 2分の 1の破片。

平底。体部は偏平な球形を

呈し, 日縁部は内彎して開

く。器厚が均―である。

全面,磨耗が著しい。

外面一体部は斜位の細かいハケロ整

形後,ヘラ磨き。口縁部は,

維位のヘラ磨き。

内面―横位のヘラ削り後,ナデ。体部

に輪積痕。日縁部は縦位の細

かいハケロ整形後,ヘラ磨き

砂粒

浅黄橙色

普通

40%
P97

PL28

西部床面

Jd

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は僅かな上げ底。

胴部は外反 して立ち上が り

口縁部は大 きく内彎する。

外面一底部から日縁部にかけて丁寧

なヘラ磨き。

内面―外面と同様の丁寧なヘラ磨き

内外面とも, しっかりした赤彩が施

されている。底部は指頭の押圧によ

る僅かな上げ底。

砂粒,礫
赤褐色

普通

100%

P100

PL28
4分の1に煤

付着

北部覆土

7

対

土 師 器

A[130]
B 75
C 52

底部から口縁著いに至る破片

平底。底部は中央部に僅か

な窪みをもつ。胴部は半球

形を呈し頸部へ至る。口縁

部は外傾 して立ち上がり,

上端部近 くで内彎する。

外面―縦位のヘラ磨き。底部にもヘ

ラ磨きが見られる。

内面―横位のヘラ磨き。日頸部には

横位のハケロ整形後ヘラ磨き

が加えられた痕跡。

内外面とも,整形後赤彩。

砂粒

明赤褐色

普通

50%
P101

PL28

北部床面

8

高  邪

土 師 器

A 81
B(24)

lTh部。脚部欠損。

頸部から皿状に外傾し, 日

縁部で垂直に立ち上がる。

日縁端部は尖る。

外面一日縁部に横位のハケロ整形。

不部は丁寧な横ナデ。

内面―丁寧な横ナデ。

砂粒,ス コ

リア

にぶい橙色

普通

30%
P103

PL28

東部床面

9

器  台

土 師 器

B(69) 脚部,器受部欠損。

脚部は「ハJの字状に下方へ

開き, 3孔が確認できる。

器受部は,内彎 して立ち上

がり中央に単孔がある。

内外面とも磨耗が著しセ

整形が確認できない。

砂粒,礫
にぶい橙色

普通

20%
P102

北部床面

ミニチュア

土器

土 師 器

A[52]
B 50
C 25

筑形。胴部の 3分の 2欠損。

平底。体部は底部から内彎

して立ち上がり,中位から

直立する。

内外面とも,指頭によるナデ。

内面底部に指頭圧痕を残す。

手捏ね。

砂粒

浅責橙色

普通

60°/O

P105

商部床面
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第12号住居LI(第 87図 )

D23.Om

/
/十 口

|

0                1m

0               2m

ローム粒子中量,ロ ーム小・中ブロック少量,秩質
ローム粒子多量,ロ ーム中・大プロック中量,硬質
ローム粒子・ローム小ブロック少量,粘性・締ま

り有り
ローム粒子多量,ロ ーム小。大ブロック少量,締ま

り有り,硬質
ローム粒子少量,粘性,軟質

貯蔵穴土層解説

1 黒 褐 色 ローム小。中プロック中量,秋質

2 褐   色 ローム粒子中量,軟質

3 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小 。中ブ

ロック少量

4 褐   色 ローム粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量,締まり有り

hl

⑤ 司

1~

″
了
＼
＼

Q ⑥
Ｒ

/
/

/
/

C

ざ
一

土層解脱

1黒 褐

2褐
3黒 褐

4暗 褐

5 黒

色

色

色

　

色

　

色

炉土層解説

1 極暗赤褐色 焼土粒子多量,焼上小・中プロック中量,炭化粒子・小礫少量

2 によい赤褐色 ローム粒子少量,ロ ーム中ブロック・焼上粒子・焼土大ブロック

多量,炭化粒子少量,硬質

3 明 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子中量,炭化粒子・炭rL/1hプ ロック少量

4 黒   色 焼土粒子・焼土小プロック少量,炭化粒子多量,締まり無し

5 黒 褐 色 ローム粒子中量,焼上粒子少量,炭化物少量,締まり無し

第87図 第12号住居跡実測図
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位置 調査区の中央部。B18d6区 を中心に確認された。規模 と平面形 (6.57)× (3.61)mで,隅丸方

形を呈するものと推定される。長軸方向 確認できない。壁 壁高36～ 39cmで,垂直に立ち上が

る。壁溝 幅H～ 18cm,深 さ10cmを 測 り,掘 り込み断面形は,U字状 を呈 し周回している。床 平

坦で,壁付近を除いて強 く踏み固められている。 ビッ ト 2か 所。径46～ 51cm,深 さ55～ 71cm

を測 り,掘 り込みは二段に掘 られている。Pl・ P2と も主柱穴である。貯蔵穴 東 コーナー付近に

位置し,径95cmの円形を呈 し深さは39cmである。断面形は逆台形状である。炉 床面のほぼ中

央部に設けられ,平面形は不整楕円形を呈 し,規模は,長径128cm,短径63cmで,床面 を12cm

程掘 り窪めた地床炉である。覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物は全て破片で,細片を分 く含む。土師器片は,覆土か ら181片 (内,赤彩11片 )出

土 している。第88図 1の甕は,北部の壁付近の床面から出土 し, 3の高不は炉東側の床面か ら出

上 している。北部覆土上層か らは, 4の ミニチュア土器 も出上 している。貯蔵穴の北15cm程の

位置には,粘土塊 (径40cm,厚 さ10cm)が出上 し,貯蔵穴の覆土上層か らは, 2の 台付甕の台部

が横位で出上している。

所見 本跡の半分以上を占める南西側は調査区域外のため,全体の調査はできなかった。

第88図 第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土土器観察表

焼 頚 (3

2ヒ|ン 4

10Cm

図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞 焼成 備  考

第88図

1

甕

土 師 器

A[160]
B(9.1)

胴上半部,日縁部の破片。

胴部は球形状を呈し, 日縁

部は頸部から「 くJの字状に

立ち上がる。

外面―斜位のハケロ整形が,全面に

施されている。口縁部は横ナ

え

内面―胴部はナデ。

日縁部は横位のハケロ整形。

砂粒

黒褐色

普通

5%
P106

北部床面

外面煤付着

2

台 付 甕

土 師 器

B(7.1)
D 9.1
E 4_9

台部。

頸部から「ハ」の字状に下

方へ開く。

外面―斜位のハケロ整形。

内面―ヘ ラナデ。

接合部の処理が丁寧である。

砂粒,長石

にぶい橙色

普通

10%
P107  PL28

東部貯蔵穴

覆土上層

3

高  不

土 師 器

B(3.0) 脚部,不部欠損。脚部は「ハ」

の字状に下方へ開く。単孔

が確認できる。

外面―磨耗が著しいが,ヘラ磨きの

痕跡が有る。

内面―ナデ。
17N部 の破損部分を削り円板上に加工

してある。

砂粒,雲母,

スコリア

浅黄橙色

普通

10%
P108

PL28

中央部床面

4

ミニチュア

土器

土 師 器

B(2.7)
C[39]

鉢形の底部,胴下半部の破

片。

平底。体部は内鸞気味に外

傾して立ち上がる。

外面―粗いナデ。

内面―ヘ ラナデ。

手捏ね。

砂 粒,ス コ

リア

にない橙色

普通

30%
P109

北部覆土上

層
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第13号住居跡 (第89図 )

位置 調査区の中央部。C18c3区 を中心に確認 された。重複関係 第67号土坑 と重複 している

が,本跡の方が古い。規模 と平面形  (6。 78)× (6.61)0で,隅丸方形 を呈す るもの と推定 され

る。長軸方向 確認で きない。壁 壁高16～ 26cm。 緩やかに傾斜 して立 ち上が る。床 平坦

で,炉周辺を始め として,中心部力`硬 く踏み固められている。

ピッ ト 3か所。径34～44cm,深 さ32～ 72cmを 測る。Pl～P3は 主柱穴 と思われる。炉 床面中

央部の南東壁寄 りに設けられ,規模は,長径96cm,短径58cmで不整楕円形 を呈す る地床炉であ

る。炉床は,床面 を8cm程掘 り窪めて構築 されている。炉床には,焼土の遺存が少 ない。覆土

自然堆積。北東部が撹乱されている。

遺物 北コーナーから北西壁にかけてと,東部周辺の床面や床直上の覆土から多量の破片が出土

している。上師器片は962片 (内 ,赤彩28片 )出 土 している。第90図 3の甕は,東部の床面直上か

ら斜位で出上 し,近 くの床面直上からは 7のオが,覆土下層から 9の高lThが出土 している。10の

高邪は北部の床面から逆位で出上 している。

所見 本跡は,当遺跡の中では大形の住居跡の一つである。 しか し,本跡の南側が調査区域外で

あるため全体の調査ができなかった。

第13号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備  考

第90図

1

甕

土 師 器

A[19.7]

B(8_4)
口縁部から胴部にかけての

破片。胴部は球形を呈し日

縁部は頸部から「く」の字

状に立ち上がり,上端部で

外反する。

外面―胴部は斜位のハケロ整形。

日縁部は丁寧な横ナデ。

内面―胴部はナデ。日縁部は横位の

ハケロ整形。

砂札 バミス

橙色

普通

10%
Plll

北部覆土中

層

2

畜

土 師 器

A■ .2

B 91
C 4.6

底部は僅かに窪みをもつ。

小形。胴部は偏平な球形を

呈し,最大径を中位にもつ
(

日縁部は頸部から内彎気味

に開き, 日径が月同部径より

広い。

外面―胴下半部にヘラ磨きが,認め

らイをる。

日縁部は横ナデ。

内面―丁寧なナデ。

内外面とも磨耗が著しい。

砂粒,パ ミス

浅黄燈色

普通

100°/O

Pl19

PL29

東部床面直

上

3

台 付 奏

土 師 器

A[186]
B(4.8)

口縁部の破片◇

口縁部は頸部から「く」の字

状に立ち上がり,上端部で

外反する。

外面一胴部は斜位のハケロ整形。ロ

縁部は横位のハケロ整形後,

横ナデ。

内面一日縁部は横位のハケロ整形。

全体に磨耗が者しい。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

10%
Pl12

西部覆土中

層

4

台 付 甕

土 師 器

B( 台部,胴下半部の破片。

台部は「ハ」の字状に開く。

胴部は外傾 して立ち上がる

外面―縦位のハケロ整形。

内面―ヘラナデ。

全体に磨耗が著しい。

礫
，
色

粒

白

通

砂

灰

普

10%
Pl17

北部覆土中層

5

霊

土 師 器

A[157]
B(72)

日縁部の破片。

日縁部は頸部から外傾 して

立ち上がる。頸部に粘土紐

力、 貫占り付けられている。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―磨耗のため不明。

砂粒,パミス

浅黄橙色

普通

10%
Pl16

北部覆土中

層
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⑫ 引

⑬

亀

悔

臨
綾

Ⅶ

臣二＼
ヽ

旦 23.2m

＼
　
げ・

A23.6m

土層解説

黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小ブロック少量
褐 灰 色 ローム粒子少量,ローム小ブロック中量
褐   色 ローム粒子多量,ローム小ブロック少量
黒 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量,

有 り
褐   色 ローム粒子多量

第89図 第13号住居跡実測図

0             2m

炉土層解説表
1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小・中プロック多量,硬質
2 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子中量,焼土中ブロック

少量,軟質

締まり  3 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土大ブロック多量,硬質
4 黒   色 焼上粒子中量,焼土小・中ブロック少量,硬質
5 によヽ 赤ヽ褐色 ローム粒子中量,焼上粒子多量,軟質
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0           10Cm

第90図 第19号住居跡出土遺物実測図
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コ版番弓 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第90図

6

対

土 師 器

A[134]
B(116)

胴部から口縁部にかけての

破片。

胴部は球形を呈し,日 縁部

は大きく外傾する。

外面―全面ハケロ整形。
日縁端部は横ナデ。

内面―胴部はナデ。

日縁部は横位のヘラナデ。

砂粒,パ ミス

灰白色

普通

30°/。

P121

北部覆土中

層

対

土 師 器

B(42)
C 26

胴部。口縁部欠損。

平底。胴部は最大径を下位

にもつ偏平な球形を呈するて

外面―上半部はハケロ整形。

下半部は粗いヘラ削り。

内面―指頭によるナデ。

砂粒,パ ミス

にぶい黄橙

色

普通

50%
P122 PL29

東部床面直

上

甑

土 師 器

A[15,0]

B15.9
C 63

底部は 4孔式。

胴吉卜は外傾 して立ち上がり,

上位から内彎する。日縁部

は折り返しの複合口縁であ

る。

外面―胴部, 日縁部 とも斜位のハケ

目整形後,粗いヘラ,指頭に

よるナデ。

内面―胴部上位は粗いヘラナデ。

下位は一部にヘラ磨きがみら

れる。

砂粒,礫
スコリア

浅黄橙色

普通

60%
P120

PL29

西部覆土下

層

9

高  不

土 師 器

A 88
B(60)
E(19)

lrN部 。脚部欠損。

不部は円柱状の頸部から内

彎して立ち上がる。

外面一縦位の粗いヘラ磨き。

内面―横位のヘラ磨き。

内外面とも整形後赤彩。

ス

砂粒，絶
魏

70%
P123

束部覆上下層

高  不

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部。不部欠損。

脚部はラッパ状に下方へ開

き, 裾著疇はほIF水平に大き

く開く。 側面に 3了しが空け

られている。

外面―縦位の丁寧なヘラ磨き。

内面―横位のハケロ整形。

砂粒,雲母 ,

パ ミス,長
石

浅黄橙色

良好

40%
P124

PL29

北部床面

第14号住居跡 (第91図 )

位置 調査区の中央部。B18,4区 を中心に確認された。規模 と平面形 3.48× (1.31)mで,方形を

呈するものと推定される。長軸方向 確認できない。壁 壁高20～ 22cmで,外傾 して立ち上がる。

床 平坦で踏み固められ硬い。ビッ ト 1か所。径36cm,深さ10cmを 測る。底部は,凸凹して硬

01

01

A23.3m

・式
パ
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ゝ
‐
／
ｒ
‐
‐
‐
！
！
ノ

ｒ
！
‐
‐

土層解説

1黒 褐 色

2暗 褐 色

3黒 褐 色

4黒 褐 色

5黒 褐 色

6褐  色

O

ローム粒子少量,締 ま り無 し

ローム粒子・焼土小ブロンク少量

ローム粒子・焼上粒子微量

ローム粒子・ ローム中ブ ロック

少量

ローム粒子少量

ローム 粒 子 多 量,ロ ーム 大 ブ

ロック・炭化粒子少量

2m

第91図 第14号住居LI実測図
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く主柱穴 と考えられる。炉 確認できない。覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物が少なく,第92図 2の鉢が南壁中央付近の床面から潰れた状態で出上 している。覆

土か らは, 1の甕を始め上師器片58片 (内,赤彩 6片 )が出上 している。

所見 本跡は,北東部のほとんどが,調査区域外のため,全体の調査ができなかった。

0           10Cm

第92図 第14号住居跡出土遣物実測図

第14号住居跡出土土器観察表

第15号住居LTI(第 93図 )

位置 調査区の中央部。B18f9区 を中心に確認された。規模 と平画形 5。 47× (2.30)mで,隅丸方

形 と推定される。長軸方向 確認できない。壁 壁高26～ 36cmで,垂直に立ち上がる。

壁溝 幅10～ 22cm,深 さ8～ 9cmを測 り,堀 り込み断面形はU字状 を呈 し周回している。南東壁

際では二条になっている。床 平坦で,壁付近 を除いて きわめて硬 い。 ビッ ト 1か 所。径36

cm,深 さ46cmを 測る。位置・規模か ら主柱穴 と思われ る。炉 確認で きない。覆上 自然堆

万櫻量。

遺物 出土遺物は,土師器片86片 が散在 して出上 している。第94図 1の甕口縁部片は南部の壁際

の床面直上に遺存する焼土の中か ら出上 している。床面全体には,焼上が 5～ 25cmの厚さで出

上 し,南東コーナーの焼上の下位か らは炭化材が出上 している。

所見 本跡は,焼上の遺存状態か ら判断して焼失家屋 と考えられる。北部のほとんどは,調査区

域外のため全体の確認ができなかった。

]版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第92図

1

甕

土 師 器

B(2.8)
C 5_8

部

大
　
。

底

は

る

突出した平底。胴部

く外傾 して立ち上が

外面―胴部は斜位のハケロ整形後 ,

粗いナデ。

底部に鮮明な木葉痕。

内面―全面明瞭なハケロ整形。

砂粒,パ ミス

灰褐色

普通

碗
Ｐ・２６
盈

2

鉢

土 師 器

A[200]
B 8_5
C 52

突出した平底。体部は内彎

して立ち上が り,最大径 を

上端部にもつ。日縁部は外

傾 して立ち上がり,上位で

やや内彎する複合日縁。

外面―ハケロ整形後ヘラ磨き。

底部はヘラ削り。

内面―横位のハケロ整形後横ナデ。

少拉,パ ミス

浅黄橙色

普通

60%
P128

PL29

南部床面
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7

口
|

A23.8m

0               2m

土層解説

灰 褐

黒 褐

黒 褐

暗 褐

黒 褐

第93図

色  ローム粒子 中量

色 ローム粒子少量

色  ローム粒子・ ローム小ブ ロ ック少量

色 ローム粒子 多量,ロ ーム小プ ロック中量

色 ローム粒子 多量,ロ ーム中ブ ロ ック・ 焼土粒子少

第 15号住居跡実測図

色

色

色

褐

褐

里
〔
里
ど
御

量,締 ま り有 り

ローム粒子少量 ,

ローム粒子少量

ローム粒子少量 ,

有 り

締まり無し

ローム大ブロック多量,締まり

第94図

第15号住居跡出土土器観察表

0              10Cm

第15号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡 (第 95図 )

位置 調査区の中央部。B17h8区 を中心に確認された。重複関係 第35号住居跡 と重複 している

が,本跡の方が新 しい。規模 と平面形 3.54× 3.51mで,隅九方形を呈する。長軸方向 N-67°

一 E。 壁 壁高26～ 37cmで,外傾 して立ち上がる。床 堅緻な床が,中央部 を頂点に,緩やかな

〆

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第94図

1

甕

土 師 器

A[220]
B(29)

日縁部の破片。外傾 して開

くと推定される。上端は僅

かな波状を呈する。

外面一日唇部から日縁部にかけて横

位のハケロ整形。頸部に縦位

のハケロ整形。

内面―横位のハケロ整形。

砂粒

褐灰色

普通

3%
P130

南部覆上下

層
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いロ

口
| 式

A 23.6m パ  ml

二22.6m    =

0               1m
引

土層解説

1 黒 褐 色  ローム粒子・ ローム小ブロンク少量

2 黒 褐 色 ローム粒 子少量,ローム小 ブロック

中量

3 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小ブロノク少量

4 黒 褐  色 ローム粒子・ ローム小ブロック少量 ,

締 まり有 り

5 黒 褐  色  ローム粒子・ローム大プロノク・炭化

小プロック少量 ,締まり有り

6 黒 褐  色 ローム粒子 。ローム小ブロノク少量

炉 1・ 2土層解説

1 黒 褐 色 焼上粒子 多量,焼上小プ ロック・

炭化粒子少量

2 褐   色  ローム粒子多量,焼土粒子少量 ,

軟質

3 極嗜赤褐色  ローム粒子少量,焼土粒子 多量 ,

焼土小 。中ブ ロック・炭化小ブ ロッ

ク少量

ド
一

Ｆ
一

ご
一

0               2m

第95図 第16号住居跡実測・ 遣物出土状況図
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高原状 をなしている。ピッ ト 5か所。径 10～ 47cm,深 さ10～ 20cmを 測る。Pl～ P4は主柱穴で,

底部が硬 く固められている。P5は 性格不明である。炉 2か所。炉 1は ,床面中央部北側に検出さ

れ,長径56cm,短径50cmの不整楕円形を呈 し深さ1lcmを 測る地床炉である。炉 2は ,床面中央

部に検出され,長径42cm,短径27cmの楕円形を呈 し,深さ1lcmを 測る地床炉である。三基の炉

とも,炉床には硬化 した焼上の遺存は少ない。覆上 自然堆積。各層に焼土 。炭化粒子を含む。

遺物 北東壁付近や,南 コーナー付近 を中心に完形の上師器が多 く出上 し,土師器片は167片

(内,赤彩76片)が出上 している。東 コーナー付近の床面からは,第96図 5・ 6の壺,第97図 11の

把手付甑がひとまとまりで出土 している。 5の壺は赤彩されている。北西壁中央近 くには,第 96

図 1の甕が潰れた状態で,そ の東側には第97図 12の大形の高lThが同じように潰れた状態で出上し

ている。また,第96図 4の台付甕の破片が床面全体に散在して出土している。赤彩された完形に

近い土器は,前述 した壺を始め,第96図 7の壺,第97図 9・ 10の IB,12の 高不である。北コー

ナー部付近の床面からは炭化材が出上している。

所見 本跡は,焼土や炭化材が出土しており,焼失家屋と判断できる。完形に近い遺物が,床面か

ら出上している状況から判断して,使用している期間中に火災に造遇したものと考えられる。

第16号住居跡出土土器観察表

コ版番捐 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第96図

1

甕

土 師 器

A193
B220
C 72

突出した平底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にも

つ。日縁部は「く」の字状に

開く。

外面―胴部下位はナデ。上位はハケ

目整形。いずれも粗い整形。
日縁部は横ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。
日縁部は大い横位のハケロ整

形。

砂粒

浅黄橙色

普通

85°/O

P131

PL30

北部床面

2

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

小形の甕。平底。胴部は外

傾 して立ち上が り,最大径

を中位にもつ。日縁言卜は,

頸部から緩やかに「 〈」の

字状に立ち上がる。

外面―縦位のハケロ整形後,ナデ。
日縁部には斜位のヘラナデ。

内面―胴部は指頭によるナデ。口縁

部は横位のハケロ整形。

色弧
雌
説

98°/。

P134

PL30

南部床面

3

甕

土 師 器

A 8,7
B 7.8
C 4.5

月ヽ形の甕。底部は突出し,

中央に僅かに窪みをもつ。

胴部は球形を呈する。日縁

部は外傾して立ち上がり,

折り返しの複合口縁。胴部

径より口径の方が広い。

外面―斜位のハケロ整形と指頭によ

るナデ。整形が粗い。

内面―胴部はヘラナデ。

日縁部は横位のハケロ整形。

砂粒,パ ミス

淡橙色

普通

100%
P135

PL30

東部床面

4

台 付 甕

土 師 器

A16:9
B31_3
D 10.6

E 5.5

台部は「ハ」の字状に下方に

開き,裾部へ至る。胴部は

外傾して立ち上がり,最大

径を中位にもつ。口縁部は

「く」の字状に立ち上がり,

中位でやや外反する。

外面―台部は縦位のハケロ整形後,

ナデとヘラナデ。胴部はハケ

目整形。日縁部は縦位のハケ

目整形後丁寧な横ナデ。

内面―台部は横位のハケロ整形で奥

は指頭によるナデ。胴部は丁

寧なナデ。日縁部は横位のハ

ケロ整形。

砂粒,礫
浅黄橙色

普通

80°/。

P132

PL30

東部床面
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第98図 第18号住居 LII出 土遺物実測図(I)

―-125-―



0              1ocm

第97図 第16号住居跡出土遺物実測図 (II)

劉版番弓 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第96図

5

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち

上がり,球形を呈する。頸

部にしまりがなく, 口縁苫卜
は外傾して立ち上がる。 日

縁端部でやや外反し, 口径

は胴部径とほぼ等しい。日

縁甘巨は貝占り付けられて彰ヽる

外面―縦位の細かいヘラ磨き。

内面―胴部は丁寧なヘラナデ。口縁

部は丁寧な縦位のヘラ磨き。

胴部内面を除き赤彩。

砂粒

にぶい赤褐

色

普通

95%
P133

PL30

東部床面

6
土 師 器

A l17
B171
C 5_4

突出した平底。胴部は縦長
の球形を呈する。日縁部は

大きく外反する。全体的に
器厚が厚い。

外面―胴部はハケロ整形後,粗いへ

ラ磨き。日縁部は縦位のハケ

目整形。上端部は横ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部はハ

ケロ整形後,粗いヘラ磨きが

部分的に見られる。

帆
髄
範

100%
P136

PL30

東部床面

7

霊

土 師 器

A E17_0]

B(46)
日縁部の破片。
日縁部は,器厚を減しなが

ら外反する。複合日縁。

外面―頸部は,斜位のハケロ。下位

にヘラナデ。口縁,日 唇部に単

節のLRの縄文を施している

内面―横位の丁寧なヘラ磨き。

内外面とも赤彩。     1

砂粒

浅黄橙色

良好

10%
P137

南部床面

第97図

8

対

土 師 器

A[10.3]

B 56
C 32

平底。胴部は婉状を呈し,

最大径を頸部にもつ。日縁

部は複合口縁全 外傾 して

立ち上がる。薄手。

外面―胴部はヘラ磨き。
日縁部は横位のヘラ磨き。

内面―胴部はナデ。
日縁部は横位のヘラ磨き。

砂粒

にぶい黄橙

色

普通

55%
P139

PL30

西部床面

姑

土 師 器

B(6.8)
C 2_7

胴部。日縁部欠損。平底。

胴部は,水平に近 くまで外

傾 して立ち上が り,中位に

最大径をもつ球形を呈する
口縁部は外傾 して立ち上が

る。

外面一横位の細かいヘラ磨き。

内面一胴部は丁寧な横ナデ。
日縁部は横位のヘラ磨き。

胴部内面を除き赤彩。

蜘
絶
納

65%
P140

北部床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

第97図

10

対

土 師 器

A[95]
B 79
C 38

胴部か ら日縁部にかけての

破片。平底。胴部は外傾 し

て立ち上が り,最大径 を上

位にもつ。口縁部は内彎 し

て立ち上がる。

外面―細かいヘラ磨き。

底部を除き赤彩。

内面一胴部は丁寧なナデ。

日縁部は横位のヘラ磨き。

粒
色

通

砂

赤
普

50%
P141

PL30
東部床面

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

突出した平底。中央に外側

から焼成前|こと常了しが空1)ら

れている。胴部は,内彎しな

がら開き,最大径を回縁端

部にもつ。折り返しの複合

日縁で,内側には一対の∩

状の把手が員占り付けられて

いる。

外面―指頭によるナデ。日縁部等に

指頭圧痕が残る。

輸積痕が明瞭に残る。

内面―外面に比べて,丁寧なヘラナ

デ 。

砂粒,パ ミス

黄橙色

不良

100%
P138

PL30

東部床面

高  lTN

土 師 器

A206
B122
D El1 8]

E 55

脚部はラッパ状に下方に開

き,裾部へ至る。側面に 3

孔がある。不部は,大きく

外傾して立ち上がる。

外面―脚部は丁寧な横位のヘラ磨き

不底部は,細かい横位のヘラ

磨き。上位は,斜位のヘラ磨

き。

内面―脚部は横位のハケロ整形。不

部は斜位のヘラ磨き。

脚部内面を除き赤彩。

粒
色

好

砂
赤

良

70%
P144

PL30
北部床面

高  不

土 師 器

A150
B(66)

不部,脚部下半部欠損。脚

部は「ハ」の字状に下方へ開

く。jTh部 は,緩やかに内鸞

して立ち上がる。

3孔が確認できる。

外面―脚部は維位のヘラナデ。

不部はハケロ整形後,粗いへ

ラナデ。

内面―不部はヘラナデ。

砂粒

淡橙色

普通

55%
P145

PL30

南部覆土中

層

第 17号住居Ltt(第 98図 )

位置 調査区の中央部。B17h2区 を中心に確認された。規模 と平面形 6.69× 6.39mで,隅九方

形を呈する。長軸方向 N-17° 一E。 壁 壁高32～ 42cmで,垂直に立ち上がる。床 緩やかな

起伏はあるが,全体的にはほぼ平坦である。中央部 を中心に,踏み固められ硬い床である。

ビッ ト 6か所。径52～ 77cm,深 さ18～ 52cmを 測る。Pl～ P4が形状や規模,方形に配置されて

いること等から主柱穴 と思われる。P5は ,補助柱穴 と思われる。P6は 性格不明である。炉 床面

中央部の西壁寄 りに設けられ,長径128cm,短径97cmの不整楕円形 を呈す る地床炉である。炉

床は床面を10cm程掘 り窪めて構築されている。覆上 自然堆積。

遺物 北部のP4周 辺 と南コーナーのPl付近 を中心に,多量の上師器片が出土 している。壁 と平行

する形で床面に桁の炭化材が方形状に遺存 し,そ の上面には各桁に直交するように垂木の炭化材

が遺存している。北部の床面からは,第99図 3の頸部に穿孔をもつ大形の壺が潰れた状態で出土

し,西壁近 くか らは第100図 7の大形の高lrkが横位で出上 している。炭化材の上位か らは, 5の

棒状浮文の付いた壷の口縁部片が出上している。北壁中央付近の床面からは,11～ 17の球状土錘

が 7点まとまって出上している。南西 コーナー付近の床面か らは,第99図 2の 台付甕が逆位で,

南東 コーナー付近か らは,第 100図 8の赤彩された高不が横位で出上 している。赤彩 された完形

に近い土器は,甕・台付甕・三・オ・高不 。器台が出土している。

所見 本跡は,土師器片が104片 (内 ,赤彩26片 )出 上 している。炭化材が床面全体から出上 して
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土層解説

1 黒 褐  色  ローム粒子・ ローーム小ブ ロック少量

2暗 褐 色 ローム粒子多量           
お り,焼失家屋 と判断

ヤ
@き る。炭化材の遺存状

4黒 褐 色 ローム中ブロッケ           
況からは上屋構造を推察できる住居跡である。

ア・炭化中プロック少量
炉土層解説

1黒 褐 色 焼土粒子多量,力           
また,完形や完形に近い遺物が床面か ら出上 し

毛土小・中ブロック少量,炭化粒子
多量

2黒 褐 色 ローム粒子・ロー           
ていることから使用期間中に火災に遭遇 したも

ム小ブロック少量,焼土粒子中量,

焼土小・中ブロック少量,炭化粒子・炭化小。中ブロッ
ク多量              のと考えられる。

3 明 褐 色 ローム粒子・ロー

土中ブロック少量 
中ブロック多量,焼土粒子・焼

]

第17号住居跡出土土器観察表

コ版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第99図

1

甕

土 師 器

A[19_8]

B(186)
胴部から口縁部にかけての

破片。胴部は球形を呈しロ

縁部はゆるく外傾 して立ち

上がる。

内外面とも磨耗が著しい。

外面―胴部はハケロ整形。日縁部は

ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部は横

位のハケロ整形後横ナデ。輪

積痕。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

不良

30%
P150

PL31

南部床面

2

台 付 甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部は「ハ」の字状に下方に

開き,裾部へ至る。胴部は

接合部から外傾して立ち上
がり,最大径を中位にもつ

球形を呈する。日縁部は垂

直に近く立ち上がり,上端

部で外反して開く。

外面―全面斜位のハケロ整形。上端

部は横ナデ。

内面―台部は全面に横位のハケロ整

形。胴部は横位のヘラナデ。
口縁部は,横位のハケロ整形

砂位,パ ミス

浅責橙色

普通

90%
P149

PL31
Σ麦苫呂|こ方滝化

物付着

西部床面

3

霊

土 師 器

A232
B386
C 78

突出した平底。胴部は外傾

して立ち上がり,最大径を

下位にもつ長胴形を呈する(

日縁部は頸部から「 く」の字

状に開く。日縁部下位に長

方形状の孔が穿たれているc

外面―胴下半部は斜位のヘラ削り。

上半部はヘラ削りと斜位のハ

ケロ整形。日縁部は斜位のへ

ラナデとナデ。

内面一胴部はヘラナデ。日縁部は丁

寧な横ナデ。

砂粒,パ ミス

灰褐色

普通

90%
P148
PL31

北部床面

第100図

4 土 師 器

B(164)
C 67

口縁部は頸部から欠損。突

出した平底。

胴部は球形を呈する。

外面―継位の細かいヘラ磨き。頸部
にハケロ整形。

赤彩されている。

内面―ヘラナデ。胴部上位に,櫛歯状
の削り痕がある。

砂粒,雲母

スコリア

赤色

良好

80%
P151

PL31

南部床面

土 師 器

A[153]
B(54)

口縁部の破片。日縁部は複

合口縁で,器厚を減 じなが

ら外反して立ち上がる。ロ

縁外面に棒状浮文を貼 り付

けている。

外面―頸部上位は維位の明瞭なハケ

目整形。その下は丁寧にナデ

られている。複合部は横位の
ハケロ整形。

内面―頸部は細かい横位のヘラ磨き
日縁部は縦位のヘラ磨き。

内外面とも赤彩。

砂位,パ ミス

にぶい橙色

普通

5%
P153

PL31
北部覆土中

層

6

姑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底面は僅かに上底気味。胴

部は皿状に立ち上が り,最

大径を下位にもつ偏平な球

形を呈する。日縁部は器厚
を減じながら外傾して立ち

上が り,上位でやや内彎す
る。

外面―胴部は縦位のヘラ磨き。
日縁部は縦位のハケロ整形。

上端部に横ナデ。

内面―底部にヘラナデ。
口縁部は丁寧な横ナデ。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

明褐灰色

普通

90%
P152

PL31

南部床面

7

高  JTh

土 師 器

A211
B145
D 12 4

E 63

脚部はラッパ状に下方へ開

き,裾部へ至る。脚部上位に

3孔,下位に 3孔が縦に並

んで空けられている。不部

は内彎気味に大きく開き,

日縁部へ至る。不下半部の

外側に稜をもつ。

外面―lTh部 から脚部にかけて継位の

丁寧なヘラ磨き。日縁部は横

ナデ。

内面―脚部は丁寧な横位のハケロ整

形。不部は磨耗しているが丁

寧なヘラ磨き。

脚部内面を除き赤彩。

砂粒

赤褐色

良好

98%
P154

PL31
北部床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第100図

8

高  lTh

土 師 器

A 91
B 66
D107
E 38

脚部はラッパ状に下方に開

き,裾部で水平に近 く大き

く広がる。孔は,水平の位

置に二対空けられている。
jTN都 は頸部から水平に開い

た後,内脅して立ち上がる

器厚が薄く硬い。

脚部内面を除き細かなヘラ磨きで,

その上にしっかりした赤彩を施して

いる。

脚部内面は丁寧なヘラナデ。

砂粒,パ ミス

暗赤褐色

普通

90%
P155

PL31

商部床面

9

器  台

土 師 器

A 75
B 79
D[l18]
E 54

脚部の一部欠損。脚部はや

や内彎気味に下方へ開き,

裾部近 くで外反して裾部ヘ

至る。 3孔が確認できる。

上半部は皿状に緩やかに開

く。器受部中央に単孔があ

る。

内外面とも磨耗が者しい。

外面―維位のヘラ磨き。赤彩されて

いる。

内面―脚部は横位のハケロ整形。横

ナデ。

上位に輪積痕。

砂粒,長石,

スコリア

にぶい橙色

普通

70%
P156

PL31

南部貯蔵穴

覆土

チユァ齢
朧

一一
　
　
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

坑形。底部から日縁部にか

けての破片。平底。体部は

外傾して立ち上がり,上位

でやや内彎する。

磨耗が著しい。

内外面とも指頭によるナデ。

輪積痕が認められる。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

40%
P158

北部床面

第 18号住居跡 (第 101図 )

位置 調査区の中央部。B17el区 を中心に確認 された。重複関係

第19号仁居跡 と第74号土坑 と重複 しているが,本跡は両遺構 より新

しい。規模 と平面形 5.44× (3.45)mで,方形を呈するもの と推定

される。長軸方向 [N-45° 一W]。 壁 壁高18～ 36cmで外傾 して

立ち上がる。床 炉周辺が幾分高 くなっているものの,他は平坦で

硬 く踏み固め られている。 ビッ ト 1か所。径27cm,深 さ20cmを

測る。対応するピットが確認されていないことから,補助柱穴 と思われる。貯蔵穴 南東壁近 く

の東コーナー寄 りに位置し, 2分の 1程が調査区域外にある。規模は,長径45cm,短径31cmの

楕円形を呈するものと思われ,深 さは20cmで断面形は逆台形を呈 している。炉 床面中央部に

検出され,調査区域外に北部がかかっている。現況では,(112)× (74)cmを 測 り,平面形は,楕

円形を呈するもの と思われる。床面を17cm程掘 り窪めた地床炉である。覆土 人為的堆積がみ

られ,そ の上に自然堆積が認められる。

遺物 炉周辺を中心に,夕量の上師器が出上 している。上師器片は,120片 (内 ,赤彩 4片 )出 土

している。炉の東側の覆土中層か らは第103図 10・ 11の 器台が,炉の南側の覆土中層からは,潰

れた状態の第102図 2の 台付甕が出上 している。Plの北東部の覆上下層からは,第 103図 9の高辱

が横位で出土している。貯蔵穴の覆土からは,第 102図 3の小形の壺が斜位で出上 している。

所見 本跡は,西 コーナーに焼土が出上 しているので,焼失家屋 と考えられる。
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土層解説                   4
黒 褐 色  ローム粒子少量,耕作土

黒 褐 色  ローム粒子少量

黒   色  ローム粒子 多量, ローム小ブ ロ ック少量,締 ま り

6 暗

有り

褐 色 ローム杜子多量,締 まり有 り

褐 色 ローム粒子多量, ローム小プロック少量,締まり

有 り

褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量,締 まり

有 り

第101図 第 18号住居Ltl実測図

第18号住居跡出土土器観察表

望
〔
皇
”

色

色

色

色

色

色

褐

嚇

囀

褐

褐

褐

明

極

極

暗

７

８

９

１０

ｎ

ｌ２

0               2m

ローム粒子多量, ローム小。中ブロック少量

ローム粒子多量
ローム粒子多量,締 まり有 り
ローム中ブロック少量
ローム粒子微量,軟質
ローム小ブロック微量

/

図版番号 器  種 法量 (伽 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備 考

第102図

1

甕

土 師 器

A[173]
B250
C 50

縦 2分の 1が欠損。底部は
/Jヽ さく, 僅かに_ヒげ底。 月同
下半部がすぼまり無花果状

を呈する。日縁部は,器厚を

減 じながら外反する。

外面―胴部はハケロ整形後,粗いナ

デ。日縁部はハケロ整形後,

横ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。

日縁部はハケロ整形後横ナデ。

輪積痕。

砂粒,雲母 ,

長 石,ス コ

リア

にぶい橙色

普通

55%
P165

PL29

中央部床面

直上

2

台 付 甕

土 師 器

A150
B(181)

台部欠損。

胴部は球形を呈し, 日縁部

は外傾して立ち上がり,中
位で外反する。

外面―胴部は粗いハケロ整形。

日縁部はナデ。

内面―胴部か ら日縁部にかけてハケ

目整形。

砂位,パミス

にぶい橙色

不良

50%
P166

PL29

中央部覆土

中層
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第102図 第18号住居跡出土遺物実測図(I)
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第103図 第18号住居跡出土遺物実測図(II)

目,躊号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第102図

3

壷

土 師 器

B(22.5)

C 74
小形の霊と 口縁部欠損。

突出した平底。

胴部は球形を呈する。

外面一継位の丁寧なヘラ磨き。

下半部は磨耗しているハ 赤

形されている。

内面一剣離が著しい。ヘラナデの痕

跡が認められる。

日縁部近 くに輪積痕。

帆

赤色

普通

80%
P164

PL29

東部床面

壷

土 師 器

A 15.9

B(28.3)

C 8.0

突出した平底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にも
つ。日縁部は複合口縁金

外傾して開く。

外面一縄位の粗いヘラ磨き。

口縁部は粗いヘラ磨き。

内面―胴部はヘラナデとナデ。

日縁部は丁寧なナデ。

砂税 スコ

リア

普通

60%
P167

西部覆上中

層

第103図

5

壺

土 師 器

A 17.4

B(17.8)

胴部下半部欠損。胴部は球

形を呈し,日縁部は複合ロ

縁金 外傾 して開く。

外面―胴部,複合日縁とも縦位のヘ

ラ磨き。

内面一胴部はナデ。日縁部は縦位の
ヘラ磨き。輸積源

胴部内面を除き赤彩されている。

砂粒,パミス

明赤褐色

普通

60%
P168

PL29

中央部覆土

中層

6

霊

土 師 器

A[16.1]

B(14.4)

日縁部から胴部上端にかけ

ての破片。胴部は球形を呈

していたと思われる。日縁

部は外傾 して立ち上がり,

上位でやや外反する。

外面一胴部から日縁部全面にハケロ

整形。

口縁上端部に横ナデよ

内面一胴部はヘラナデとナデ。口縁

部はハケロ整形。

砂札 パミス

におい橙色

魏

30%
P169

中央部覆土

下層

―-135-―



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第103図

7

霊

土 師 器

A 10 6

B(80)
口縁部と胴上端部の破片。

胴部は球形を呈していたと

思われる。日縁部は頸部か

ら「く」の字状に立ち上が

り,中位からやや内彎する̀

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―胴部はナデ。日縁部はヘラ磨

き。胴部に輪積痕。

胴部内面を除き赤彩。

砂粒

浅黄橙色

普通

30°/。

P170

中央部床面

8

対

土 師 器

A[124]
B 5,5
C[4.6]

胴部から口縁部にかけての

破片。平底。胴部は皿状に

立ち上がり,上端部に最大

径をもつ。日縁部は頸部か

ら外傾して立ち上がり,胴
郡径を大きく越える。

内外面とも磨耗が著しい。

内外面とも横位のヘラ磨きが見られ

る。

内外面とも赤彩。

砂粒

にぶい黄橙

色

普通

40%
P171

中央都床面

高  不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部は「ハJの字状に下方へ

開き,裾部へ至る。

不部は外傾して立ち上がる

外面―脚部は縦位のハケロ整形後,

ヘラ磨き。不部は横位のハケ

目整形後,ヘラ磨き。

内面―脚部はナデ。不部は横位のハ

ケロ整形後,ヘラ磨き。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

90°/。

P172

PL29

南部覆上下

層

器  台

土 師 器

A[65]
B 82
D 98
E 5,7

不部の 3分の 2が欠損。脚

部は「ハ」の字状に下方ヘ

開き,裾部へ至る。側面に 3

孔がある。不部は皿状に開

き,日縁部で垂直に立ち上

がり稜をもつ。日唇部は尖

る。底面中央に単孔がある

外面―脚部,不部ともに縦位のハケ

目整形後ヘラ磨き。

内面―脚部はハケロ整形。不部はヘ

ラ磨き。

脚部内面を除き赤彩。

砂粒,礫
赤褐色

普通

80%
P173

PL29

東部覆土中

層

11

器  台

土 師 器

B(5.9) 脚部。脚都はラッパ状に下

方へ開く。

不部底部の子Llま , 中心より

ズレた位置にある。

外面―縦位のハケロ整形後,ナデ。

内面―ナデ。

砂粒

にぶい澄色

普通

30%
P174

東部覆土中

層

第19号住居跡 (第104図 )

位置 調査区の中央部。B17fl区 を中心に確認された。重複関係 第18号住居跡と重複 している

が,本跡の方が古い。規模 と平面形 5.13× 5.03mで,方形 を呈す る。長軸方向 N-51°一

W。 壁 壁高6～ 7cmと 浅 く,上部が壇滅している。壁は,外傾 して立ち上がるが,南壁は緩や

かに傾斜 して立ち上がる。床 平坦で,全体に硬 く良好である。ビット 2か所。径52～ 54

cm,深 さ22～ 41cmを測 り主柱穴 と思われる。炉 南コーナー近 くに設けられ,長径81cm,短

径62cmの 不整楕円形を呈する地床炉である。炉床は,床面を15cm程皿状に掘 り窪められ,赤褐

色の焼上が遺存している。覆上 自然堆積。褐色・黒褐色を中心とする上層で軟らかい。

遺物 炉周辺を中心に,土師器片が散在 して出上している。土師器片は,64片 (内 ,赤彩11片 )出

土している。第105図 1の甕は,炉周辺から散在 して出上している。 2の甕は,南壁際の床面直

上から出上している。 3の甕の胴下半部は,西部の床面から出上 している。 4の 台付甕の台部

は,炉の東側の床面から出上している。出土遺物の中で,中形の重類の口縁部が多いことが特徴

的である。

所見 本跡は,北側の 2分の 1を 第18号住居跡に切られており,調査することができなかった。
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A

C

A23.6m

上層解説

褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小。中ブロック少量

黒 褐 色 ローム粒子・ローム小。中ブロック少量

黒 褐 色 ローム小,大ブロック・炭化泣子少量

黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量,株質

灰 褐 色 ローム粒子少量

黒 褐 色 焼土ブロック・炭化小ブロック微量

第104図 第19号住居LTI実測図

第19号住居跡出土土器観察表

ml

0               2m

炉土層解説

1 によヽ 赤ゝ褐色 ローム粒子少量,焼上粒子多量,焼土小ブロック中量,

焼土中ブロック少量

2 赤 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子多量,焼土小プロック中量,

焼土中ブロック少量

3 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・焼土小プロック・炭化粒子・炭

化小ブロック少量

色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量,締まり有り

褐 色 ローム粒子少量,ローム中ブロック中量,続上粒子 。焼

土小・中ブロック多量,硬質
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図版番弓 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第105図

1

奏

土 師 器

A[178]
B(44)

胴部から口縁部にかけての

破片。

日縁部は頸部から「く」の字

状に立ち上がる。

外面―磨耗が著しいが,胴部は斜位

のハケロ整形後ナデ。日縁部

は横ナデ。

内面―胴部はナデ。日縁部は横位の

ハケロ整形。

砂粒

にぶい赤褐

色

普通

5%
P178

南部床面
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0              1ocm

第105図 第19号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡 (第 106図 )

位置 調査区の中央部。B15b2区 を中心に確認された。重複関係 第1号竪穴遺構 と重複 している

が,本跡の方が新 しい。規模 と平面形 3.75× (2.30)mで,方形を呈するものと思われる。

長軸方向 [N-16° 一 E]。 壁 壁高15～ 18cmで,緩やかに傾斜 して立ち上がる。

床 平辺で,若干軟 らかい。ピッ ト 2か所。径34～ 41cm,深さ44～ 48cmを 測る。Pl～ P2と もそ

の位置関係より主柱穴 と思われる。炉 確認できない。覆上 自然堆積。

遺物 覆土上層から,土師器の第107図 1の甕底部の破片を含む 8片が出上 している。

所見 本跡は,北西コーナー部を第22号住居跡によって切 られ,南側は調査区域外である。

コ版番号 器  種 法量 (銅 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備 考

第105図

2

甕

土 師 器

B(5_1) 日縁部の破片。

日縁部は頸部から「く」の字

状に立ち上がる。器厚は厚

めで,一定している。

外面―胴部はハケロ整形。口縁部は

ナデ。日縁部に指頭圧痕。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部はハ

ケロ整形。

色嚇
蹴
魏

5%
P176

南部床面直

上

甕

土 師 器

B(142)
C 63

胴下半部の破片。

突出した平底。胴部は外傾

して立ち上がり,中位から

わずかに膨らむ。

磨耗,まJ離が著しい。

外面―斜位のハケロ整形。

内面―底部はハケロ整形。他はナデ

輪積痕が残る。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

30%
P175

西部床面

4

台 付 甕

土 師 器

B(66)
D100

台部。台部は,「ハ」の字状

に下方へ開き,中位でやや

膨らみ裾部へ至る。

内外面 ともヘラナデ。 砂粒,パ ミス

にぶい黄橙

色

10%
P179

南部床面
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C 23.3m

1 黒

2 褐

3 黒  褐

4 褐

色

色

色

色

ローム小ブロック少量
ローム小ブロック少量,締まり有 り,硬質
炭化粒子微量,軟質
ローム小ブロック・粘土中ブロック少量,

粘性・締まり有り

。               2m

O          SCm

-第107図  第21号住居跡
出土遺物実測図

第106図  第21号住居跡実測図

第21号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調`焼成 備  考

第107図

1

甕

土 師 器

B(37)
C[5.5]

底部から胴部にかけての破

片。平底。胴部は外傾 して

立ち上がる。

内外面とも磨耗が著しい。

外面―縦位のハケロ整形。

内面―ナデ。

砂粒

にぶい黄橙

色

普通

5%
P180

北東部覆土

第23号住居跡 (第 108図 )

位置 調査区の中央部。A1419区 を中心に確認された。規模 と平面形 3.50× 3.36mで,隅丸方形

を呈す る。長軸方向 N-30° 一E。  壁 壁高14～ 16cmで,外傾 して立ち上がる。床 中央部が

やや高 く,硬い床である。ビッ ト 4か 所。Pl～ P4は径52～ 99cm,深さ10～ 28cmで,四隅から検

出されたピッ トである。配置から考えて主柱穴 と思われ,Pl・ P4は二段の掘 り方をしている。覆土

自然堆積。各層 とも締まりが有る。

遺物 出土遺物は,極めて少なく,東部の床面か ら甕の破片が 2片出上 している。その他,第 109

図 1の高年片を含め,覆土からは土師器片が 8片 出上 している。

所見 本跡は,小形で炉 をもたないものの,床面は硬 く主柱穴の配置が四隅にあ り,住居 としての

基本的形状 を備えている。
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第23号住居跡出土土器観察表

ローム小・中ブロック少

締まり有 り

硬質

締まり有り

い
Ш

Ｉ

濫

円

酬

悩

― ― ―

川

― ― Ｉ

Ｍ

ＩＩ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

助

側

歩

―

WI

ローム粒子中量

ローム粒 子 多量 ,

量,締 ま り有 り

ローム粒子多量 ,

ローム粒子多量 ,

ローム粒子多量 ,

口
|

口
|Ш

I

色

色

　

色

色

色

釉
褐
褐

蠣
果
暗
　
褐
褐
褐

A 23.em

C

ざ
一

0               2m

ー第109図  第23号住居跡
出土遺物実測図

]版番捐 器  種 法量 (伽 ) 器 形 の 特 徴

第109図

1

高 不

土 師 器

D(7.2) 脚部の破片。

円筒状に近 く,裾部に近 く

なるにつれ着千開く。脚部

内の空洞は,一方に片寄る

手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―丁寧なナデ。 色朔
溺
朗 土

叫Ｐ・８５睡
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第37号住居跡 (第 110図 )

位置 調査区の中央部東端。Cl釘 6区 を中心に確認された。規模 と平面形 4.32× (4.12)mで ,

方形を呈するものと推定される。長軸方向 [N-41° 一W]。 壁 壁高6～ 12cmで,緩やかに傾

斜して立ち上がる。南側は,調査区域外と撹乱が入り不明である。床 平坦で,床面中央部は硬

く踏み固められているが,壁際は軟らかである。南東壁中央部付近は,出入口部 と思われ,僅か

に小高 く踏み固め られている。ビット 3か 所。コーナー部 に位置 し,径26～45cm,深 さ

20～ 21cmを 測る。位置,規模から考えて,Pl・ P3が主柱穴でP2は 補助柱穴と思われる。炉 床面

中央部の西寄 りに設けられ,長径75cm,短径54cmの楕円形を呈する地床炉である。炉床は,床

面を16cm程皿状に掘 り窪めて構築されている。炉床への硬化 した焼上の遺存は少ない。覆土

自然堆積。軟質の黒褐色土だけである。
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土層解説

1 暗 褐 色 焼上粒子・炭化粒子少量,秩質

炉上層解説

1 暗 掲 色 ローム粒子・コーム中ブロック

少量,焼土粒子多量,焼土小ブ

ロック・炭化粒子少量

2 によ|ヽ 赤鵜色 ローム粒子少量,焼土粒子中量,

締まり有り
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3 褐   色 ローム粒子少量,軟質

o            2m
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第110図 第37号住居跡実測図
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遺物 床面,床面直上から土師器片が,84片 (内,赤彩 9片 )散左 して出上 している。北部の床面

からは,第 111図 1・ 2の甕の破片が隣接 して, 3の台付甕の台部が逆位で出上している。南部の

床面直上には, 7の ミニチュア土器が正位で出上 している。

所見 本跡は,南側が調査区域外で,撹乱を受けていたため全体の調査ができなかった。

0              10Cm

第 111図  第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調 焼成 備 考

第■1図

1

甕

土 師 器

A[234]
B(89)

胴部から口縁部の破片。胴

部は中位から内彎して立ち

上がる。日縁部は頸部 から

「 く」の字状に外傾する。

外面―胴部は斜位のハケロ整形。 ロ

縁部は横ナデ。

内面―胴部はナデ。口縁部はハケロ

整形。

内外面に輪積痕が残 る。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

にぶい橙色

普通

5%
P227

PL35
北部床面

2

甕

土 師 器

B(75)
C 7_6

底部から胴部にかけての破

片。突出した平底。胴部は

外傾 して立ち上がる。

外面―ハケロ整形後,縦位のヘラ磨

き。

内面一丁寧なヘラナデ。

砂粒

淡橙色

普通

15%
P228

北部床面

3

台 付 甕

土 師 器

B(7_9)
D 6_5

台部と胴の一部。小形であ

る。脚部は「ハ」の字状に

下方へ開き,裾部へ至る。

胴部は外傾 して立ち上がる(

外面―台部はナデ。胴部はハケロ整

形。粗い整形。

内面一台部はヘラナデ。胴部はナデ

砂粒,ス コ

リア

にぶい橙色

不良

20%
P232
PL35
北都床面

4

笠

土 師 器

A[15_4]

B(33)
口縁部の破片。日縁部は頸

部力Чよば垂直に立ち上がり,

その後外反する。

内外面ともハケロ整形後,丁寧な横

ナデ。

砂粒,雲母 ,

パ ミス

赤色

良好

5%
P233

南部床面直上

5

難

土 師 器

A101
B(43)

胴部欠損。日縁部はやや内

彎気味に立ち上がる。

内外面とも丁寧なヘラナデ。 母奎
〓

粒

色

通

砂

橙

普

30%
P231

PL35
南部床面直上
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第■1図

6

高  不

土 師 器

B(46)
E(25)

脚都の破片。脚部はラッパ

状に下方へ開く。側面に 3

孔の存在が確認できる。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―ヘラナデ。

ス

砂粒，髄
範

10%
P234

中央部床面

7

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

鉢形で突出した平底。体部

は外傾 して立ち上がる。

内外面とも指頭によるナデ。上端部

は横ナデ。

輪積痕が残る。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

100%
P235

PL35

南部床面直上

第39号住居LTI(第 112図 )

位置 調査区の東部。C19i9区 を中心に確認された。重複関係 第52号住居跡・第97号土坑 と重複

しているが,本跡の方が新 しい。規模 と平面形 6.54× 6.42mで,方形を呈する。

長軸方向 N-50°一E。 壁 壁高は35～ 54cmで,外傾 して立ち上がる。床 平坦で,炉付近の

Pl・ P2・ P4に 囲まれた床面が特に硬い。 ビッ ト 4か所。Pl・ P2・ P4は ,径54～ 69cm,深 さ60～ 76

cmを 測 り,良好なピットで主柱穴 と思われる。P3は ,径60cm,深 さ23cmと 他に比べ浅 く,屋

内施設に伴 うピットと思われる。P4の掘 り方は二段に掘られている。貯蔵穴 南東壁中央部の東

コーナー寄 りの壁際に設けられ,長径96cm,短径71cmの楕円形状を呈 している。床面を41cm

程掘 り下げ,断面形は逆台形状を呈する。炉 床面中央部の北西寄 りに設けられ,長径112cm,

短径83cmの不整楕円形を呈する地床炉である。覆上 自然堆積。上層は黒褐色土に覆われ,下

層は暗赤褐色土で焼土粒子を多量に含んでいる。

遺物 土師器片1,004片 (内 ,赤彩片 1片 )が東コーナーに幾重にも重なって出上している。第113

図 3の甕,第 113～ ■6図 5～ 22ま での17点の壺,第■8図 31・ 34の器台が,東コーナーの床面から

出上している。北・南コーナー部の床面には焼土塊が遺存している。また,貯蔵穴の周囲から

は,第 117図23の壺,25の対,28の高不が出上し,覆上下層からも27・ 30の高不が出上している。

北部床面からは,第 113図 2の甕と第117図24の壺・29の高不・第■3図 4の壺が北西壁際床面から

出土している。東コーナーと貯蔵穴の間等からは,50× 36cmの粘土塊が出上している。

所見 本跡は,炭化材の出土状況から考えて焼失家屋である。完形に近 く接合できた壺を21点 ,

ほぼ同一場所から出土していることが特徴的である。

第39号住居跡出土土器観察表

コ版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第113図

1

甕

土 師 器

A132
B215
C 62

突出した平底。胴部はやや

長胴気味で,上位で角度を

変え頸部へ至る。口縁部は

「くJの字状に立ち上がり,

上位でやや外反する。

外面一胴部はハケロ整形後,粗いへ

ラ磨き。口縁部はナデ。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部はヘ

ラ磨き。上端部は横ナデ。

砂粒

決橙色

普通

50°/O

P247

PL32

東部床面
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ё
烈畿

講
猟

●
―

１

２８ 囲
眺
用
０C

4

ローム粒子少量,締まり有り
ローム粒子中量,焼土粒子少量,軟質,締まり無し
ローム粒子多量,ローム小プロック少量,焼土粒子多量炭
化粒子少量

ローム粒子・焼上粒子・炭化位子微量,軟質
ローム粒子中量,焼土粒子微量,軟質

炉土層解説

1 暗 赤 褐 色

2黒 褐 色

5潔

3 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量

0

ローム粒子・ 炭化粒子少量

ローム粒子少量,焼土粒子 中量,焼土小ブ ロック・ 炭化粒子

少量

＼
引

土層解説

1黒 褐 色

2黒 褐 色

3 暗 赤 褐 色

貯蔵穴土層解説

1 極 暗 褐 色

2明 褐 0

A_23.
4m パ

里23.Om

0               1m

第112図 第39号住居LTl実測図

ざ
一

2m

―-144-―



蝋ヽ ＼
―
~_―

_榊

玲

〕

符
Ⅷ
け

S=1/4

0              1ocm

第113図 第39号住居跡出土遺物実測図(I)
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∈

0              10cm
I     I

第114図 第39号住居跡出土遺物実測図 (II)
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上金

0               10Cm

第115図 第39号住居跡出土遣物実測図 (III)
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0              10cm
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第116図
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39号住居跡出土遺物実測図 (Ⅳ )
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0           10Cm

第117図 第39号住居詠出土遺物実測図(V)
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32
33 34

0              10Cm

31

第118図  第39図住居跡 出土遺物実測図 (Ⅵ )

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備 考

第113図

2

甕

土 師 器

A14_9
B13.4
C 39

平底。胴部は球形を呈し,

最大径を上位にもつ。日縁

部は頸部から外反して開く

外面―胴部は粗いハケロ整形。

日縁部は斜位のハケロ整形後

ナデ。

内面―胴部はナデ。日縁部は横位の
ハケロ整形。

砂粒,ス コ

リア

赤橙色

普通

60%
P259

PL32

内外面煤付着

北部床面

3

甕

土 師 器

B(105)
C 40

小形の甕。日縁上端部は欠

損。平底。胴部は無花果状

を呈する。 口縁部は, 頸著る

から垂直に近 く立ち上がる(

外面一胴部は縦位のヘラ磨き。日縁

部はナデ。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部は横

位のヘラ磨き。輪積痕。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

85%
P261

PL32

東部床面

4

空

土 師 器

A22,7
B34.5
C 9_3

突出した平底。胴部は最大

径を中位にもち,偏平な球

形を呈する。頸部はほぼ垂

直に立ち上がり, 日縁部は

水平に近 く皿状に開く複合

口縁である。

外面―維位の丁寧なヘラ磨き。頸部

から日縁部にかけては,縦位

の細かいハケロ整形。上端部

は横ナデ。

内面―胴部は丁寧なナデ。頸部は横

位のハケロ整形。口縁部は横

位のハケロ整形。部分的に,

その上をヘラナデ。

砂粒,パミス

浅黄橙色

良好

90°/O

P237

PL32

北部床面

5

笠

土 師 器

A186
B222
C 71

有段口縁の壷。突出した平

底。胴部は球形を呈し,最
大径を中位にもつ。頸部は

垂直に立ち上がる。日縁部

は頸部から水平に開き,外
反する。

外面―胴部は斜位のヘラ磨き。

頸部から日縁部にかけて1よ ,

横位のヘラ磨き。

内面―胴部はハケロ整形。頸部から

口縁部にかけては,細かいヘ

ラ磨き。日縁部から胴部外面

は,赤彩されている。

砂粒,パ ミス

明赤褐色

良好

95%
P238

PL32

東部床面

第■4図

6

霊

土 師 器

A18_2
B243
C 60

有段日縁の壺。平底。胴部

は偏平な球形を呈し,最大

径を中位にもつ。頸部は垂

直に立ち上がる。口縁部は

頸部から水平に開き,外反

する。

外面―胴部から頸部にかけて維位の
ヘラ磨き。日縁部は縦位のハ

ケロ整形後横ナデ。底部に木

葉痕。

内面―胴部はナデ。頸部・日縁部は

手U離が著しい。頸部は横位の
ヘラ磨き。日縁部はヘラ磨き

と横ナデざ

口縁部から,胴部にかけ赤彩されて

いる。

砂粒,ス コ

リア

赤褐色

普通

70%
P240

PL32

東部床面

7

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

突出した平底。

胴部は偏平な球形を呈し,

最大径を下位にもつ。頸部

1ま垂直|こ 立ち上がり, 日縁

部は皿状に大きく開く。

外面―胴部から頸部にかけて縦位の
ヘラ磨き。口縁上端部は横ナ

デ 。

内面―胴部下位はハケロ整形。中位

に掻き取った痕跡が横位の大
い櫛歯状に残る。日縁部は縦

位の丁寧なヘラ磨き。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

90%
P239

PL33

東部床面
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目版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

第■4図

8

霊

土 師 器

A 156
B283
C 68

突出した平底。胴部は球形

を呈 し,最大径 を中位にも

つ。 日縁部は外傾 して開き,

上端部でやや外反する。

タト面―胴音躊から口縁言Бにかけ, 考斗位

のハケロ整形後,丁寧なヘラ

磨き。

内面―丁寧なナデ。

砂位,パ ミス

にぶい黄橙

色

良好

80%
P241

PL33

東部床面

9

土 師 器

A l15
B211
C 76

突出した平底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にも

つ。日縁部は外額 して立ち

上がり,上位で外反して開

く。

外面一胴部は斜位のハケロ整形後,

丁寧な維位のヘラ磨き。下半

部にヘラ削りも見られる。日

縁部は縦位の細かいヘラ磨き

上端部は横ナデ。

内面一横ナデ。日縁部は横位のヘラ

磨き。

砂粒,パ ミス

にぶい橙色

普通

95%
P242

PL33

全面煤付落

東部床面

第115図

10

笠

土 師 器

A 149
B253
C 80

突出した平底。胴部は外傾

して立ち上がり,最大径を

中位にもち球形を呈する。

日縁部は複合日縁で,外傾

して開く。

外面―頸部から胴部にかけて縦位の

ハケロ整形。日縁部は,磨耗

が者しいが横位のハケロ整形

後ヘラ磨き。

内面―底部は大いハケロ整形。胴部
ヘラナデ。口縁部は横位のハ

ケロ整形後,ヘラ磨き。

胴部内面を除き赤彩。

帆
絶
魏

90%
P243

PL33

東部床面

11

霊

土 師 器

A141
B197
C 74

突出した平底。胴部は外反

して立ち上がり,最大径を

下位にもつ偏平な球形を呈

する。

日縁部は外傾して開き,折
り返しの複合口縁である。

外面―磨耗が著しいがヘラナデ整形

後,ヘラ磨きが加えられたと

思われる。

内面―ハケロ整形,横ナデ。

日縁部,胴部外面に赤彩。

砂位,パミス

明赤褐色

普通

90%
P244

PL33

東部床面

12
土 師 器

A[113]
B185
C 60

口縁部のほとんど,胴部の

一部欠損。

突出した平底。胴部は偏平

な球形を呈し,最大径を中

位にもつ。日縁部は器厚を

減じながら外反して開く。

外面一胴部はハケロ整形後ヘラ磨き

日縁部は縦位のヘラ磨き。

内面―胴部はハケロ整形。日縁部は

横位のヘラ磨き。胴部内面を

除き赤彩。

底部に木葉痕。

砂粒,礫
赤褐色

普通

80%
P245

PL32

束部床面

土 師 器

B(180)
C 5_3

胴部の一部 と日縁上半部欠

損。突出した平底。胴部は

球形を呈し,最大径を中位

のやや下部にもつ。日縁部

1ま ,&ぼ垂直に立ち上がり,

中位で外反して開く。

外面一胴部はヘラ磨き。日縁部はナ

デ 。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部はヘ

ラ磨き。

胴部内面を除き赤彩。内面に輪積痕
`

砂枕 パミス

にぶい橙色

普通

80%
P246

PL33

東部床面

土 師 器

A120
B161
C 56

突出した平底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にも

つ。日縁部は夕M頃 して立ち

上がり, 中イ立から僅かにタト

反して開く。

外面一胴部はハケロ整形。

内面―胴部は丁寧なヘラナデ。日縁

部は横位の粗いハケロ整形。

砂粒

浅黄橙色

普通

90%
P248

PL33

東部床面

笠

土 師 器

A 13 0

B173
C 59

平底。胴部は球形を呈し,

最大径を中位にもつ。日縁

部は外傾 して立ち上が り,

中位から外反して開く。

外面―胴部はハケロ整形後,下半部

は粗いヘラ磨 き。上半部はヘ

ラナデ。日縁部は縦位のハケ

目整形後,上半部を横ナデ。

内面―胴部は底部からハケロ整形,

他はヘラナデ。口縁部は横位

の粗いハケロ整形。

砂粒,パミス

にぶい橙色

普通

90%
P249

PL33

東部床面

第■6図

16

笠

土 師 器

A12.5
B150
C 4_5

突出した平底。胴部は球形

を呈する。日縁部は外傾 し

て大きく開 く。

外面―胴部はハケロ整形後,ヘラ磨

き。口縁部は縦位の丁寧なヘ

ラ磨き。

内面―ナデ。底部にハケロ整形。

砂粒

浅黄橙色

普通

90%
P250

PL34

東部床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第■6図

17

空

上 師 器

A 13 0
B167
C 42

突出した小さい平底。

胴部は球形を呈する。
日縁部は外傾 して大きく開

く。

外面―胴部はハケロ整形後,ヘラ磨

き。

日縁部は縦位の丁寧なヘラ磨

き。

内面―胴部はナデ。日縁部は縦位の

T寧なヘラ磨き。

砂粒

にぶい澄色

普通

90%
P251

PL34

東部床面

土 師 器

117
156
5.8

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部はやや偏平な球

形を呈する。

日縁部は外傾して開く。

外面―胴部はハケロ整形とヘラナデ|

口縁部はハケロ整形。上端部

は横ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部は横

位の粗いハヶ口整形。内面に

輪積痕。

砂位,パ ミス

浅黄橙色

普通

95%
P252

PL34

東部床面

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

突出した平底。胴部は偏平

な球形を呈し,最大径を下

位にもつ。日縁部は大きく

外反して開く。

外面―胴部は斜位のハケロ整形後,

ヘラ磨 き。中位にヘラナデ。

下半部は磨耗。日縁部は,縦
位の丁寧なヘラ磨き。上端部

は横ナデ。

内面―底部はハケロ整形。胴部はナ

デ。日縁部は横位のハケロ整

形後,縦位のヘラ磨き。

砂粒,ス コ

リア

橙色

普通

90%
P253

PL34

東部床面

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形を呈する

口縁部は外傾して開く。

外面―胴部はハケロ整形とヘラナデ|

口縁部はハケロ整形で,上端

部は横ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。

底部にハケロ整形。日縁部は

斜位のハケロ整形。輪積痕。

砂位,パ ミス

にぶい褐色

普通

85%
P254

PL34

東部床面

霊

土 師 器

A[125]
B159
C 48

突出した平底。胴部は球形

を呈する。日縁部は外反し

て大きく開く。

外面―胴部はハケロ整形後,ヘラ磨

き。日縁部は縦位の丁寧なへ

ラ磨き。

内面―胴部はナデ。日縁部はハケロ

整形後,丁寧なヘラ磨き。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

浅黄橙色

普通

85%
P255

PL34

東部床面

宝

土 師 器

A[98]
B145
C 46

平底。胴部は偏平な球形を

呈し,最大径を下位にもつて
日縁部はやや内彎して開くて

外面―胴部はヘラ磨き。日縁部は縦

位のハケロ整形後,ヘラ磨き

内面―胴部はナデ。日縁部はヘラ磨

き。

磨耗が著しい。赤彩の痕跡あり。

砂粒,パ ミス,

雲母

にない橙色

普通

60%
P256

PL34

東部床面

第■7図

23 土 師 器

91
185
5_6

Ａ

Ｂ

Ｃ

突出した平底。胴部は長胴

形を呈し,最大径を中位に

もつ。日縁部はほぼ垂直に

近 く開 く。

外面―胴部はハケロ整形後,ヘラ磨

き。日縁部は縦位のヘラナデ

内面―胴部はナデ。口縁部は横ナデ

磨耗が著しい。胴部,日 縁部に輪積

痕。

砂粒,パミス

浅黄橙色

不良

60%
P257

PL34

東部床面

上 師 器

B(286)
C 95

大形の壺の底部から胴部に

かけての破片。突出した平

底。胴部は球形を呈する。

外面―斜位の粗いハケロ整形後,粗
いヘラ磨 き。下半部ほど磨き

が密である。赤彩されている。

内面―全面が,ほ とんど争」離してい

る。底部に,ハケロ整形が一

部残る。

底部に木葉痕。

砂粒,パミス

にぶい橙色

普通

60%
P258

PL34

北部床面

lt

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

15 0

10_7

29

平底。胴部は偏平な球形を

呈する。日縁部は内彎気味

に大きく開く。器厚が全体

に薄い。

外面―胴から口縁部にかけ,横位の

細かいヘラ磨き。

内面一胴部は丁寧なナデ。日縁部は
ヘラ磨き。

砂粒,パミス

浅黄橙色

普通

80%
P267

PL34

東都床面
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コ版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第■7図

26

対

土 師 器

A 10 7
B 61

丸底で,中央部に指で押し

た程の窪みあり。胴部は坑

状を呈し,最大径を上位に

もつ。日縁部はやや内彎気

味に外傾して開く複合口縁 (

外面一胴から口縁部にかけ,横位の

ヘラ磨き。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部はヘ

ラ磨き。

胴部内面を除き赤彩。

砂位,パ ミス

明赤褐色

普通

80%
P268

PL34

南部覆上下

層

高  J7N

土 師 器

A206
B124
D101
E 39

頸部は細 く, ラッパ状に下

方へ開き裾部へ至る。j7h部

は大きく内彎して開く。器

厚は全体に薄手である。

外面―脚部は縦位の丁寧なヘラ磨き
lTh部 もヘラ磨 き。

内面―脚部はナデ。不部は縦位の丁

寧なヘラ磨き。

赤彩されている。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

95%
P269

PL34

南部覆上下

層

高  不

土 師 器

A194
B(73)

脚部, 日縁部の 3分の 1を

欠損。

不部は内脅して大きく開く

下位に僅かな稜をもつ。接

合部は細身である。不底部

が,ソ ケット状に残る。器

厚は全体に薄手である。

内外面とも磨耗が著しい。

外面―ハケロ整形後,ヘラ磨き。

内面―ヘラ磨き。

赤彩されている。

砂粒,パミス

にぶい橙色

普通

40%
P271

北部床面

高  不

土 師 器

A[166]
B(68)

不部の破片。下位に稜をも

ち,器厚を減じながら内彎

して立ち上がる。

内外面とも丁寧なヘラ磨き。

上端部は横ナデ。
伽
髄
餅

30%
P272

商部覆上下層

高  lTh

土 師 器

A 22 6

B(87)
脚部欠損。邪部は大きく内

彎して開く。頸部は細身で

ある。器厚は全体に薄手で

ある。

内外面とも磨耗が激しいが,ハケロ

整形後,ヘラ磨きの痕跡がある。

砂粒,パ ミス
,

スコリア

橙色

普通

45%
P270

東部床面

第■8図

31

器  台

土 師 器

A 91
B 94
D[116]
E 4_9

脚部の 3分の 2を 欠損。脚

部はラッパ状に下方へ開き,

3孔が空けられている。器

受部は外傾して立ち上がり,

上位でやや内鸞する。器受

部の中央に,単孔がある。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―脚部はナデ。

器受部はハケロ整形後ナデ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

60%
P273

PL34

東部床面

器  台

土 師 器

A 88
B(56)
E(17)

裾部欠損。脚部はラッパ状

に下方FIlき , 3子 しが空けら

れている。器受部は外傾し

て立ち上がり,中央部に単

孔がある。

全体に磨耗が著しい。

外面―縦位のヘラ磨 き。

内面―脚部はナデ。器受部は磨耗の

ため不明。

砂粒,パ ミス

にない橙色

普通

70%
P274

PL34

東部床面

器  台

土 師 器

A[84]
B(63)
E(25)

裾部,器受部の三分の一を

欠損。脚部はラッパ状に下

方へ開き, 3孔が空けられ

ている。器受部 1ま 外傾して

立ち上がり,中央部に単孔

がある。

外面一脚部は縦位のヘラナデ。器受

部はハケロ整形後ナデ。

内面―脚部はナデ。器受部もナデ。

ス

帆
髄
魏

60%
P275

PL34

東部床面

器   台

土 師 器

B(58)
D107
E 42

脚部。ラッパ状に下方へ開

き, 裾言Бへ至る。 側面に 3

子しが空け られている。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―横位のヘラナデ。

ス

軸
髄
魏

40%
P276

PL34

東部床面
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第40号住居跡 (第 119図 )

位置 調査区の東部。D19b9区 を中心に確認された。規模 と平面形 5。 83× (5。 12)mで,隅九長

方形 を呈す る。長軸方向 [N-36°一W]。 壁 壁高48～ 54cmで,北東壁は垂直に,他は,外傾

して立ち上が る。床 ほ,争,平坦である。炉周辺から貯蔵穴のある南東壁にかけては特に堅級で

ある。 ピッ ト 7か所。 Pl～ P5は,径25～ 34cm,深 さ16～ 61cmを測 り,主柱穴 と思われる。P6

°P7は,径22～ 24cmで,深さ11～ 12cmと 浅 く,屋内施設に伴 うピットと思われる。貯蔵穴 東

コーナー付近 の南東壁に付設され,長径82cm,短径65cmの楕円形 を呈 し,深さ42cm程掘 り込

まれている。断面形は,逆台形状 を呈 している。炉 床面中央部のやや北寄 りに設けられ,長

径97cm,短径 57cmを測る楕円形を呈 している。炉床は床面 を8cm程掘 り窪めて構築 されている。

焼上の遺存は少ない。覆上 自然堆積。全体的に軟質である。

遺物 貯蔵穴周辺か ら,集中して出土 している。土師器片は,142片 (内,赤彩 9片 )出 土 してい

る。第120図 1の壺, 4の器台が東郡床面から出上 し, 2の甑が貯蔵穴覆土か ら出上 している。

P5付近の床面か らは 5の ミニチュア土器が出上 し,北部の覆土中からも 6・ 7の ミニチュア土器

が出上 している。北 コーナー付近の床面からは, 3の 6孔をもつ高lThの 脚部が横位で出上 してい

る。

所見 本跡は,南西壁 と南コーナーが調査区域外になっている。

第40号住居跡出土土器観察表

]版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第120図

1 土 師 器

A[10,7]

B17_8
C 40

突出した平底。胴部は外傾

して立ち上がり,中位から

上位にかけて大きく内彎し

て頸部へ至る。日縁部は外

傾 して立ち上がり上端部で,

僅かに内彎する。

外面―胴下半部は剰離が著しい。

胴・日縁部とも縦位のヘラ磨

き。

内面―胴部はヘラナデ。

口縁部は丁寧な縦位のヘラ磨

き。

砂粒,パ ミス

にぶい褐色

普通

90%
P288

PL35

東部床面

2

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部の 3分の 2が欠損。平

底で中央に単孔を有する。

胴部は長胴形を呈 し,最 大

径を中位にもつ。日縁部は

'卜

傾して開く。日唇部は厚

味があり,平坦である。

外面―胴部は斜位のハケロ整形を重

ねている。口縁部は横位のハ

ケロ整形。口唇部はナデで角

をつ くる。

内面―胴部は丁寧なヘラナデ。口縁

部はナデ。

砂粒,パミス

浅黄橙色

普通

70%
P289

PL35

東部貯蔵穴

覆土

3

高  JTh

土 師 器

B(68)
D■ 2

E 48

J7h部 欠損。脚部はラッパ状

に下方へ開き,裾部へ至る

上位・下位に各 3孔がある

外面―縦位の丁寧なヘラ磨き。赤彩

の痕跡あり。

内面―横位の丁寧なヘラ磨き。

秒粒,パミス

にぶい橙色

普通

50%
P292

PL35

北部床面

4

器  台

土 師 器

B(7.0)
D[9_7]
E 4.5

脚部の破片。脚部はラッパ

状に下方へ開き,裾部へ至

る。上位に 3了しがある。

外面―維位の丁寧なヘラ磨き。

内面―ハケロ整形。

器受部にヘラ磨き。

母雲粒

色

好

砂

橙

良

30%
P293

東部床面

5

ミニチュア

土器

土 師 器

A 87
B 34
C 5_2

鉢形で七平底の中央に凸部

があり不安定である。体部

は外傾して開く。

外面―粗いヘラナデ。

底部に赤彩の痕跡。

内面―指頭によるナデ整形後,日 縁

部も含め一部ヘラナデ。

輪積痕が明瞭に残る

砂粒,パ ミス
,

スコリア

にぶい橙色

普通

98%
P290

PL35

西部床面
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土層解説

1 黒 褐 色 ローム小ブロック少量,軟質

2 褐   色 ローム粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子 。ローム中ブロック少量,締 まり有り

4 褐   色 ローム粒子中量,ローム小・中ブロック少量

5 褐   色 ローム粒子 。ローム小・中ブロック中量,締まり有り

6 極 暗 褐 色 炭化粒子・炭化中プロック中量,軟質

7 黒 褐 色 ローム小・中ブロック少量,締 まり有り

8 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小。中。大プロック・少量,軟質

9 暗 褐 色 ローム粒子 。ローム小・中ブロック少量,軟質

10 褐   色 ローム粒子中量,ローム小プロック少旦,軟質

第119図 第40号住居Ltt実測図

■ 灰 褐 色

12明 褐 色

炉土層解説

1暗 褐 色

2褐  色

ローム小ブロック少量,株質

ローム粒子多量,ロ ーム中・大ブロック少量,締 ま

り無し

焼上粒子少量,締まり無し

ローム粒子少量,娩土粒子中量,焼土小ブロック

少量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子中量,焼土粒子少量,軟質

ローム粒子・焼土粒子少量,焼土大プロック少量

色

色

色褐赤

褐

褐

暗
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第120図 第40号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡 (第121図 )

位置 調査区の東部。C19jl区 を中心に確認された。重複関係 第6号溝 と重複 しているが,本跡

の方が古い。規模 と平面形 8.17× (4.45)mで ,方形 を呈す るもの と推定 され る。長軸方向

[N-35°一W]。 壁 壁高28～ 46cmで,垂直に立ち上が り良好な壁面である。床 南西壁際は,

やや軟 らかであるが,他は平坦で硬い。 ピッ ト 2か所。Plは,径38cm,深 さ23cm,P2は ,径
42cm,深さ25cmである。本跡の規模か らみると,細い主柱穴であるが,P2の 中には柱材 と思わ

れる炭化材が立位で遺存 している。Plは,その規模 と位置等から考えて出入口施設に伴 うものと

思われる。貯蔵穴 南東壁の東 コーナー寄 りに設けられ,長径63cm,短径52cmの不整楕円形 を

呈 している。深さは,床面を50cm程掘 り下げて造 られてお り,断面形は,東側がやや深い逆台

瓢版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

第120図

6

ミニチュア

土器

土 師 器

51
3_0

Ａ

Ｂ

不形で九底。指頭圧痕が外

面に残る。

口縁部を指頭により押えて
いる。

内外面とも指頭によるナデ。

手捏ね。

砂粒,パミス

にぶい橙色

普通

90%
P291

PL35

北部覆土上層

7

ミニデュア

土器

土 師 器

A[28]
B(5.2)

壺形の胴部から口縁部にか

けての破片。胴部は球形を

呈する。日縁部は押えられ,

日唇部が尖る。

内外面 とも指頭によるナデ。

手捏ね。

粒

色

通

砂

橙

普

20%
P294

北部覆上下

層
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ふ

上層解説

1黒 褐

2黒 褐

3灰 褐

4黒 褐

5 褐

6暗 褐

色

色

色

色

色

色

ね
|

ローム粒子 。ローム小ブロック少量,軟質
ローム粒子・ローム小ブロック中量,軟質
ローム粒子中量,ロ ーム中プロック少量
ローム粒子・ローム小プロック少量
ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量
ローム粒子・ローム大ブロック少量,焼土粒子多
量焼土ブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量,ローム中ブロノク
少量,焼土粒子中量焼土小ブロ/

ク・炭化粒子少量,締まり無し
2 褐   色 ローム粒子・焼土粒子少量,炭化

粒子中量,炭化小ブ ロック少量 ,

締 ま り無 し

炭化粒子少量,締 ま り無 し

ローム粒子中畳,ロ ーム中ブ ロッ

ク少量,締 ま り無 し
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第121図 第41号住居跡実測図
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0              10cm

第122図 第41号住居跡出土遺物実測図
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形状 を呈 している。炉 確認できない。覆上 自然堆積。各層に焼土粒子 を含み,南・西 コー

ナー部の床面には,焼土が厚 く遺存 している。

遺物 土師器片が,全体に散左 して325片 (内,赤彩55片 )出 上 している。南部の貯蔵穴近 くの床

面からは,第 122図 1の甕,P2の 上面か らは 5の壺が出上 している。中央部の床面には, 2の複

合 口縁の赤彩された壺の破片が一括 して出上 している。西部の床面直上か らは, 3の三, 7の ミ

ニチュア土器が逆位で出上 している。 8の ミニチュア土器は,中央部床面か ら正位で出上 してい

る。第159図26の磨石は,西部覆上下層か ら出土 している。

所見 本跡は,北部が調査区域外で調査できなかったが,焼上の遺存状況か ら焼失家屋 と考えら

イ化る。

第41号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 渉量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調,焼 成 備  考

第122図

1

甕

土 師 器

A193
B202
C 55

突出した平底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にも

つ。日縁部は頸部から「 くJ

の字状に開く。

外面―胴部から口縁部にかけて,ハ
ケロ整形を重ねている。上端

部は横ナデ。

内面―胴部はヘラナデ。日縁部は横

位のハケロ整形。

砂粒,礫 ,

パ ミス

褐色

普通

55%
P299 PL35

外面に炭化

物付着,南
部床面

2

笠

土 師 器

A[168]
B336
C 94

底部から口縁部までの破片。

突出した平底。胴部は球形

を呈し,下半部に最大径を

もつ。日縁部は複合口縁で,

タト傾して立ち上がり水平に

開いた後,再び外傾 して開

く。日唇部は水平に整えら

れている。

外面―胴部は斜位のハケロ整形後,

丁寧な縦位のヘラ磨き。口縁

部は,頸部に明瞭な斜位のハ

ケロ整形。上位はま」離が者し

く不明瞭であるが, 2か所に

3本の維位の沈線が認められ,

間は横位のハケロ整形。

内面―胴部はまJ離が著しく不明。日

縁部は明瞭な横位のハケロ整

形。

胴部内面を除き赤彩。底部に木葉痕。

砂粒,ス コ

リア

赤褐色

普通

40%
P300

PL35

南部床面

3

霊

土 師 器

B(12_9)

C 56
胴下半部の破片。平底。胴

部は外傾 して立ち上がり中

位から膨らみをもつ。

外面―下位は細かいヘラ磨き。中位

は横位のハケロ整形その上を

僅かにヘラ磨き。赤彩されて

いる。

内面―底部にハケロ整形。ほとんど

がヘラナデ。輪積痕。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

普通

20%
P303

西部床面直

上

4
土 師 器

B(2.6)
C 5_2

底部。突出した平底。胴部

は,内彎気味に立ち上がる。

外面一粗いハケロ整形。

内面―ヘ ラナデ。

底部に木葉痕。

砂 粒,ス コ

リア

にぶい褐色

普通

10%
P308

南部覆土上

層

5
土 師 器

A10_0
B16_4
C 42

僅かに上げ底。胴部は球形

を呈し,最大径を下位にも

つ。日縁部はほぼ垂直に近

く立ち上がり,僅かに内彎

する。内面の上端部に僅か

な稜をもつ。

外面―河同言卜から口縁都にかけ, 縦位

のヘラ磨き。

内面―胴部はヘラナデ。

日縁部は横位のヘラ磨き。

砂粒,長石

にぶい橙色

普通

90%
P301

PL35

中央部床面

オ

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

若干上士ヂ底の小 さな底部。

胴部は内彎 して立ち上がる。

日縁部は外面への貼 り付け

で,内彎 して大 きく開 く。

内外面とも細かいヘラ磨き整形後,

赤彩されている。

秒粒,パ ミス

暗赤色

普通

60%
P318

PL35

西部覆上下

層
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コ版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土`色 調 焼成 備  考

第122図

7

ミニチュア

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

鉢形で平底。胴部は外傾 し
て立ち上がる。 日縁吉卜は貝占
り付けの複合口縁である。

外面―胴部は丁寧なナデ。
日縁部に指頭圧痕が残る。

内面―ヘラナデ。

手捏ね。

砂粒,ス コ

リア

にぶい橙色

普通

100%
P317
PL35
西部床面直

上

ミニチュア

土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[71]
69
28

甕形で底部から口縁部まで
の破片。平底。胴部は外傾
して立ち上がり,最大径を
上位にもつ。日縁部は,上端
部がやや外反した後,内側
|こ 折 り返している。

外面―ハケロ整形後,上位はナデ。
下位はヘラナデ。口縁部は横
ナデ。

内面―ヘラナデ。輪積痕。

砂 粒 ,ス コ

リア

にぶい褐色

普通

50%
P313

PL35

中央部床面

第42号住居跡 (第 123図 )

位置 調査区の東部。D20c2区 を中心に確認された。重複関係 第95号土坑 と重複 しているが ,

本跡の方が新 しい。規模 と平面形 5.70× 4.72mで,隅九長方形 を呈す る。長軸方向 N―

41° 一E。 壁 壁高10～ 13cmと 低 く,外傾 して立ち上がる。床 床面中央部は,硬 く平坦である

が,北 コーナー付近は軟 らかである。第95号土坑上面には,焼土が広がってお り,そ の土層断面

には炉からの炭化物や焼上が投棄 されている様子が確認される。 ピッ ト 6か 所。位置か ら考 え

ると, Pl,P3・ P4'P6が主柱穴 と考えられる。 しか し, 規オ莫は径24～ 46cm, 深さ14～ 26cmと 小規

模である。 P2・ P5に ついても径27～ 30cm,深 さ5～ 10cmであ り,補助柱穴 と思われる。炉 床面

の北コーナー近 くに設けられ,長径85cm,短径65cmの楕円形を呈する地床炉である。炉床は,

床面 を12cm程 皿状に掘 り窪めて構築 され,焼上の遺存は少ない。覆土 自然堆積。覆土は薄

く,床面直上は,締 まりが有 る。

遺物 北 コーナー周辺を中心に,土師器片が72片 (内,赤彩12片)散左 して出上 している。北西壁

の南コーナー寄 りからは,第 124図 2の壺, 4の対が並んで各々斜位 と正位で出土 し, 2点 とも

赤彩されている。北部の床面からは, 3の三の破片が散在 して,床面直上からは 5の高不が炉の

周囲に逆位で出土 している。南部の床面からは, 7の ミニチュア土器が正位で,中央部床面直上

からは 1の 台付甕の台部が横位で,そ して,南 コーナー付近からは,第 40図27の磨石が出上 して

いる。

所見 炉の東側から検出されている炭化材 と焼土は,検出範囲が100× 80cm程 の限られた範囲で

あることから,家屋の焼失によるものではな く,炉からかき出されたものと考えられる。

第42号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土`色 調 焼成 備  考

第124図

1

台 付 甕

土 師 器

B(75)
D[8.9]

台部の破片。 台部は「ハJ

の字状に下方へ開き,据部
へ至る。胴部は外傾 して立

ち上がる。

外面―台部はハケロ整形。

胴部はハケロ整形後,粗いナ

デ 。

内面一台部はヘ ラナデ とナデ。胴部

はハケロ整形。

砂位,パ ミス

浅黄橙色

普通

10%
P324

PL35

中央部床面

直上
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露

A23.4m

二23.2m      」

0                1m

第123図 第42号住居Ltl実測図

0               2m

焼土粒子少量,締 まり有り
ローム粒子・ ローム小・大プロック少量,粘性有り
炭化泣子中量,軟質
炭化材多量
ローム中・大プロック中量,締まり有 り
ローム粒子・ローム大ブロック中量,硬質,締まり有り

焼土小ブロック多量

焼土小ブロック少量,軟質
ローム粒子・炭化粒子微量,締まり有り

土層解説
1暗 褐 色
2黒 褐 色

3暗 褐 色
4極 暗 褐 色

5褐  色
6黒 褐 色

炉土層解説
1 暗 赤 褐 色
2 にない赤褐色
3褐  色
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0              10cm

第124図 第42号住居LII出 土遺物実測図

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第124図

2

霊

土 師 器

A 94
B15.6
C 60

胴・日縁部の一部欠損。突

出した平底で,中心部に円

形の窪みをもつ。胴部は球

形を呈し,最大径を下位に

もつ。口縁部は「く」の字状

を呈し,上位で外反する。

器厚は厚い。

外面―胴部, 日縁部とも全面がヘラ

磨き。

内面―胴部はナデ。日縁部は横位の

ヘラ磨き。

胴部内面を除き赤彩されている。

軸
絶
朗

パミス 90%
P319

PL35

西部床面

3
土 師 器

B(114)
C 56

胴上半部欠損。突出した平

底。胴部は外傾 して立ち上

がり,中位から内彎する。

外面―ハケロ整形後,粗いヘ ラ磨 き

が加 えられている。

内面―ハケロ整形後,ヘラナデ。

砂粒,ス コ

リア

浅責橙色

普通

40%
P321

PL36

北部床面

4

lt

土 師 器

B(9.9)
C 4.2

日縁部欠損。 平底。胴部は

偏平な球形を呈し,最大径

を中位にもつ。

外面―ハケロ整形後,ヘラ磨きされ

ていたと思われる。赤彩され

ている。

内面一ヘラナデ。

内外面ともに磨耗が著しい。

コス

弧
呼
髄
魏

80%
P320

PL36

西部床面

5

高  邦

土 師 器

A 67
B(40)

脚部欠損。小形。不部は皿

状を呈する。

外面―脚部上位は縦位のヘラ磨き。

不部も丁寧な縦位のヘラ磨き。

接合部をハケロ整形。

内面―不部は丁寧なナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

60%
P327

PL36

北部床面直

上

6

器  台

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部。ラッパ状に下方へ開

き裾部へ至る。側面に 6孔
が不規則に空けられている

外面一ハケロ整形後,ヘ ラ磨き。

赤彩されていた痕跡が確認で

きる。

内面―ヘラナデ。

内外面ともに磨耗が著しい。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

40%
P329

北部覆土上

層
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]版番う 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備 考

第124図

7

ミニチュア

土器

土 師 器

A 70
B 58
C 52

壺形。底面は僅かに上げ底

気味。胴部は偏平な球形を

呈し,最大径を中位にもつ

短頸全 口縁部は外反気味

に立ち上がり,日 唇部が尖

る。

外面一胴部は斜位のハケロ整形。

日縁部は指頭で押えられてい

る。

内面―胴部はヘラナデ。

日縁部は横位のハケロ整形。

砂粒

浅黄橙色

普通

95%
P326

PL36

南部床面

第43号住居跡 (第125図 )

位置 調査区の東部。D20d5区 を中心に確認された。重複関係 第 6号溝 と重複 しているが,本

跡の方が古い。規模 と平面形 7.71× 6.64mで,隅丸方形 を呈す る。長軸方向 N-41°一W。

壁 壁高4～ 23cmで,東壁は崩壊 してお り,4cm程 しか残っていない。壁溝 幅12～ 21cm,深

さ4～ 6cmを 測 り,断面形はU字状 を呈 し,壁際を周回している。床 西側が高 く,東へ向かっ

て僅かに傾斜 している。炉周辺は硬 い。 ピッ ト 7か 所。P2・ P3・ P4は ,径41～ 74cm,深 さ

15～ 51cmを 測 り,そ の配置等から主柱穴 と思われる。P2は二段に掘 り込 まれている。P6は ,径

34cm,深 さ14cmで補助柱穴 と思われる。Pl・ P7に ついては,そ の形状が不定形で,性格は不明

である。貯蔵穴 南壁中央部の南東 コーナー寄 りに設けられ,長径82cm,短径68cmを 測る不整

円形を呈 している。断面形は逆台形で,床面 を54cm程掘 り込んでいる。炉 中央部に設け られ

た,地床炉である。長径183cm,短径104cmを 測 り,不定形 を呈 している。床面 を 6cm程掘 り

窪めて構築され,西側の炉壁に焼上が遺存 している。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片が,北西壁際を中心に181片 (内,赤彩89片 )出 土 してお り,赤彩 された破片が多

いことが特徴である。北西壁中央部付近の床面からは,第 126図 1の大形の台付甕の下半部や 3

の赤彩された鮒が正位で,西 コーナーの床面からは, 4の lHの破片が一括で出上 している。東部

床面からは, 2の重が横位で, 5の高郭が逆位で, 9の高年が正位で出上 している。北部の覆土

下層からは, 3の対 と一対になる10の赤彩 された器台が出土 している。

所見 本跡の南側は,調査区域外で調査できなかった。赤彩 された遺物や高不等が多 く出土 して

お り,祭万日と深い結びつ きがある遺構 と思われる。

第43号住居Ltl出 土土器観察表

図版番捐 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第126図

1

台 付 甕

土 師 器

B(156)
D[148]
E 5.2

胴上半部,台部の 3分の 2

欠損。

台部は外反気味に開 き裾部

へ至る。胴部は内彎気味に

立ち上がる。

外面―台部はハケロ整形後ナデ。

胴部は全面にハケロ整形を重

ねる。

内面―台部,胴部ともヘラナデ。

砂粒,パミス

にぶい橙色

普通

40%
P330 PL36

底部内面に

炭化物付着

北部床面

2

霊

土 師 器

A[78]
B(8.8)

小形の主。胴部から口縁部

にかけての破片。

胴部は球形を呈する。日縁

部は外傾 して立ち上がる。

外面―胴部はハケロ整形後ナデ。

日縁部は横ナデ。

内面一胴部はヘラナデ。

日縁部は丁寧な横ナデ。

砂粒,礫 ,

パ ミス

にぶい橙色

普通

50%
P332

東部床面
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土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,締まり有り

2 黒 褐 色 ローム粒子中量,秩質

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・焼土小プロッ

ク少量,締まり有り

第125図 第43号住居LI実測図

炉土層解説

l 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量,粘性有り

2 暗 赤 褐 色 焼土塊

3 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
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謡房 0           10Cm

第126図 第43号住居跡出土遺物実測図

コ版番号 器  種 法量 (cal) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第126図

3

対

土 師 器

A 67
B 55
C 16

小形のオ。九底で,底部中

央に指頭程の窪みがある。

胴部は偏平な球形を呈し,

最大径を中位にもつ。日縁

部はほぼ垂直に立ち上がり,

上端部でやや外反する日唇

部を平旦に押えている。

外面―ヘラ磨き。

内面一胴部はナデ。

日縁部は横位の細かいヘラ磨

き。

内外面とも赤彩。

ス

恥
施
醜

100%
P331

PL36

北部床面

対

上 師 器

A[132]
B 67
C 30

口縁部の 3分の 1を 欠損。

平底。胴部は内彎して立ち

上がり,最大径を上位にも

つ。口縁部はわずかに内彎

して大きく開く。

外面一横位のヘラ磨き。

内面―丁寧なナデ。

内外面とも赤彩。

砂粒

赤橙色

普通

80°/。

P333

PL36

西部床面

高  IFN

土 師 器

B(6_5)

D 12.8

E 4.5

不部欠損。

脚部はラッパ状に下方へ開

き,裾部で大きく広がる。

3孔が空けられている。

外面―ハケロ整形後,縦位のヘラ磨

き。

赤彩されている。

内面―磨耗が者しく不明。

砂粒, スコ

リア

浅責橙色

普通

50%
P337

PL36

東部床面
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目版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備  考

第126図

6

高  年

土 師 器

B(6.3)
D12_4
E 50

脚部の破片。

ラッパ状に下方へ開き,裾
部へ至る。側面に 3孔が空

けられている。

外面―ハケロ整形後,ヘラ磨き。

赤彩の痕跡を残す。

内面―ハケロ整形。

砂粒

浅黄橙色

良好

40%
P338

北部覆土下

層

7

高  不

土 師 器

B(64)
E(36)

脚部の破片。

脚部はラッパ状に下方へ開

く。 3孔が確認できる。不

部は皿状を呈する。

外面―脚部は丁寧な縦位のハケロ整

形。ネ底部はヘラ磨き。

内面―脚部はハケロ整形。不部はヘ

ラ磨き。

脚部内面を除き赤彩。

パミス軸
施
魏

50%
P339

中央部床面

8

高  不

土 師 器

E(52)
D[176]

脚部の破片。

ラッパ状に下方へ開き,中
位から裾部へかけ水平に近

く大きく「A‐がる。 側面に 4

孔が空けられている。

外面―紐位の丁寧なヘラ磨き。

赤彩されている。

内面―横位の丁寧なハケロ整形。

砂粒,ス コ

リア

赤褐色

普通

30%
P341

北部床面直

上

9

不

器師

高

上

E(4.0)
D10.6

脚部。ラッパ状に下方へ開

き,裾部へ至る。側面に 3

孔が空けられている。

外面一縦位のヘラ磨き。赤彩されて

いる。

内面―ハケロ整形後ナデ。

帆
施
魏

509る

P342

東部床面

器  台

土 師 器

A 69
B 66
D102
E 33

脚部の一部欠損。脚部は

ラッパ状に開き裾部へ至る

2孔が確認できる。不部は

皿状に立ち上が り,上端は

外側に傾斜し,平坦である

中央に単孔がある。

外面一脚,不部ともヘラ磨き。

内面―脚部はハケロ整形後ナデ。

不部は縦位のヘラ磨き。

脚部内面を除き赤彩されている。

嚇
施
魏

80°/。

P340

PL36

北部覆土下

層

ミニチュア

土器

土 師 器

A[5.6]
B 3.5
C[3.0]

鉢形。底部から口縁部にか

けての破片。複合口縁をも

つ。平底。体部は外傾して

立ち上がる。

内外面とも指頭によるナデ。指頭圧

痕が残る。

スパ

色砂粒，蹴
魏

25%
P343

北部覆上下

層

第44号住居跡 (第 127図 )

位置 調査区の東部c D20f8区 を中心に確認された。重複関係 第98号土坑 と重複 しているが,

本跡の方が古い。規模 と平面形 3.92× 3.63mで,方形を呈する。長軸方向 N-46°一E。 壁

壁高4～ 12cmと 低 く,緩やかに外傾 して立ち上がる。床 遺存状態が悪 く,残っている中央部 も

軟らかである。炉 床面の中央部に検出され,長径95cm,短径67cmで楕円形を呈し,炉の北側

には,長径46cm,短径34cmの範囲に焼上が遺存している。炉床の掘 り込みは,さ れていない。

覆上 自然堆積。各層とも締まりがない。

遺物 主に,各壁際に土師器の細片が55片 (内,赤彩27片 )散左 して出土している。東コーナー付

近の床面からは,接合された第128図 1の高不の脚部が出土している。

所見 壁は,ほ とんどが崩壊 し,床面にも撹舌とが入 り遺存状態が悪い。

第44号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第128図

1

高 不

土 師 器

B(38)
D126
E 32

脚部。器高が低 く,ラ ッパ

状に下方へ開き中位から裾

部にかけ水平に近 く広がる(

中位に 4了し, 上位に4孔力ヽ

それぞれ対称の位置に空け

られている。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―ハケロ整形後ナデ。

内外面とも磨耗が著しい。

砂粒

浅責橙色

普通

45°/。

P345

東都床面
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第45号住居LI(第 129図 )

色

色

色

色

褐

　

褐

黒

褐

明

褐

ご

一

量,軟質

ローム小プロック少量

ローム粒子中量,締まり無し

ローム粒子多量,締まり有り

ローム粒子少量,結まり無し

0             2m

I

10Cm

位置 調査区の東部。D21h3区 を中心に確認された。規模

と平面形 4.65× (4.33)mの 方形 を呈す ると推定 され   第128図 第44号住居跡
出土遺物実測図

る。長軸方向 [N-31°一W]。  壁 壁高12～ 13cmで ,

緩やかな傾斜で立ち上がる。床 平坦で,全体的に明褐色のソフ トローム上で軟 らかである。ビッ

ト 1か所。径46cm,深さ22cmを 測る。北東壁のほぼ中央部に検出され,主柱穴 と思われる。覆

土 自然堆積。締 まりは有 るが,床面 と同じ明褐色のソフ トローム上が下層に混左 している。

遺物 覆土から,上師器片が 3片出上 しただけである。

所見 本跡は,南側が調査区域外で住居跡の全体 を調査することができなかった。

イ
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＼
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第127図 第14号住居跡実測図
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01

色 ローム粒子中量,ローム大プロッ

ク少量,軟質

色 ローム粒子多量,締まり有り

色 ローム粒子多量,ローム中プロッ

― … …

ク少量,締まり有り

4 褐   色 ローム粒子多量,軟質

5 褐   色 ローム粒子多量,締まり有り

0               2m

第129図  第45号住居跡実測図

第46号住居LII(第 130図 )

位置 調査区の東部。D21g4区 を中心に確認された。重複関係 第104号土坑 と重複 しているが,

本跡の方が新 しい。規模 と平面形 5。 62× 5.21mで,隅丸方形を呈する。長軸方向 N-75° 一

W。 壁 壁高24～43cmで,外傾 して立ち上がる。壁溝 幅24～ 43cm,深さ7～ 13cmを 測 り,壁

に沿って全周する。断面形はU字状を呈する。床 炉周辺を中心に,硬 くて良好な床が検出され

ている。炉周辺が僅かに高い。 ピット 4か所。Pl～ P4は ,径48～ 61cm,深 さ42～ 58cmを測

り,形状・位置から考えて,Pl・ P2・ P3・ P4と も主柱穴と思われる。貯蔵穴 東コーナー付近の

壁下に付設され,長径93cm,短径78cmを 測 り平面形は不整円形を呈する。床面を33cm程掘 り

下げ,断面形は逆台形状を呈する。炉 2か所。炉 1は,床面中央部に設けられ,長径135cm,

短径86cmの不定形を呈 し,炉床は12cm程皿状に掘 り窪められている。覆土中の焼土粒子も多

01

A全

撃 煮 違 苺 華 帝 芋 革 二Ξ■

説
　
　
　
　
褐

解層

褐

　

褐

明

土

ご
一

B
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土層解説

1 黒   色 ローム粒子微量,締まり有り

2 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,締まり有り

3 黒 褐 色 ローム粒子中量,ローム小プロック少量,締まり有り

4 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量,炭化大ブロック少量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭他位子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子少量

7 極 暗 褐 色 焼土粒子微量

8 褐   色 ローム粒子中量,軟質

9 嗜 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

10 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子多量

炉 1土層解説

1 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量,焼上中ブロック少量,締まり有り

2 極暗赤褐色 ローム粒子中量, ローム小ブロック少量,焼上粒子中量,焼土

中ブロック・炭化粒子少量

3 黒 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック中量,焼上中ブロック・炭化粒子・

炭化小ブロック・礫少量

4 暗 赤褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・焼土小プロック中量,炭化泣子少量

炉 2土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック中量,炭化粒子少量,炭化小ブ

ロック中量

2 褐   色 ローム粒子多量,軟質

3 明 褐 色 ローム粒子多量,締まり有り

貯蔵穴土層解説

1 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量,締まり無し

2 褐   色 ローム粒子・ローム小。中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量,締まり有り

4 にぶい橙色 ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック少量,締まり有り

5 褐   色 ローム粒子中量

刻ヽ形甕が並んで出上 し,

は, 4の赤彩されたこ と

位で出土している。

く,炉床にはロームが赤変硬化 して

遺存 している。炉 2は ,床面の中央

部東寄 りに設けられ,長径154cm,

短径73crxl,深 さ22cmを 測 り不定形

を呈する。覆土か ら炭化粒子を多 く

検出するものの,焼土は少ない。覆

上 自然堆積。黒褐色土 。暗褐色土

が中心で,炭化粒子・焼土粒子を多

く含む。

遺物 東 コーナーの貯蔵穴付近に集

中して出上 している。土師器片は,

238片 (内,赤彩58片 )出上している。

北壁中央部付近からは,壁に寄 りか

かるように第131図 3の台付甕 と 1の

貯蔵穴付近の床面からは 7の対が横位で出土 し,北東部の床面直上から

9の高不が出上している。貯蔵穴の覆土からは, 6の赤彩 されたIHが横

所見 本跡は,焼土粒子の広がり,焼土・炭化材の遺存の様子から焼失家屋 と思われる。焼失時

期については,完形に近い遺物が比較的多いことや,床面直上から出上していること等から,住

居を使用している時に火災に遭遇したことが想定される。

第48号住居跡出土土器観察表

国版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第131図

1

甕

土 師 器

A 94
B l12
C 39

小形。底部は小さな平lB部

をもつが,胴部との境界は

不明際。胴部は球形を呈す

る。 日縁部は頸言Бから「 くJ

の字状に開く。

外面―底部から胴都下位にかけナデ

胴部中位は粗いヘラ削り。頸

部に縦位のハケロ整形。日縁

部は,横ナデ。

内面一胴部は横位のヘラ削り。

日縁部は横位のハケロ整形。

砂粒,/・
・ミス

にぶい橙色

普通

100%

P346

PL36

北部床面

甕

土 師 器

A[181]
B(143)

胴部から口縁部にかけての

破片。

胴部は球形を呈する。日縁

部は外反して開く。

外面―胴部はハケロ整形。

日縁部はハケロ整形後横ナデ

内面一胴部はヘラ削り。日縁部は横

ナデ。

砂粒,パ ミス

にぶい橙色

普通

40%
P349

外面媒付着

北東部床面

直上
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備 考

第131図

3

台 付 甕

土 師 器

A 20 5

B272
C 90

台部は「ハ」の字状に下方へ

開き,裾部へ至る。胴部が

歪む。外傾して立ち上がり

最大径を上位にもつ。日縁

部は外傾 して開く。日唇部

は平坦に押えられている。

外面―台部は縦位のヘラナデ。胴部

はハケロ整形後,粗いナデ。日

縁部は斜位のハケロ整形。

内面一台,胴部はヘラナデ。日縁部

は大いハケロ整形。

砂粒,ス コ

リア

にぶい橙色

普通

90%
P350

PL36

外面媒付着

北部床面

4

霊

土 師 器

A[143]
B17.9
C 65

胴部, 日縁部の一部を欠損

小さく不安定な突出した平

底。胴部は球形を呈する。

頸部に締まりがない。 日縁

部は外傾 して立ち上がり,

内面に凹線を巡らし,端部

は内彎気味に開く。

外面―胴部は縦位のヘラ磨き。日縁

部は横ナデ。

内面―胴部は丁寧なヘラナデ。日縁

部は横位のヘラ磨き。上位は

横ナデ。

胴部内面を除き赤彩。

婉
施
魏

60%
P348

PL36

北東部床面

直上

5
土 師 器

B( 胴部の破片。

胴部は球形を呈し,最大径

は下半都にあったと思われ

る。

外面―縦位のヘラ磨き。

内面―丁寧なヘラナデ。

砂粒

にぶい燈色

良好

20°/。

P355

中央部覆土

中層

オ

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は外傾 して立ち

上が り,中 位からわずかに

内彎する。

日縁部は内彎気味に大きく

開く。全体に薄手である。

外面―】同部から口縁部にかけ, 粗い

横位のヘラ磨き。

内面一月同言卜から口縁部にかけ, 横位
のヘラ磨き。上端部は横ナデで

月Π部は剰離が目立つ。

砂粒,パ ミス

赤色

普通

95°/O

P347

PL36

北東部貯蔵

穴覆土

7

オ

土 師 器

A105
B176
C 44

平底。胴部は偏平な球形を

呈し,最大径を下位にもつ

日縁言hは 外傾 して立ち上が

り,上端部でやや内彎して

開く。

外面―汚同部はヘラ磨き。 日縁吉Ьはハ

ケロ整形後,ヘラ磨き。

内面―胴部は底部をヘラナデ。他は

ナデ。

口縁部は縦位のヘラ磨き。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

良好

95%
P358

PL36

北東部床面

8

対

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。

胴部は内彎して立ち上がり

頸部へ至る。日縁部は内彎

気味に大きく開く。

外面―胴部から口縁部にかけて横位
のハケロ整形後,ヘ ラ磨き。

内面―胴部はヘラ磨き。

口縁部も縦位の丁寧なヘラ磨

き。

砂弓位,パ ミス

スコリア

にない橙色

良好

70%
P353

PL36

南東部覆土

下層

9

高 不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部は,ラ ッパ状に開き裾

部へ至る。界部は鉢状を呈

し,最大径を上位にもつ。
日縁部は外傾 して大きく開

く。器厚は薄手。

外面―脚部は縦位のハケロ整形後ナ

デ。接合部に継位のハケロ整

形。胴から口縁部にかけ斜位

の細かいハケロ整形。上端部

は横ナデ。

内面―脚部はハケロ整形。胴部は手U

離が著しく不明。日縁部は横

位のハケロ整形後,横ナデ。

砂粒,ス コ

リア

にぶい赤褐

色

普通

80%
P352

PL36

底部に煤付

着

北東部床面

直上

高 不

土 師 器

B(74) 脚部と胴部の破片。

脚部はラッパ状に下方へ開

く。 3孔が確認できる。不

部は,横に開いた後内彎し

て立ち上がる。J7N下半部の

外側に稜をもつ。

外面―脚部,不部とも縦位のヘラ磨

き。

内面―脚部はナデ。不部はヘラ磨き

不部内面に赤彩の痕跡。

砂粒

灰褐色

良好

30%
P354

北西部覆土

下層
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2 土 坑

この項では,当遺跡から検出されている土坑の内,古墳時代前期に比定できる 2基の土坑につ

いて解説する。

第93号上坑 (第132図 )

位置 調査区の中央部。C19f4区 を中心に確認された。重複関係 東部で第92号土坑,西部で第

121号土坑 と重複す るが,両遺構 よりも本跡の方が新 しい。規模 と形状 長径1.78m,短径0.93

mを 測 り,平面形は不整円形を呈する。筑状 を呈 し,深さは0.72mを 測る。長径方向 N-60° 一

w。 壁 中位に段 をもち,緩やかな傾斜で立ち上がる。底面 平坦である。覆土 自然堆積。黒

色土・黒褐色上で軟質である。

遺物 中央部の覆土から土師器片が11片出上 している。第133図 1の 台付甕の破片 と 2の器台の

破片は,東壁際の覆上下層から出土している。

所見 本隊は,出土遺物の特徴から判断して,古墳時代前期に比定される土坑 と考えられる。

第97号土坑 (第132図 )

位置 調査区の東部。C19a8区 を中心に確認された。重複関係 第39・ 52号住居跡と重複 してい

るが,本跡は両遺構よりも新しい。規模と形状 長径 (0.68)m,短径 (0.61)mを 測 り,平面形は,

不整楕円形を呈するもの と推定される。断面形はU字状で,深 さは0.8mを 測る。長径方向

A23.8m
A24.2m パ

パ
一

≡
SK 97SK 93

土層解説土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ローム小ブロック少量,黒   色 ローム粒子少量

                              軟質ク少量,粘性黒 褐 色 ローム粒子・ローム中プロッ

黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小。中ブロック少量,粘性,締まり有り  2 明 褐 色 ローム粒子多量,ローム中ブロンク少量

色 ローム粒子多量,ローム小ブロック少量,褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小。中プロック少量,締まり有り,硬質 3 褐

締まり有りク少量,軟質褐   色 ローム粒子・ローム小ブロッ

4 明 褐 色 ローム粒子多量,ローム大ブいノク中量,

締まり有り

色 ローム粒子多量,株質5 橙

第132図 第93・ 97号土坑実測図(古墳 )
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N-0°。壁 緩やかに外傾 して立ち上がる。底面 凹凸があ り硬い。覆上 自然堆積。締 まりの

有る褐色土・黒褐色上である。

遺物 北東壁付近の覆土か ら土師器片11片が一括 して出土 している。第133図 3は ,小形甕の口

縁部から胴部にかけての破片である。 4～ 6は , 3個体分の小形台付甕の破片であ り,一括 して

出上 している。

所見 小規模の上坑であるが,刑 形ヽ甕,小形の台付甕が 3個体出上 していること等から,祭祀 と

の結び付 きが推察される。本跡は,出土遺物の特徴から判断して古墳時代前期に比定される土坑

と考えられる。

(＼ 2

SK 97               °CmSK 93

第133図 第93・ 97号土坑出土遣物実測図

第93・ 97号土坑出土土器観察表 (1・ 2 SK93, 3～ 6 SK97)

■

図版番弓 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備  考

第133図

1

台 付 甕

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部。接合部から「ハ」の

字状に開き,裾部でやや内

彎する。脚底部に一条の沈

線が周回する。

外面―縦位の細かいハケロ整形。

内面―縦位のヘラナデと横ナデで,

丁寧に整形。

粒

色

通

砂

橙

普

10%
P17

覆上下層

2

器  台

土 師 器

B(29) 不部・脚部ともに欠損。頸

部の破片。

脚部は外反気味に下向する

外面―頸都は,縦位の丁寧なヘラ磨

き。赤彩されている。

内面―脚部は縦位のハケロ整形。

砂粒

明赤褐色

普通

5%
P18

覆上下層

3

甕

土 師 器

A l12
B(66)

小形の甕。胴下半部欠損。

胴部は若子の膨らみをもち

頸著hへ至る。 日縁著る1よ latF

垂直に開く。日縁部外面に

指頭圧痕。

外面―胴部は丁寧な斜位のハケロ整

形。 日縁部はナデ。

内面―胴部はナデ。

口縁部はハケロ整形後ナデ。

輪積痕。

砂粒,パ ミス

浅黄橙色

普通

20%
P385

PL36

中央部底面

4

台 付 甕

土 師 器

A l1 5

B(111)
小形台付甕。台部欠損。接

合部は九味を帯びて突出す

る。胴部は無花果状を呈す

る。日縁部は外傾 して立ち

上がり,上位で僅かに内彎

する。

外面―胴部は粗いハケロ整形を重ね

ている。日縁部は細かいハケ

目整形を重ねている。

内面―胴部はハケロ整形後ナデ。日

縁部は横位の明瞭なハケロ整

形。

砂粒,パ ミス

灰褐色

普通

50%
P384

PL36

中央部底面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第133図

5

台 付 甕

土 師 器

B(86)
D[89]

小形台付甕の胴部から台部

にかけての破片。台部 は

「ハ」の字状に下方へ開き,

下位でやや膨らみをもって

裾部へ至る。胴部は内彎し

て開く。底部が平坦。

外面―台部は縦位のハケロ整形後ナ

デ。胴部は粗いヘラナデとハ

ケロ整形。

内面―台部は横位の明瞭なハケロ整

形。胴部はヘラナデ。

砂粒,ス コ

リア

浅黄橙色

普通

10%
P387

中央部底面

6

台 付 甕

土 師 器

B( 小形台付甕。胴下半部から

台部にかけての破片。台部

は「ハ」の字状に下方へ開

く。胴部は内彎して開 く。

台部に月同部を覆せている。

外面―台部は粗いヘラナデ。胴部は

粗いナデ整形後,細かいハケ

目整形。

内面―台部はヘラナデ。胴部は丁寧

なヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P386

煤付着

中央部底面

第 4節 その他の遺構と遺物

1 竪穴遺構

当調査区から検出された竪穴遺構は, 4軒 である。調査の段階では,それぞれの竪穴住居跡と

して調査したが,整理の段階で遺構の形態・状況・遺物出土状況等を検討した結果,竪穴遺構 と

したものである。

第 1号竪穴遺構 (第 134図 )

位置 調査区の中央部。C15al区 を中心に確認された。重複関係 第21号住居跡 。第 2号竪穴遺

構 と重複 しているが,本跡は両遺構 よ りも新 しい。規模 と平面形 5.92× 5.48mで方形 を呈す

る。長軸方向 N-54°一E。 壁 壁高20～ 26cmで,外傾 して立 ち上が る。床 平坦で軟 らか

い。覆上 自然堆積。

遺物 全て覆土中からで,下層からは甕口縁部片が出土している。上層からは,縄文時代の加 曽

利 EⅢ式土器の破片が多く出上している。

所見 本跡は,ピ ット・炉 もな く,床面 も軟 らか く住居 と考えられないことか ら竪穴遺構 として

扱った。覆上下層出土の上師器片や,遺構の形態等か ら古墳時代前期に比定されるもの と考えら

イ化る。

第 2号竪穴遺構 (第135図 )

位置 調査区の中央部。A14j2区 を中心に確認された。重複関係 第 1号竪穴遺構 と重複 してい

るが本跡の方が古い。規模 と平面形 3.39× 2.48mの 不整楕 円形 を呈す る。長径方向 N―

31° 一 E。 壁 壁高46～ 57cmと 深 く,外傾 して立ち上がる。床 北 。東部が高 く,南・西部へ傾

斜 している。 ビット 2か所。Plが,径76cm,深さ52cm,P2が,径32cm,深さ42cmを測る。覆
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土層解説

1 黒   色 ローム粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子 。ローム中プロック少量,粘性
3 黒 褐 色 ローム粒子。ローム小。中ブロック少量,粘 性,締 まり有 り
4 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小・中ブロック少量,締 まり有 り,硬質
5 褐   色 ローム粒子・ ローム小ブロック少量,軟質

第134図 第 1号竪穴遺構実測図

。              2m
!     !

上 自然堆積。中層は締まりが有る。

遺物 覆上の中層・上層から,第 136図 1・ 2の加曽利EШ式の深鉢形土器の胴部片等が23片 と,

土師器片8片 (高不脚部,甕底部等)が出土している。

所見 本跡は,遺構の形状,床面の状態等から住居跡とは捉え難 く竪穴遺構 とした。時期につい

ては,遺物や遺構の形状等から縄文時代中期の竪穴遺構 と考えられる。
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A23.3m

第136図 は,第 2号竪穴遺構か ら出上 した縄文式土器

片の拓影図である。 1・ 2と も,胴部片である。 1は ,

磨消帯を垂下させ,区画内に単節RLが縦位 回転で充損

されている。胎土は,砂粒・石英粒 を多く含む。 2は ,

細かい単節LRが横位回転されている。

⑮

芽
A

／

・

／身

／
／

01

土層解説

1暗 褐 色

2明 褐 色

3褐  色

2m4明 褐 色

ブ

ブ

ブ

ブ

小

中

小

大

　

　

　

２

ト ー ー ー 十 一 ― ― J 5橙
 色

第135図 第 2号竪穴遺構実測図

鞘
0               10Cm

第136図 第 2号竪穴遺構
出土遺物拓影図

第 3号竪穴遺構 (第 137図 )

位置 調査区の東部。D21,o区 を中心に確認された。規模 と平面形 3.75× 3.34mで,隅丸方形

を呈する。長軸方向 N-51°一E。 壁 壁高は4～ 15cmを 測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。

床 南が僅かに高いが,平坦でやや軟 らかである。覆土 ブロック状の明褐色上が混入 し, ロー

ムブロックを含むこと等から人為雄積 と思われる。

遺物 覆土から,縄文式上器片 5片 と土師器片 1片が出上 している。

所見 本跡は,床面の軟 らかさを始め,ピ ット・炉 ももたない。このことから住居跡 とは判断し難

く竪穴遺構 とした。覆土 も浅 く遺物 も少ないことから,時期については不明である。

―-177-―



Vlh

Ｃ
一
Ａ
一

01

⑫ 引

Ｏ
　

　

　

　

Ｎ
　

　

　

一

中

山

”

＝
Ｈ

卜
＝
＝
＝
＝
Ｖ‐

」
＝
И
＝
Ｈ
卜

＝
Ｗ
Ｐ
‐
‐
‐

ざ
一

口
|

土層解説

黒 褐 色 ローム中ブロック少量

黒 褐 色 ローム小ブロック少量

橙   色 ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック中

量,締まり有り

焼土粒子多量,焼土小ブ ロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子多量,締 ま り有 り

0             2m

第137図 第 3号竪穴遺構実測図

第 4号竪穴遺構 (第 138図 )

位置 調査区の東部。D20do区を中心に確認された。規模 と平面形 3.12× (1.48)mで,方形を

呈すると推定される。長軸方向 確認できない。壁 壁高6～ 10cmと浅 く,壁は緩やかな傾斜で

立ち上がる。床 東部がやや高いが,平坦で硬い床面である。北西から南東にかけては撹乱され

髄
色
色

嚇
褐
褐

除
灰
明

blト

ё 刊 bl

B

B 23.2m 。
|ト

B'
色
　

　

　

色

　

色

翻
　
　
　
　
褐

　

褐

層

橙
　
　
　
明

　

黒

土

ローム粒子多量,

ローム大ブロック

少量,軟質
ローム粒子多量,

締まり有り

焼土粒子・炭化粒

子微量

。               2m
引

く
|

第138図 第 4号竪穴遺構実測図
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ている。覆上 自然堆積。

遺物 遺物は出上 していない。

所見 本跡は,北側が調査区域外である。小規模でピットや炉 も無 く,遺物 も出土 していないこ

とから,住居跡 とは判断し難 く竪穴遺構 とした。時期については不明である。

2 土 坑 (第 139～ 151図 )

当調査区か らは,総数120基の上坑が検出されている。その内,第 6。 7号土坑については,

調査段階で第36号住居跡にな り,整理の段階では第 4号住居跡が,第 121号土坑に改め られ,総

数■9基の上坑になる。

それぞれの土坑は,そ の形状・規模・覆土及び遺物の出土状況に差異がある。出土遺物か ら年

代が特定できた土坑については前述 したが,こ の項では,そ の他の上坑について解説を一覧表の

中にまとめ,形状については実測図 として掲載する。

表 2土坑―覧表

坑
号

土
番 位  置 長径方向 平面形

規 模 (m)
壁 面 底 画 覆土 出 土 遺 物 備  考

図 版
番 号長 径 短 径 深 さ

1 C2as N-34°一E 楕円形 2 17 緩 斜 平 坦 自然 縄文式上器片60片 第139図

2 C2b5 N-62°一E 椿円形 緩 斜 平 坦 自然 土 師 器 片 1片

3 C2b6 N-36° W 不  整
円  形 緩 斜 平坦 自然 縄支式上器片9片

4 C2b7 N-45°一E 楕円形 緩 斜 皿 状 自然

5 C2aる N-0° 不定形 0 43 緩 斜 平lH 自然 縄文式土器片3片

8 A12gO N-75°一W 楕円形 垂 直 平 坦 自然

A12gO N-23°―ヽV 不  整
楕 円 形 ⑭.76) 緩 斜 平旦 自然 縄文式上器片3片 SK10が新

A12g9 N-55°一W 不定形 (332) 緩 斜 平坦 自然 SK9が I日

11 A13gl N-35°一M「 不  整
楕 円 形 垂 直 平坦 自然 縄文式上器片1片 第140図

A13fl N-43°一E 楕円形 夕販 平坦 自然

A13e3 N-11°一E 隅  丸
長 方 形 獅 平 週 自然 縄文式上器片2片

A13g3 N-82°―E 楕円形 緩 斜 皿 状 自然

A13h3 円  形 夕順 平坦 自然

A13h4 円  形 0.52

0 98

夕順 平 週 自然

A13f4 N-65°一W 楕円形 垂 直 段 状 自然 縄文式上器片■片

A13gも N-35°一ヽV 楕円形 垂 直 平 坦 人 為

A13e5 N-72°―ヽV 不定形 (0_74) 期 平 坦 自然 SD3カ羽祈

A13e6 円  形 1.25 1 15 夕順 平 坦 人為 縄文式上器片9片
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土坑
番号

位  置 長径 方 向 平 面 形
規 模 (m)

壁 面 底 面 覆土 出 土 遺 物 備  考
図 版
番 号長 径 短径 深 さ

A13f5 N-0 楕円形 114 0 94 0 10 緩 斜 平IB 自然 縄文式上器片2片 第140図

A13g6 N-70°一E 楕 円 形 0 27 外傾 平坦 自然
縄 文 式 上 器 片 3片 ,

古 銭 2点、 墓 媛 第151図

A13h5 N85°一E 楕円形 ケ順 平坦 自然 縄文式上器片3片 第140図

A13i? 円  形 0 30 0 29 外 傾 平 坦 自然

A1317 N-17° W 惰円形 0 66 0 25 外 傾
ゆるい

起 伏 自然

A13h8 N-76° 一E 整
形

不
円 1 20 0 82 夕順 平 坦 入為

縄 文 式 上 器 片 126片 ,

看棒・打製石斧1点
SD4が新,縄文 第47図

A13g9 N-2°一W 不  整
楕 円 形 0 90 ,剛 凹 凸 人為 縄文式上器片6片 第140図

A14i N-6° E 楕円形 2 09 1 85 緩 斜 平 坦 自然 第141図

A14,7 N-68° 一M/ 楕円形 0 94 (076) 外 傾 平 坦 自然 SK30が 1日

A14,7 N-64° 一ヽV 不定形 (1 (1 04) ケ順 平 坦 自然 SK29・ 81が新

A14,7 N-56° 一部「 楕円形 0 82 夕順 平 坦 自然 SK30が十日

A14iO N40°一E 不  整
長 方 形 1 77 ケ服 平 坦 自然

B14a9 N21°一E 楕円形 (252) 夕順 平 坦 自然 縄文式上器片7片
SK39が新 ,

S125が十日

A15i2 N-29°一E 楕円形 2 93 2 29 0 22 緩 斜 平 坦 自然 縄文式上器片19片

B15b4 N-6° パヽ「
隅  丸
長 方 形

2.21 1 11 0 23 緩 斜 平 坦 人為

B15b5 N74°一E 惰円形 0 18 緩 斜 平坦 自然 S128が十日

B15c6 N75°―W 楕円形 1 19 0 62 緩 斜 段 状 自然 縄文式上器片1片 S128が十日 第142図

B文 5a6 N-67°一耶/ 楕円形 1 22 0,73 0 14 緩 斜 平lB 人為 縄文式上器片9片

B14a9 N-63°呵ハア 楕円形 ⑭,70 0 70 0 12 緩 斜 平坦 自然 SK33が旧 第141図

B15a6 N87°一E 楕円形 1 23 0 96 014 緩 斜 平 坦 人為 縄文式上器片6片 第142図

B15c8 N-24° 一E 不  整
楕 円 形

2 86 2 45 ,順 段 状 自然 縄文式上器片7片 SD6が新

B15aO 円  形 2 41 2 28 0,43 緩 斜 平 坦 人為 縄文式上器片36片 S130が 1日

B15c9 N-13° 一E 楕円形 1 25 0 22 緩 斜 平 坦 人為 縄文式上器片16片 SD6カ羽折

B15cO 円  形 1 76 舛傾 凹 凸 人為 縄文式土器片26片 第143図

B16ci N-40° 一E 不  整
楕 円 形 (145) 0 28 緩 斜 皿 状 自然 縄文式土器片10片 SK46が新

B16cl N-56° 一ヽV 楕円形 (092) 緩 斜 平 坦 自然 SK45が 旧

B15d9 N-67° 一W [楕円形] (271) Q_00 外傾 皿 状 人為
rpa文 式 上 器 1点 ,縄 支 式

羞島焦
239片 ,把 手ユミ, 縄文 第 47図

B15dO N-63° 一ヽA′
不  整
楕 円 形 0 41 獅 平 坦 自然 縄文式上器片15片 第143図

B16cI N-52°―W 楕円形 014 緩 斜 平 坦 自然 縄文式上器片4片

B15bO 円  形 0 68 0 44 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片■片

B16bJ N50°一E 不  整
円  形

1 20 0 42 外 傾 平 坦 人為 縄文式上器片1片

B16b2 N90° 不  整
楕 円 形 0 93 0 78 0 55 垂 直 平 坦 人為 縄文式上器片6片 第144図

B16c8 N-3° E 隅  丸
方  形

1 58 0 27 緩 斜 平 坦 人為

B16c4 N-9° E 隅  丸
長 方 形

2 42 0_12 緩 斜 平 坦 人為
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坑
号

土
番

位  置 長径方向 平面形
規 模 (m)

壁 面 底 面 覆 土 出 土 遺 物 備 考
図 版
番 号

長 径 短 径 深 さ

B16e3 N-32°一E 楕円形 緩斜 平坦 人為 SK66が新 第144図

B16e3 N-90°
[島  丸
長 方 形 0 73 垂 直 平坦 人為

B16e7 円  形 2_52 外傾 平坦 人為 SK58が新

B16e7 N-46° �パ′ 不定形 緩斜 平 坦 人為 SK57が旧

B17f2
不  整
円  形 垂 直 平坦 自然

縄 文 式 上 器 1点,縄 文 式
上 器 片 67片 ,上 製 円 板 ユ 縄 文 第 47図

B1719 円  形 ケ順 平坦 自然 縄文式上器片12片 第145図

A13h6 N75°一W 楕円形 ケ順 平坦 自然 縄文式上器片7片

A14h9 N-77°一M「 [島  丸
長 方 形

垂 直 凹 凸 人為
縄 文 式 上 器 片 13片 ,

鉄 津 1点 ,人骨
SD4が 1日 ,

墓 猿 第151図

A14g3 N90° 不定形 ケ順 凹 凸 自然 第145図

B16f7 円  形 夕順 皿状 人為

B16g7 N-6° W 長方形 ケ順 平坦 不 明

B16b3 N-8° W 卜島 丸
長 方 形

1 72 夕順 凹 凸 自然 SK55が 1日 第144図

C18c4 N-76°一E 不  整
楕 円 形 (035) 撤 平lH 自然 S113が旧 第145図

B17,O N-6° IV 不  整
円  形

1 87 糊 平lH 人為 縄文式上器片8片

B17iO N14°一E 楕円形 緩 斜 平lR 人為 縄文式土器片 11片 第146図

C18al N69°一W 惰 円 形 緩 斜 平坦 人為 縄文式上器片5片

B17a。 N58° 一ヽV 楕円形 外 傾 平 坦 人為 縄文式上器片13片

C18bl N-56°一E 隅  丸
長 方 形

緩 斜 平坦 自然 SK73が)訴

C18bl 不   明 不定形 不 明 不 明 不 明 自然 SK72が十日

B17e2 N-73°―ヽV 楕円形 1 17 垂 直 平 坦 自然 縄文式土器片40片 S118が新
縄 文 第 48図

B1715 N-29°一E 楕円形 緩 斜 平 坦 人為
縄 文 式 上 器 片 17片 ,

才巴手 1点 SK76が新 第146図

B17i5 N-64°一ヽV 楕円形 0_21 珈 平 坦 自然 SK75が I日

B17is N-2° E 半 円 Q.0の 緩 斜 平 坦 自然
縄 文 式 土 器 片 21片 ,

手巴手 1点 SK78が新 第147図

B17i6 N-18°―lV‐ 不定形 珈 平 坦 自然 縄文式土器片35片 SK77が十日

B17Js 円  形 緩 斜 平 坦 自然 縄文式土器片45片
SK80・ 82が新,

SK81が 十日

Bl約 8 N-2° E 楕円形 緩 斜 平 坦 自然 SK81,79が 旧

B17」 8 N-14°一ヽV 不  整
長 方 形 夕順 平 坦 自然 縄文式上器片3片 S135が  十日,

SK7,・ 80が新

B17i9 N-32°一ヽV 楕円形 獅 平 坦 不 明 SK79が十日 第148図

A14is N18°一E 楕円形 0 66 緩 斜 皿 状 自然 S125が十日

B14a8 N-52°―ⅢV 楕円形 段 状 皿 状 自然 S125が 1日

B15cO N-79° W 楕円形 夕順 平 坦 人為 縄文式上器片50片 S127が新

B16b2 N68°一W [楕円形〕 ⑭,3① 0 69 垂 直 平 坦 自然 縄文式上器片25片 S134が十日

C19h3 N-90° 楕円形 夕順 皿 状 自然

C19h3 N-33上 E 不  整
楕 円 形 (095) 夕順 平 坦 自然 縄文式上器片13片 SK89が新
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坑
号

上
番 位  置 長径方向 平面形

規 模 (m)
壁 面 底 面 覆 土 出 上 遺 物 備 考

図 版
番 号長径 短 径 深 さ

C19ha N-62°一W 不  整
楕 円 形 外傾 凹 凸 人為 縄支式上器片6片 SK88が旧 第148図

C1913 N34° Vヽ [島  丸
長 方 形 緩 斜 平坦 自然 縄文式上器片14片

C19i。 N-74°一E 惰円形 ,順 皿 状 自然 縄文式上器片28片

C19fs N-66°一ヽV 不  整
長 方 形 垂直 平lH 自然 縄文式上器片137片 SK93が新 第149図

C19f4 不 整
円  形 緩 斜 平 坦 自然 土 師 器 片 11片 SK92・ 121

が 旧,古墳 第132図

C20il 円  形 緩 斜 凹 凸 自然 縄文式上器片5片 第149図

D20b2 N-65°一WV 情円形 緩 斜 皿 状 自然 縄文式上器片22片 S142カ巧所

D20a2 N-62°一ヽV 楕円形 1 65 ケ順 凹 凸 人為 縄文式上器片3片

C19aB N-0° 不  整
楕 円 形 (06働 (0 47) 外 傾 凹 凸 自然

上 師 器 4′ヽ 土 師 器
片 7片

S152が 十日,

古 墳 第132図

D20ee N-47° W 不定形 1 16 緩 斜 凹 凸 人為 縄文式土器片5片 S144が 十日 第149図

D20c4 N-75° 一W 楕円形 ケ順 凹 凸 自然
縄 文 式 上 器 片 15片 ,

石 錐 1点

D20eO N-59° M「 楕円形 夕舶 皿 状 自然 縄文式上器片5片

D20fO N40°一E 楕円形 垂 直 平 坦 自然 縄文式上器片43片 第151図

D20eO N-32° Vヽ 楕円形 垂 直 平lH 自然 縄文式上器片13片

E21b9 円  形 1 42 外傾 平 坦 自然
縄 文 式 上 器 片 34片 ,

上 製 円 板 1点

D21h5 N28°一E 楕円形 (136) 垂 直 平 坦 自然 縄文式土器片12片 S146が新

D21h5 N32°―E 楕円形 垂 直 平 坦 自然 縄文式土器片4片

D21h6 N-79°一E 楕円形 0 29 ケ順 平lH 自然

D21gs N-12°一E 楕円形 0_82 ケ順 平 坦 自然

D21hG N-96°一E 楕円形 緩 斜 平 JII 自然

D21h7 円  形 垂 直 平lB 自然

D21i 円  形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片1片

E21aO 円  形 垂 直 平坦 自然
縄 文 式 上 器 片 59片 ,

四 た12点 第151図

D22,1 円  形 夕順 平旦 自然

D22il 円  形 0 47 タト1員 平坦 自然

E22d2 N-25° 一ヽV 楕円形 緩 斜 平坦 自然

E22e6 N-6生 E 楕円形 0_20 緩 斜 平坦 自然

D21,6 N-87° 一ヽV 楕 円形 緩 斜 皿 状 自然

117 D20d8 N57° 一ヽA/
不  整
楕 円 形 外 傾 平 坦 自然 縄文式土器片48片

D20d9 N63°一E 楕円形 期 平lB 人為 縄文式上器片13片

E21be 不   明 不  明 ⑩ 6の 垂 直 平 坦 自然 縄文式土器片1片 S150が十日

C19g3 N-43°一E 楕円形 垂 直 平 坦 自恭
縄 文 式 上器1点,縄 文 式
上器片226片 ,磨石1点

S133が 1日 ,

SD5が新,縄文 第 48図

C19e4 N-61°一ヽAr 不  明 (1.16) (078) 夕順 平 旦 自然 畏魏
縄

SK93カ辮砧縄文
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⑤

パ．
A

⑫
工

ＳＫ
⑬

ローム粒子少量,焼土粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量,締 ま り有 り

kl
土層解説

1褐
2褐

3明 褐 ば
一

く
|

B'く |A

A 22.6m

A22.3m

A 22.3m

パ

色

色

色

A

A A'

B' C

SK9.10

ご
一

o            2m

―

B
SK 8

A 227m

B 22.9m

SK 5

hl
土層解説

1暗 褐

2 暗 褐

3 褐

227m

生 227m   二

SK l

色 ローム粒子中量

色 ローム中ブロック少量,炭化物

微量

色 ローム粒子多量,締まり有り  B量
，

締ま

ゐ

盟

ェ

SK 10    (Ξ妻と)ミミ=耳グ
ダ・章===″

:ノ

`(9

第139図 土坑実測図(I)
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パ
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SK 18

土層解説

褐  色

褐  色

褐  色

⑬
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A

生 2&2m  止

SK 21

A'

⑬
３２

Ａ
一
　

　

Ａ
一

３せ
パ
一　
　
ド
一

SK14

刊 ⑮引

B 23.2m

SK19

ローム粒子中量, ローム小プロック少量
ローム中・大ブロック中量,粘性有り
ローム粒子少量,軟質

く
|

第140図 土坑実測図 (II)
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④

工

②

止

A23.8m

A 23.7m

A23,7m

SK 28

S125

/

SK29・ 30。31

SK 33・39

SK 36

0               2m

A
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④

ェ
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Ａ
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ェ
A 240腑

SK 31/ SK 30(SK 29

第141図 土坑実測図 (III)
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―

低

齢

旧

ノ

ー瓜

土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量,腐蝕土
2 掲  色 ローム粒 子多量,ローム

小プロック微量,締まり有り
3 褐  色 ローム粒子少量,ロ ーム

小ブロック微量

B 24て
)m

A

A 237m

A 23.9m

SK 41

⑤ 引

パ

生 2a7m  止

SK 40 ●
/

kl

S130 ぐ
ヽ
―ヽ

く
|

B 23.8m

―里二23.3m     
・キ

く
|

B'

Ｅ

卜
．０
劇

ぼ  く
|

ローム粒子多量,炭化粒子微量
ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量,ローム小ブロック微量
ローム粒子少量,軟質

SK 43

色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック・焼土
粒子・炭化粒子微量

2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,

焼土粒子・炭化粒子微量,締まり有り
0               2m

色
旱晟査→堀座黙

義口~ム小ブロック少量,炭イ艶 1轄咤
色

色

色

色

SK 37

④ 刊

翻
　
　
　
　
褐
褐

研
褐
　
褐
晴
明
褐

第142図 土坑実測図 (Ⅳ )
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B

B23.7m

C

⑤ kl

B'

B'く |

kl

土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ローム小ブロック中量,

焼土粒子・炭化粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子・ローム中プロック少量,焼土

粒子・炭化粒子微量
3 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック微量,

軟質
4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック微量
5 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック・焼

土粒子・炭化粒子微量,締まり有り
6 褐   色 ローム粒子多量,締まり有り
7 褐   色 ローム粒子多量,ローム大ブロック少量,

締まり無し
8 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,

締まり有り
9 褐   色 ローム粒子多量
10 明 褐  色 粘土く

|

~~｀

、ヽ____、＼ヽ_ノ
//ノ

/~~sK 44

二 2缶7mく十  二

SK 48

A23.8m

SK 49

kl G刊

く
|

―

曲

酬

側

Ｍ

刷

∪

Ｆ

ご
一

A

A 23.3m

土層解説

1褐  色

2暗 褐 色

3明 褐 色

4褐  色

5褐  色

第143図

SK 45・ 46

ローム粒子・ローム小ブロック少量,締 まり有 り
ローム粒子中量,締まり有り
ローム粒子多量,締まり有り
ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量
ローム粒子中量,ロ ーム小アロック少量,締まり有り

上坑実測図(V)

SK 51

0             2m
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SK S601

く
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SK 55・ 66

01

Ｂ
一　
一
Ａ

A23.3m

④刊

土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム

小。中ブロック少量,

秋質
2 褐  色 ローム粒子多量,軟

質
3 褐  色 ローム粒子少量,締

まり有り
4 明 褐 色 ローム粒 子 多量,

ローム小・中ブ ロッ
ク少量,締 まり有り

5 褐  色 ローム粒 子 中量,

ロームJヽブロック少

量,締まり有 り
6 明 褐 色 ローム粒 子 多量,

ローム大プロック少
量,締まり有 り

7 明 褐 色 ローム粒子多量,ロー
ム大ブロック中量

0               2m

第144図  土坑実測図 (Ⅵ )
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土層解説
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色
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色

色

色
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ローム粒子少量 ,
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色
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第 145図  土坑 実測図(Ⅶ )

土層解説

1 褐

2暗 褐

ズ    3黒 褐~   4黒
褐

5 褐

B'

SK 61

ローム粒子多量,ローム小・中ブロック微量
ローム粒子少量,ローム小ブロック微量
ローム粒子中量,ローム小アロック微量,締まり有り
ローム粒子多量,ローム小プロック少量,軟質

〆

E
0
0
劇

口
|

SK 67

炭化粒子微量,軟質
ローム小ブロック中量,軟質

軟質
ローム小・中プロック少量,軟質

軟質

0             2m

パ
一

④

パ一

止
―

工

SK 65
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④

パ一
AA

A23.7m

SK 69

A 23.7m

B

C          C'

―
土層解説

暗 褐

褐

褐

褐

暗 褐

口
|

SK 71

E

0
劇

く
|

上層解説

1暗 褐

2褐
3 褐

4褐
5褐
6褐

土層解説

1 褐

2褐
3 明 褐

4 明 褐

5褐

色

色

色

色

色

色

ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック少量,軟質
ローム小ブロック少量,締まり有り,硬質
ローム粒子少量,炭化粒子微量,結まり有り,硬質
ローム粒子中量,ローム大プロック少量,軟質
ローム粒子多量,軟質
ローム粒子少量,ローム大プロック微量,硬質

パ

SK 75,76

ローム粒子中量
ローム粒子多量,ローム中ブロック少量
ローム粒子多量,コーム小。中プロック少量,締まり有 り
ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック中量,焼土粒子微量
ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量,締まり有 り

0             2m

⑤

労
パ一

だ
一

●

ュ
Ａ
一
多

色

色

色

色

色
色

色

色

色

色

A 23,7m

SK 72・ 73

焼土粒子微量
ローム粒子少量
ローム小プロック・炭化粒子少量

炭化粒子極微量,粘性あり,硬質
炭化粒子極微量,締 まり有り

第146図 土坑実測図 (Ⅷ )
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（倒）
　
パｆば

SK 77・ 78

ローム粒子中量,ローム小プロック微量

ローム粒子多量,ローム小ブロック微量,締まり有り

ローム粒子中量,ローム小プロック少量,軟質

ローム粒子中量,ローム中ブいノク微量,軟質

bl
」

乱

―

‐

‐

Ｊ

Ｆ

01

A 23.6m パ  
°

|

土層解説

1暗 褐

2 褐

3 褐

、＼＼  Sl

色

色

色

色

褐

褐

明

褐

褐

色

色

色

ローム粒子中量,ローム小ブロック微量,締まり有り
ローム粒子多量,ローム中ブロック徹量,締まり有り
ローム粒子多量,ローム中・大ブロック少量,締まり

有り

④ 引

A 23.6m

土層解説

1 暗 褐

2 褐

3 褐

4 明 褐

5 褐

6  4島

ローム粒子中量,焼土粒子微量
ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量
ローム粒子中量,締まり有 り
ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック少量,締 まり有 り
ロエム粒子多量,締 まり有り
ローム粒子少量,軟質

0             2m

色

色

色

色

色

色

無苫顕

第147図 土坑実測図(Ⅸ )
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A 23.4m

SK 82

hl＼
＼

S127

A 23.7m

上層解説

1暗 褐

2褐
3 褐

4褐
5 明 褐

A234m    翌生

ー

SK 85

ローム粒子中量,ローム中ブロック少量

ローム粒子中量,ローム小ブロック少量

ローム粒子中量,焼土小ブロック少量,締 まり有り

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,締 まり有り      上

ローム粒子多量,ローム大ブロック少量,焼土粒子・炭化粒子微量,

締まり有り

bキ

パ

いキ 口
|

パ 2褐

3 褐

4褐
5 明 褐

6 明 褐

=全-237m

SK 88・ 89

土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量,ロー

ム小。中ブロック・焼土

粒子・炭化粒子少量

色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,炭化

粒子微量

色 ローム粒子中量

色 ローム粒子中量

色 ローム粒子多量,ローム大ブロンク少量

色 ローム粒子多量

0               2m

拶

A23.5m      望上

ばるエ

引C)引 ⑤

止

‐ 2缶4m  止

す
SK 86

SK 87

土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小ブロック・炭化粒子少量,焼土粒子微量
2 褐   色 ローム粒子・ローム小。中プロック少量,締 まり有り
3 暗 褐 色 ローム粒子少量,ローム小プロック中量,炭化粒子微量,締ま

り有り

4 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック微量
5 明 褐 色 ローム粒子多量,軟質

パ
一

SK 83

A

⑮ 引

パ

E
0
0
N

口
|

パ

色

色

色

色

色

Ｇ

二

AA

A 23.5m

SK 90

イ
引

第148図 土坑実測図(X)
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A 23.5m

中申］韓中韓韓　攀］

５

６

７

８

９

１０

■

　

１２

‐３

Ｇ

二

ば
一

土層解説

1 赤 褐  色 焼上ブ ロック

2 赤 褐  色 焼土粒子・ 焼土小。中ブ ロック中量

8 赤 褐 色 焼土粒子中量,軟質

4 暗 赤 褐 色  ローム中ブ ロック・ 焼土粒子・ 焼上中

ブ ロック中量

ローム粒子・ 焼土粒子少量

焼土粒子・焼土小ブ ロック少量,軟質

焼土粒子 中量,締 ま り有 り

焼土粒子極微量,硬質

焼上粒子微量,部分的 に締 ま り有 り

焼土粒子微量,締 まり有 り

ローム粒子少量,焼土粒子 多量,焼土

小ブ ロック中量

焼土粒子少量,締 ま り無 し

ローム粒子多量,焼土粒子中量,焼土

小ブ ロック少量

暗 赤 褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子多量,焼土

小ブロック中量,炭化粒子少量

によい赤褐色 ローム粒子微量,焼上粒子中量,焼土

小・中プロック少量

赤 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子多量

暗 赤 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・焼土小ブ

ロック・炭化粒子多量

ローム小・中ブ ロック少量,締 ま り有 り

ローム粒子・ 焼土粒子極微量

A

A 23.4m

SK 100
0               2m

色

色褐

褐

暗SK 92

A

廻D引 〇

二

パ
一

ズ
一

バ

極暗赤褐色 焼上粒子中量,焼土小ブロック少量,締まり有り,硬質

にない赤褐色 ローム中ブロック中量,焼土粒子・焼土小ブロック少量,  SK 96

暗

締まり有り

赤褐 色 焼上粒子中量,焼上小ブロック微量,硬質

止 2&4m   止

SK 99醜

　

褐

　

褐

褐

褐

解層

褐

明

　

明

明

暗

土

A 23.5m

A 23,2m

色 ローム粒子多量,炭化粒子・焼上粒子少量,締まり有り

色 ローム粒子多量,ローム小ブロック・焼土粒子少量,炭
化粒子微量,締まり有り

色 ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック中量

色 ローム粒子多量,娩土粒子微畳,軟質

色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,HIA質

輪   田
|

止 2&3m  二

土層解説

ぺ`
くこ三多/戸

~~ SK 95

第149図 土坑実測図 (� )
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A23.2m

⑮

止

パ
一

口
|

A23.2m

土層解説

にない橙色

褐   色

明 褐 色

明 褐 色

褐   色

明 褐  色

1

2

3

4

5

6

～

μ

蕊鬱
〆
一　
　
〆
一

③
２ｍ

Ａ

一　
　

　

Ａ

一

パ

⑤
止

◎

止

止 2缶2m  止

SK 108

で

二

A23.3m

SK106

1

パ 2
~~‐

3

4

5

6

引廻酌引

A

A23.2m

SK102

S K 101

ローム粒子中量,炭化粒子・焼土粒子微量,締まり有り

ローム粒子中量,炭化粒子微量

ローム粒子多量,ロ ーム中。大プロック少量,炭化粒子微 A
量締まり有り

ローム粒子多量,ロ ーム大プロック少量,炭化粒子微量,

締まり無し

ローム粒子多量,炭化粒子微量

ローム粒子多量

A23,3m

O

S K103

褐   色 ローム粒子多量,炭化物微量,締まり有り

暗 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子微量,締まり有り

暗 褐 色 ローム粒子中量,ローム小ブロック微量,締まり

有り

黒 褐 色 ローム粒子多量,ローム小ブロック・炭化物微量,

締まり有り

黒 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子・焼上粒子微量,締ま

り有 り

黒 褐 色 ローム粒子・炭化物微畳,締まり有り,硬質

第150図 土坑実測図 (� )
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ツ⑤引
パ

A

儘円）
ド一　　　∬一

尽蛉）ｒ
一　　　∬一

◎

◎

２ｍ

A

A

A 232m

― SK l12

A23

す
SK l13

A23.2m

S K l14

A23.2m

ヤ
SK l15

A'

●/
A23.2m 止 口

|

SK lll

彿恕
だ
一　
　
〆
一

AA

土層解説

1暗 褐 色

2暗 褐 色

3褐  色

4褐  色

5褐  色

ローム粒子微量,ローム小ブロック少量,炭化粒子

中量,炭化小ブロック少量,締まり有り

ローム粒子。ローム小。中ブロック・炭化粒子・炭化

小プロック少量,締まり有り

ローム粒子・ローム小・中ブロック・炭化粒子少量,

締まり有り

ローム粒子中量,炭化粒子少量,締まり有り

ローム粒子中量,ローム大ブロック少量

⑫

止

A バ

止 2&2m  止

SK l16

A23.2m 止 止 254m

⑤

止
A

SK l17

,

SK l18

第 151図 土坑実測図 (Xlll)

B 23.7m

色 ローム粒子中量,ロ ーム小。中ブロック少

色 ローム粒子多量,ローム中ブロック少量

色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック少量,

締まり無し

色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック少

量,軟質

色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック少

量,軟質

0 2m

K62
土層解説

1暗 褐

2褐
3暗 褐

4褐

5褐

墓 噴SKl19

―-195-―



3溝
当遺跡からは,総数10条の溝が検出されている。第 1～ 4号溝については,そ の形状 と周囲の

地割 りの様子から推察すると,区画溝の性格 をもつ ものと思われるが,詳細は不明である。第 7

号溝については,後述 し,そ れぞれの溝の解説は一覧表の中に掲載する。

表 3 溝一覧表

第 7号溝 (第 155図 )

位置 調査区の西部。 E22区 に確認された。重複関係 第 9・ 10号溝 と重複するが,本跡の方が

古い。規模 と形状 上幅1.40～ 2.00m,下幅0.10～ 0.14m,深さ0.70～ 0.88m,全長 (21.24)mを

測 り,断面形はV字状を呈する。主軸方向 N-15°一E。 北西～南東に直線状に延びる。

高低 北西端部は,標高22.12m,中 央部22.1lm,南東端部22.1lmで水平である。覆上 自然

堆積。黒色土・暗褐色上で締まりが有 る。

遺物 縄文式土器57点,土師器21点 (内,赤彩 4点 )が覆土から出上 している。

所見 本跡は,壁面 もしっか りしてお り,当遺跡内においては大形の溝である。調査区域 を横

切ってお り,一部の調査であったため時期・性格等を特定することはできなかった。

濤
番
号

位  置 主軸方向 断 面

規 模  (m)
壁 面 底 面 覆 土 出 土 還 物 備  考

長 さ 上幅 下幅 深 さ

1 B2,C2 N29°一E 皿  状 38.80
034～

1_74
012～

1 48
020～

0_35 外傾 凹 凸 自然
縄文式上器片 17片
土師器片1片

SD2と の新 I日

関係は不明
第152図

2 C2 N-58°一部〆 皿  状
024～

0 43
023～

0 38
007～

0 10
夕朧 凹 凸 自然

縄文式上器片112片
土師器片32片 第152図

3 A13 N-72°一ヽV 皿  状 13 08
062～

1 00
0,46～

0 90
015～

0 20
夕朧 凹 凸 自然

縄文式上器片22片
土師器片4片

SK19が十日
第153図

4
A13
A14 N-79° 一ヽV 逆台形 49 83

040～
1 38

024～
1 26

008～
0 19 外傾 凹 凸 自然 4E

SK26が十日・SK
62が新

第153図

5 C19 N-76°一E 逆台形 20 00
058～

0 84
018～
064

029～
0 35 獅 平 坦 自然

縄文式上器片10片
土師器片4片

S13・ 5'SK
120が 十日

第154図

6 D20 N18°一部「 逆 台 形 21 68
056～

0 95
0.34～

0 56
020～

0 38
夕順 平 坦 自然

縄文式上器片135片
土師器片23片

SK41・ 43が 十日
第154図

7 E22 N‐ 15°一ヽV V字状 20 50
140～

2 00
010～

0 14
070～

0 88
緩 斜 平 坦 自然

縄文式上器片57片
土師器片21片

SD9・ 10が新
第155図

8 E22 N-65° 一ヽV 皿  状 (574)
(084)～

(106)
(058)～

(118)

012～
0 28

緩 斜 平 坦 自然 征

第156図

9 E22 N-77° 一E 皿  状 (1278)
0 36～

1 08
0 08～
044

005～
0.09

緩 斜 平 坦 自然 縄文式上器片1片
SD7が十日

第156図

E22 N-89° 一ヽV 皿 状 (1280)
0 68～

1 80
008～

1 28
018～

0,75
緩 斜 平 坦 自然

SD7が十日
第156図
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ローム粒子少量

ローム粒子多量j締 まり有り

ローム粒子少量
ローム中ブロック少量

口‐ム粒子多量,締まり黎 し

コーム中プロック少量

E

ローム粒子少量

ローム粒子少量,締まり有 ,

ローム粒子少量

ローム粒子多量,締まり無し

口_ム粒子少量

ローム粒子多量,締まり有 り

色

色

色

色

色

色

A23.Om

B

D

土層解駐

1褐
2 褐

3禍
4褥
5捐
6 暗 格

D'

B'

F'F

色

色

色

色

　

　

色

色

蜘

褐

褐

禍

褐

　

蜘

辟

呻

ローム粒子多量
ローム粒子多量 締まり無し
ローム粒子多量

色

色

色

説
・

解層

褐

掲

褐

土

二

ウ

ツ

―-197-198-―第152図 第 1・ 2号薄実測図





_、 S141

く '

A'A
-23.4m

ぐ
B

B'

かヽ
６

母
'

E
―一-23.4m

Ｆ

戸
　
．
√

」Ｆ
一

】

ｇ
．

ぐ

SD 6

色

色

　

色

色

　

色

色

土層解説

1黒 褐

2暗 褐

褐

褐
　
　
　
褐

里
宣

【
　

褐

暗

ぐ '

く

ぐ

∬
B'

0            1m

ローム粒子中量,軟質
ローム粒子多量,ローム小～大
ブロック中量,軟質
ローム粒子少量,粘性有,軟質
ローム粒子少量,炭化粒子微量,

軟質
ローム粒子少量,締まり有り

砂粒微量,崩れやすく軟質

土居解説

1黒 褐 色

2嗜 褐 色

3暗 褐 色

4具 褐 色

5褐  色

6褐  色

7黒 褐 色

―-201-―

G

H

lm

ローム粒子・ローム小ブロック少量,炭化粒子微量,軟質
ローム粒子・ローム小ブロック少量, ローム大ブロック微量
ローム粒子・ローム大・中ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子微量,締まり有 り
ローム粒子・ ローム小ブロック少量,軟質
ローム粒子中量,ロ ーム大アロック少量,締まり無し

ローム粒子・ローム大プロック少量,締まり無し

第154図 第 5・ 6号濤実測図

E'

is



>

E
――…23.2m

1

2

3

4

∬

>

B B'

夢

多
>

O/

D9
/

S

>

>

E'

SD 10

タ

lm

0         2m

夢
F'

D             lm

5

6

7

8

身

一

土層解雌

景 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 禍 色 ローム粒子多量

黒 椰 色 ローム粒子多量

黒 褐  色  ローム粒 子多量

黒 褐 色 ローム粒子中量,ローム中プロック少量

暗 褐 色 ローム粒子多量,軟質

禍   色 ローム粒子多量,硬質

――-23.2m

―-202-―

第15,図 第 7号滞実測図



「 ＼
/
卜
‐ 卜 j｀

∫

B'
Ｃ ＼

ｅ Ｖ ズ ツ ％
／ あ

A -2
3.
2m

B C E

A'

C'

0 
  
  
  
1m

E'

土
層
解
説

1 
黒
 
褐
 
色
 

ロ
ー
ム
粒

子
・

ロ
ー
ム
小

。 中
プ

ロ
ッ
タ
少
量
,軟

質

2 
明
 
褐
 
色
 

ロ
ー
ム

中
～
大

プ
ロ

ッ
ク
中
量
,粘

性
有

り

Ｆ 一 イ

第
15
8図

 
第

8・
9。

10
号

滞
実

測
図



4 土製品 。石器 (第 157～ 160図 )

本項では,当調査区から出土とフた土製品・石器について,そ れぞれの法量及び特徴等を一覧表

にまとめ,形状については実測図として掲載する。

〕          5cm

第157図  土製品実測図

表 4土製品一覧表

円

―――Ｉ

Ｕ

一

励

‐ ‐Ｉ

Ｕ

２

一

∩

倒
一 ⑥

‐臓
螂

図版番号 器  種

法 旦
塁

出 土 地 点 台帳番号 備 考
最 大 長

(cm)
最 大 幅

(cn)
子し  そ至

(cm) '享

 さ
(cm)

重  量
(g)

第131図 H 球状土錘 S117北部床面 DPl 100%PL37

〃   12 球状土錘 S117北部床面 〃 2 100%PL37

〃   13 球状土錘 07 S117 Jヒ音Ь床面 〃 3 100%PL37

″   14 球状土錘 32 2 S117北部床面 〃 4 100%PL37

球状土錘 32 3 S117北部床面 100%PL37

〃   16 球状土錘 S117北都床面 〃 6 100%PL37

〃   17 球状土錘 S117北部床面 〃 7 100%PL37

第 10図 13 有孔円板 (320) S126北西部覆土上層 〃 8 50%PL37

〃   14 土製円板 S126北束部覆土上層 〃 9 100%PL37

〃   15 土製円板 S126中 央部覆土上層 〃  10 100%PL87

〃   16 土製円板 S126中 央部覆土上層 〃 11 100%PL37

〃   17 土製円板 S126北東部覆土上層 〃 12 100%PL37

″   18 土製円板 (49) S126北西部覆土上層 〃 13 40%

第 12図 13 土製円板 11 S127中 央部覆上下層 〃  14 100%PL37

第157図 1 土器片錘 77 52 S140東部覆土上層 〃  16 100%PL37

〃  2 土製円板 37 S146南東部床面 〃  17 100%PL37

第 40図 12 土製円板 S147中 央部覆上下層 〃  18 100%PL37

第 52図 8 土製円板 SK59床面 〃 19 100%PL37

第157図 3 土製円板 1_0 17_2 表採 〃 20 100%PL37

〃  4 土 偶 片 (9_5) (84_4) トレンチ 〃 21 20%PL37

〃   5 管状土錘 19 トレンチ 〃 22 100%PL37
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表 5 石器一覧表

図版番号 器  種

法 量

石 質 出 土 地 点
帳
号

台
番 備 考

最 大 長
(cm)

最 大 幅 最 大 厚
(cm)

重  量
(g)

第158図 1 石  鏃 27 17 チャー ト S19南東部覆土上層 Ql PL39

第 28図 18 石  鏃 (18) (20) チャー ト S133覆上 〃 2 PL39

第158図 2 石  鏃 (15) 05 チャー ト S139東部覆土中層 〃 3 PL39

〃   3 石  鏃 チャー ト 表採 PL39

〃  4 石  鏃 (17) チャー ト 表採 PL39

〃   5 尖 頭 器 6.9 流 紋 岩 トレンチ PL39

〃  7 肖U   君手 A,レンフェアレジ 表採 PL39

〃  9 石  匙 チャー ト 表採 PL39

〃   10 石  匙 17 黒 曜 石 表 採

第 28図 19 石  匙 チャー ト S133中 央部炉内 PL39

第158図 6 石  錐 チャー ト SK99覆土 PL39

〃   12 黒J  片 流 紋 岩 S117南西部覆土上層 使用痕 PL39

第 40図 13 剰  片 碧  玉
(チ ャー ト)

S147南東部覆土上層 〃26 使用痕 PL39

第158図 13 剰   片 メ ノ ウ SD7 覆土 PL39

〃   14 劉   片 メ ノ ウ トレンチ 使用痕 PL39

〃   15 石  核 13 チャー ト SI 9南東部覆土上層 PL39

〃   16 石  核 頁  岩 S111南東部覆上下層 PL39

〃   17 石  核 黒 曜 石 S143東部床面

〃   18 石  核 13 メ ノ ウ トレンチ PL39

″   8 石  核 13 12.ユ チャー ト 表 採 PL39

〃  11 盤形石斧 頁  岩 SI 9南東部覆上下層 〃 7 石貪I片 を二次加工 PL40

第 33図 18 磨製石斧 (30) 17 (170) 輝 緑 岩 S135北東部覆土上層 PL40

第 42図 12 磨製石斧 27 220 6 輝 緑 岩 S150北部床面 PL40

第 50図 8 打製石斧 (58) (1199) 安 山 岩 SK26市東部覆上上層 PL40

第159図 19 打製石斧 10.9 1.8 157 8 安 山 岩 表 採 PL40

〃   20 打製石斧 (10.5) (1560) 砂  岩 表 採 PL40

〃   21 磨  石 6.2 268 3 安 山 岩 S11西部覆上下層 PL40

〃   22 磨  石 (4.8) 9658) 安 山 岩 S113西部覆上下層

〃   23 磨  石 13.0 465,7 安 山 岩 S117南西部床面 PL40

〃   24 磨  石 (5.2) 37 (168.0 花 間 岩 S118東部床面 PL40

第 25図 16 磨  石 536.0 安 山 岩 S132中 央部炉内

第 33図 17 磨  石 202.8 安 山 岩 S135北束部覆土上層 PL40

第159図 25 磨  石 (56) ①2.0 安 山 岩 SX37東部覆土上層

〃   26 磨  石 51 73_7 安 山 岩 S141西部覆上下層 〃22 PL40

〃   27 磨  石 292.8 安 山 岩 S142南部床面 PL40

第 40図 14 磨  石 (71) (49) (169,9) 安 山 岩 S147中央部覆上下層

第 51図 6 磨  石 (93) に95_の 安 山 岩 SK47 1ヒ束部覆上下眉 PL40

第 54図 9 磨  石 (64) 57 (1440) 安 山 岩 SK120覆 土
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図版番号 器  種

法 量

石 質 出 土 地 点
帳
号

台
番 備 考

最 大 長

(cm)
最 大 幅

(cm)
最 大 厚

(cm)
重  量

(g)

身き159彊]28 磨  石 (6.9) (3385) 安 山 岩 トレンチ Q43

〃   29 磨  石 221 2 安 山 岩 表採 〃55 PL40

第 20図 20 石  皿 (8708) 花 蘭 岩 S133中 央部覆土上層 PL38

第160図 32 石  皿 (117) 8,7 (5647) ミ,レ ンフェアレ 表採 〃52 PL38

第 20図 15 凹   石 1444.9 片 麻 岩 S130北部床面 土器片囲い炉の一部。PL38

第160図 33 凹   石 550 0 片 麻 岩 SKlll 床面 PL38

第 50図 9 石  棒 G47妙 緑泥片岩 SK26南西部覆上下層 〃30 PL38

身も160屁]41 石  棒 41 284 0 流 紋 岩 トレンチ 〃38 PL38

〃   42 石  棒 (8.5) 23 (101.8) 流 紋 岩 トレンチ PL38

〃   43 石  棒 (24) (65,9) 砂  岩 トレンチ

〃   44 石  棒 (100) (129,0 安 山 岩 トレンチ PL38

〃   40 石  棒 (21.6) 4290.0) 安 山 岩 表採 PL38

〃   34 砥   石 (10.4) (1706) 砂  岩 トレンチ

〃   35 祗  石 1.8 114 7 砂  岩 トレンチ

〃   36 祗  石 630 鍵 炊 看 質
の 流 紋 岩 トレンチ

〃   37 砥  石 12 凝 灰 岩 質
の 流 紋 岩 トレンテ

〃   38 祗  石 (308)
凝 灰 岩 質
の 流 紋 岩

トレンチ 〃46

〃   39 祗  石 17 (296)
VA・ 灰 岩 質
の 流 紋 岩

トレンチ

身も159彊]30 軽  石 7.3 藍  石 S139北部覆上下層

〃   31 軽  石 27 軽  石 S146北西部覆土上層
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第 5章

第 1節 縄文時代について

当調査区から検出された縄文時代の遺構は,竪穴住居跡18軒,竪穴遺構 1基,土坑 6基,屋外

炉 1基である。時期的には,縄文時代中期の加曽利EⅢ式期に入る遺構が中心であるが,竪穴住

居跡の中に加曽利EⅣ式期に比定される住居跡が 1軒含まれている。遺物は,縄文式上器では加

曽利 EⅢ 式のキャリパー形の深鉢形土器を中心に,鉢形土器・器台形土器が出上している。土製

品は,土器片錘・土製円板・有孔円板・土偶片が出土しているが,全体的に数は少ない。石器 も

数は少なく,石鏃・石斧 。石匙・磨石・石棒等が出土している。本節においては,竪穴住居跡と

縄文式上器について整理し,当遺跡の特色の一端について記述する。

1 竪穴住居跡

縄文時代の住居跡は,調査区の中央部東寄 りに 8軒が,中央部西寄 りに 3軒が検出され,東部

か らは 7軒が検出されている。出上 した土器から 2つの時期に分けて,平面形状・規模・炉・柱

穴についてその特徴 を述べる。

(1)加 曽利 E皿式期

該期の住居跡は,17軒で,調査区中央部東寄 りに多く検出されている。

平面形は,円形が 6軒 (第27・ 29・ 31・ 34。 38・ 51号)と 一番 多 く,つ いで楕円形 (第 25・ 26・

28・ 52号);不整円形 (第 32・ 33。 36・ 50号)がそれぞれ 4軒,不整楕円形 (第 30。 35号)が 2軒検

出されている。他に,柱穴・炉床だけが確認 されただけで,形状 を捉えられないものが 1軒 (第

20号)検出されている。

規模 は,面積で分類すると10m2未満が 3軒 (第 33・ 34・ 52号),10m2以上～15m2未満が10軒 (第

25・ 26・ 27・ 28。 29・ 30。 32・ 36・ 38・ 51号),15m2以上が 4軒 (第31・ 35・ 47・ 50号)で ある。

炉 は,地床炉で,第30号住居跡か らは土器片囲い炉,第 34・ 38・ 50号住居跡からは,土器埋設

炉が検 出されている。炉をもたない住居跡は, 3軒 (第 25。 28。 31号)であるが,他に,調査区域

外にかか り,全体の調査ができなかった住居跡が 1軒あった。炉の設置位置については,ほ とん

どが住居跡のほぼ中央部であ り,第 30号住居跡の上器片囲い炉は,北壁寄 りに設置されてお り,

当遺跡内においては異色である。第38号住居跡の上器埋設炉は,石こそ使用されていないものの

大木式期の複式炉の形態に似てお り,近 くの第33号住居跡から出土している大木9a式に比定され

る深鉢形土器 と考え合わせた時,大木文化 との交流を窺 うことができる。

柱穴は,方形状に配列される住居跡と壁に沿って円形又は椿円形に配列される住居跡に分けら
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れる。前者のタイプとしては,第 28。 30'31。 34・ 38号住居跡がある。後者は,第 26。 27・ 29・

32・ 33・ 35。 36・ 50・ 51号住居跡である。

(2)加 曽利 EⅣ式期

該期の住居跡は第47号住居跡のみで,当調査区の東端の第50・ 51号住居跡に近接 して検出され

ている。平面形は円形を呈 し,直径4.56mの規模 をもつ住居跡である。遺存状態が良好で,深 目

の壁周溝 と壁周溝内に打たれていたと思われる柱穴が明瞭に確認されている。炉は,床面中央に

設置され,柱穴は,壁に沿って10か所が検出されている。本住居跡は,加曽利 EⅢ式期の第26。

27・ 29・ 32・ 33・ 36・ 50・ 51号住居跡の柱穴の配列に,共通点を見出すことができる。

2 縄文式土器

当調査区からは,縄文時代前期から後期にわたる土器片が出土 し,それらは,前期の黒浜式 ,

中期 の大木9a式・加曽利 E式,後期の称名寺式・堀之内式 。加曽利 B式・安行式の上器片であ

る。その中で,遺構に伴 うものは加曽利 EⅢ・ EⅣ式であ り,こ の項では,そ の 2期の土器につ

いて器形,文様の特徴について述べ る。

(1)加 曽利 EШ式上器

力日曽利 EⅢ式期の,主な深鉢形土器の特徴 を整理す ると以下の 4通 りになる。

I種は, この時期で古手の文様 を有する土器 として,連孤文をもつ土器が出上 している。器形

は,胴部が緩 くくびれ, 口縁部に向かって内彎 しながら開 く形状 をもつ深鉢形土器である。地文

には,撚糸文,櫛歯状工具による条線文が施されている(第28図 12・ 13,第42図 1)。

H種は,キ ャリパー形を呈する深鉢形土器で,口 縁部は平縁 と波状縁の両者がある。文様帯は,

口縁部文様帯 と胴部文様帯が明瞭に区画され, 口縁部文様帯を隆線 と沈線による渦巻文 と楕円文

で区画 し,胴部文様帯には沈線による直線的磨消帯 を垂下 させている(第 8図 5・ 6・ 7,第 32

図 1・ 2'4,第 27図 2)。 これは,南三島遺跡 6・ 7区 (下 )の分類による第 I tta種 に属すると

思われる土器で,当調査区出上の上器では,こ の種のものが頭著である。

Ⅲ種は,両側にナゾリを加えた隆線による大柄 な渦巻文 を主 とする曲線的文様が,器全体 に施

されている胴部隆帯文を有する土器である。 日縁部は欠損 してお り不明であるが,第 33号住居跡

出上の上器 (第 27図 1)は ,胴部中位に緩い くびれを有 し,胴下半部に膨 らみをもつ器形である。

底部は,大きめである(第 9図 10・ ■・12,第 27図 1)。

Ⅳ種は,Ⅲ種 と同時期 と思われる土器で,胴部に くびれをもち,口縁部に向かって内彎 しなが

ら開 く器形 をもつ土器である。口縁部文様帯が省略され,沈線によるU字状文,V字 状文,逆U

字状文,逆 V字状文の連結 した文様が器面全体に施 されている。沈線による区画内は,磨消され

ている (第30図 1,第 49図 1・ 2)。 この上器は,南三島遺跡 6・ 7区 (下)の分類の第Ⅲ類 C種 と
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共通すると思われる。

他の器種 としては,鉢形土器が第32・ 33・ 52号住居跡から出上 している。第32号住居跡か ら出

上 している土器は,肩部には りをもち, 口縁部は幅が広 く外傾 して開 く器形で, 日縁部は無文帯

で,肩部には両側にナゾリを加えた隆線による横位の楕円文・渦巻文が施されている。区画内と

胴部には,縄文が施されている (第 24図 5)。 他に,胴下半部に櫛歯状工具による維位の条線文が

施 された底部から胴部にかけての破片が出土 している (第24図 6,第46図 4・ 5)。

器台形土器は,第26号住居跡から 1点 出上 している。器受部から胴部にかけての破片で,全体

にヘラ状工具による丁寧なナデが施されている。脚柱部中位に,円形,楕円形の孔が 6孔空けら

れていたことが推察される(第 8図 4)。 形状的には,赤松遺跡の第34・ 36号住居跡出上のものと

類似 している。

(2)加 曽利 EⅣ式上器

加曽利 EⅣ式期の上器は,器形的にはキャリパー形を呈する深鉢形土器である。百縁部は狭 く,

微隆線により区画されている。胴部は,文様帯がせ りあが り,微隆線で区画された大柄 な縦位の

曲線的文様が施されている (第 39図 1)。 他に,胴部全体に縄文が施されている土器 も出上 してい

る (第39図 4・ 5)。

第 2節 古墳時代について

当調査区から検出された古墳時代の遺構は,竪穴住居跡28軒,竪穴遺構 1基,土坑 2基であ

る。いずれも,出上した土器の特徴から古墳時代前期に比定される遺構である。

ここでは,各遺構から出土した土器を器種ごとにその特徴を列記し,住居跡の重複関係を参考

にしながら時期についても若千触れておきたい。

1 竪穴住居跡

古墳時代の住居跡について,そ の特徴や新旧関係について整理する。

当調査区からは,28軒の住居跡が検出されている。道路幅の調査 ということで,15軒が調査区

外にかか り,住居跡の全体を調査することができなかった。これらの住居跡は,形状的にみると

方形を呈するものが12軒 (第 1・ 8。 10。 14・ 18。 19・ 21・ 37・ 39。 41・ 44・ 45号),隅九方形を

呈するものが15軒 (第 3・ 5・ 6・ 7・ 9・ 11・ 12・ 13。 15。 16。 17。 23・ 40・ 48。 46号),隅九

長方形を呈するものが 1軒 (第42号)である。規模的には,一辺の長さが 3m以上～ 4m未満が 8

軒 (第 1・ 5。 7・ 14・ 16。 21・ 23'44号 ), 4m以上～ 5m未満が 2軒 (第 37・ 45号), 5m以上

～ 6m未満が11軒 (第 3・ 6・ 8・ 10・ ■・15。 18・ 19・ 40,42・ 46号), 6m以上が 7軒 (第 9
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Ⅲ期

区亜ヨ Ⅲ期

。12・ 13。 17・ 39。 41・ 43号)で あ る。 6m

を越える大形の住居跡は 7軒であるが,そ の

内,隅丸方形を呈す るものが 5軒 (第 9。 12

・13・ 17・ 43号)で あ り,約 7割 を占めてい

る。炉は,地床炉で,ほ とんどの住居跡に設

置されているが, 3m以上～ 4m未満の住居

跡の中には炉 をもたないものが 3軒 (第 1・

21・ 44号)存在 している(表 8)。

これらの住居跡の新旧関係については,遺

構の重複関係からみると,重複 している所は,

第 8・ 9。 10。 11号住居跡 と第18・ 19号住居

跡の 2か所に検出されている。まず,調査区

の中央部東端の第 8・ 9・ 10・ 11号住居跡で

は,第 8。 9号住居跡 と第 9。 10号住居跡と

第10。 11号住居跡が互いに重複 してお り,前

者 3軒の中では第 9号住居跡が新 しい。第10

。11号住居跡の重複関係では,第 11号住居跡

が新 しい。第 8。 10号住居跡の比較では, と

もに出土遺物 も少なく,時期関係 を捉えるこ

とが難 しい。第 9号住居跡 と第11号住居跡で

は,出土遺物の関係から, もう 1か所の第18

・19号住居跡の重複により新旧を推察するこ

とができる。第18号住居跡 と,第 11号住居跡

の出土遺物 (壷 )の 形状に類似点が見いだせ

る。第 9号住居跡と第19号住居跡 (台付甕の台

部の整形,壺の下半部)に も類似点がある。こ

の関係か らみて,第 9号住居跡 と19号住居

跡,第 11号住居跡 と18号住居跡が同時期 と思

われ,第 19号住居跡より第18号住居跡が新 し

いことから,第 9号住居跡 と第11号住居跡の

関係では,第 11号住居跡の方が新 しいと言え

る。以上のことから,住居跡の時間差を整理第 161図  古墳時代住居跡分布図
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すると3期に分けることができる。 I期は,第 8号住居跡と古手の遺物を出上している第10号住

居跡を中心とする時期, H期は,第 9・ 19号住居跡を中心とする時期,m期は,第 11・ 18号住居

跡の時期である。

次に,前記の重複関係を基にして,各時期の遺構 と出土遺物の点で類似!く が多い遺構について

検討する(第 161図 )。

I期に属する住居跡は,第 8・ 10・ 17・ 41号住居跡の 4軒である。第 8'10号住居球は,出土

遺物が少なく,遺物で他の遺構 と比較検討することは困難であるが,土器分類の三 Bの (I),高

郭A等の古手の様オロを呈する遺物を伴う遺構 として,第 17・ 41号住居跡がある。第17・ 41号住居

隊をこの時期に入れ, 4軒の住居跡が当調査区の中では古手の遺構 と思われる。

H期に属する住居跡は,第 1・ 6・ 7・ 9。 13・ 16・ 19。 39。 40・ 42・ 43・ 46号住居跡の12軒

である。第 1・ 9。 13・ 16号住居跡からは,特徴をもつ甑が出土している。その中で,第 9。 13

・16号住居跡からは,さ らに甑に共伴する遺物として同形式の甕,同形式に近い甕,小形甕が出

土している。このことを合わせ考えて,甑に強い共通性をもつ第 1・ 13・ 16号住居跡をこの時期

に加えることができると思う。他に,第 9。 16。 19号住居跡出上の台付甕の台部 と整形に共通性

をもつ第46号住居跡も同時期 と思われる。第39号住居跡からは,多量の遺物が出土している。こ

の住居跡の出土遺物 と, 2種以上の器種に共通する形状をもつ遺物を出上している住居跡とし

て,第 9。 16・ 19・ 40。 43・ 46号住居跡が掲げられる。その第40。 43号住居跡も, この時期に加

えることができると思われる。 ミニチュア上器を,多量に出土している第 6・ 7号仁居跡もミニ

チュア土器の共伴関係等から考えて含めることができると考えられる。壷D(I)が第16・ 39号住

居跡,靖A(I)が第13・ 46号住居跡,高不 F(II)が第13号仁居跡出上のものと,共通性をもつ第

42号住居跡もこの時期であると考えられる。

Ⅲ期については,第 11・ 18号住居跡の 2軒である。この 2軒からは,前述の通 り,薄手で幅広

の口縁部 (複合口縁)を有するB(III)の壷を共通して出上している。他に,整形の特徴 としてもヘ

ラ磨きが施され,赤彩されている′くも共通している。

その他に,時期の決め手となる遺物が少なく,分類に入れなかった住居跡として第 3・ 5・ 12

・14・ 15。 21・ 23・ 37・ 44・ 45号住居跡の10軒がある。

以上,重複関係をもとに遺物の形状比較により,住居跡の時間差について推察した。その結果,

当遺跡は,古墳時代前期にあって,様々な生活環境の変化に適応しながら数回にわたり集落が形

成され,推移していったことが窺える。
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2 土師器

当調査区から出上 している土師器は,甕,台付菱,壺,IH,鉢,甑,高年,器台, ミニチュア

土器である。それぞれの器種については,形態的特徴 をもとに分け,必要なものは更に細分する。

(1) 姿 日縁部・胴部の形態差を中心に分ける(第 162図 )。

A 幅広の口縁部をもつ ものである。胴部は,最大径 を中位にもち球形を呈する。当調査区の

中では古手の様相 を呈する。口縁部の形態差により2つの特徴がみられる。

(I)口 縁部は,頸部から「 く」の字状に開き頸部に締まりが有る。肩部のは りが弱 く,突出

した平底の甕である。(1)

(H)口 縁部は垂直に近 く開き,輪積痕 を残す。肩部がは り胴部は球形を呈する。(2)

B 幅の狭い口縁部で外傾 して開 く。肩部のは りは弱 く,胴部は最大径 を中位 に もつ球形

を呈す る。底部は突出 した平底 である。外面の整形はハケロで,内面はヘ ラナデ・ヘ ラ

削 りがみられる。(3。 4・ 5・ 6)

C 単 口縁で,器厚を減 じながら外反 し端部が尖る。長胴化の傾向をもち,新しい様相 を呈す

る。胴部の形態差により3つの特徴がみられる。
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(I)肩 部のは りは弱いが,最大径 を胴部の中位か ら上位にもつ。(7・ 8)

(H)長 胴で,胴下半部はすぼまる。底部は小 さく僅かな上げ底である。 9は ,ハケロ整形が

施 されている。10は ,ヘラ磨 きが施 されている。(9。 10)

D 口縁部は,器厚 を減 じながら垂直に近 く開 く。 日径が10cm以上の小形甕で,最大径 を胴

部上位にもつ。(■・ 12・ 13・ 14)

E 口縁部は外傾 して開 く。胴部は,最大径 を中位にもつ球形を呈する。(15。 16)

F 口縁部は内彎 して開 く。胴部は,偏平球 を呈 し底部に僅かな窪みを有する。(17)

(2)台 付菱 口縁部・胴部の形態差を中心に分ける (第 163図 )。

A 口縁部が,頸部から「 く」の字状に開 く単口縁の台付甕である。口縁郡・胴部の形態,整形

により2つの特徴がみられる。

(I)口縁部は,幅が狭 く外反して開 く。胴部は,最大径を中位にもつ球形を呈し,下半部

に締まりをもつ。整形は,ハケロ整形が主で脚部内面にも施している。(1・ 2)

(■ )口縁部は,幅が広 く外反して開 く。胴部は,長胴気味である。整形は,ハケロ整形が

主であるが,脚部内面にはヘラナデが認められる。(3・ 4)

B 口縁部が,頸部から「く」の字状に開 く単口縁の台付甕であが,胴部は最大径を中位にもつ

球形を呈する。口縁部の形態 。法量差により2つの特徴がみられる。

(I)日縁部は,緩やかに外反して開き内面に稜をもたない。日径が15.6cmの 中形の台付

甕である。(5)

(■ )日縁部はほぼ垂直に近 く開き, 日径が11.5cmの小形台付甕である。(6)

ィ
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第183図 台付甕の分類

(3)壺  口縁部の形態差により分ける (第 164図 )。

A 有段 口縁壺,及び有段 口縁状の口縁部 を有するこである。

ていると思われるものである。当調査区出上の壺の中では,

形態から2つの特徴がみられる。

外来系土器の影響 を大 きく受け

古手の様相 を呈す る。 日縁部の
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(I)有 段口縁の壷である。外面の整形は,いずれもヘラ磨 きが施され赤彩 されている。 1

は,頸部がほぼ垂直に立ち上が り,内面に平坦面 と稜を有する。胴部は,偏平な球形 を呈

する。 2は,頸部が外反気味に立ち上が り,内面に稜を有するものの平坦面は認められな

い。胴部は,球形を呈する。 3は,頸部がほぼ直立に立ち上が り,内面には平坦面,稜 と

もに有 しない。胴部は球形を呈 し, 1・ 2に比べ小形である。(1・ 2・ 3)

(■)大 形の壺で,頸部は直立に近 く立ち上が り, 日縁部は大 きく外反 して開 く。 口縁部は

折 り返されてお り,形状が有段口縁壺によく似ていることからAに 入れた。整形は,頸部

から口縁部にかけてハケロ整形,胴部はヘラ磨 きが施されている。(4)

B 複合 口縁壷である。頸部・口縁部の形態差により4つの特徴がみられる。

(I)頸 部は外反して立ち上が り,複合部に手法は異なるものの施文が認められる。当調査

区出上の三の中では古手の様相 を呈する。また,い ずれも赤彩 されている。 5は ,複合部

に三条一組の維位の短沈線が,対称の位置に二対施されている。 6は ,二条の棒状浮文 を

貼 り付けている。 7は , 日縁端部・口唇部に細かな縄文が施されている。(5・ 6・ 7)

(H)頸 郡は外反 して立ち上が り,複合部は厚手である。古手の様相 を呈する。(8)

(III)頸部は,外反 して立ち上がる。 Hよ りも複合部は退化 して薄い。 I, Hよ り新 しいも

のと思われる。(9。 10)

(IV)頸部は,外傾 して立ち上が り幅広の複合部 を有する。複合部は退化 して薄い。(11・ 12

・ 13。 14)

C 口縁部が,直線的に開 く単 口縁の壷である。日縁部・胴部の形態差により3つの特徴がみ

られる。

(I)口 縁部は外傾 して開き,胴部最大径 を中位にもつ。底部は,突出した平底である。15

は,頸部に段 を有 し,16は 突帯を巡らせている。■,Шに比べ古手の様相 を呈する。(15・

16)

(H)口 縁部は外傾 して開き,胴部は偏平な球形を呈する。整形はヘラ磨 きである。(17)

(III)口縁部はほぼ垂直に開 く。最大径 を胴部上位にもつ。(18)

D 口縁部が外反 して開 く単口縁の壷である。日縁部の形態により3つ の特徴がみられる。

(I)口 縁部は比較的短 く外反して開き,底部は突出した平底である。19～ 21は,最大径 を

胴部中位にもつ球形の胴部である。22・ 23は,頸部に締まりが有 り,最大径 を胴部下位に

もつ。(19。 20・ 21・ 22・ 23)

(■ )口 縁部は,長 く,大きく外反 して開 く。24～ 26は ,外反は弱 く平底である。27は,頸

部が垂直に立ち上がる。28～ 32は ,胴部が偏平な球形 を呈 し,底部は突出した平底であ

る。また,整形 も外面にヘラ磨 きが,内面はナデが施されている。 (24・ 25・ 26・ 27・ 28・
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29。 30・ 31・ 32)

(III)口縁部は,ほぼ垂直に近 く外反 して開 く。頸部に締まりが無 く,胴部は球形を呈する

平底のこである。外面はヘラ磨 きを施 し,赤彩されている。内面は,丁寧なヘラナデが施

されている。(33)

E 日縁部は直立に近 く開き,胴部は長胴で粗製である。34は,大形で, 口縁部をヘ ラナデ,

胴部はハケロとヘ ラ削 りで整形 している。当調査区では,異色の上器である。35の底部に

は,ヘラ磨 きがみられる。(34。 35)

F 口縁部は,外傾 して立ち上がる。日縁端部に,凹線を巡らし端部が若千内彎する。胴部は

球形を呈 し,底部は突出した平底である。外面はヘラ磨 きを施 し赤彩されている。内面は,

ヘラナデである。(36)

(4)靖  口縁部・胴部の形態差により分ける(第 165図 )。

A 大形姑 といわれるものである。口縁部の形態差により3つの特徴がみられる。

(I)頸 部に締まりをもち, 日縁部は外傾 して開 く。古手の様相 を呈する。日縁部にハケロ

整形,胴部にヘラ磨 きが施されている。 3は ,全面にハケロ整形を施 している。(1・ 2・

3・ 4)

(H)口 縁部は内彎 して開 く。胴部は,偏平な球形を呈 し,底部は小さく不安定な平底であ

る。(5)

(III)口 縁部は,垂直に近 く立ち上が り内彎 して開 く。頸部に締まりをもち,胴部最大径 を

下位にもつ。古手の様相 を呈する。(6・ 7)

B 胴部最大径 を,中位から頸部にもち,日径が胴部最大径 を大 きく上まわる。口縁部・胴部

の形態差により3つ の特徴がみられる。

(I)底 部は小さく凹底である。胴部は,緩やかに内彎 して立ち上がる。全面にヘラ磨 きが

施され赤彩 されている。(8・ 9)

(H)平 底で,胴部は坑状に立ち上がる。全面にヘラ磨 きが施 され赤彩 されている。(10。 11)

(III)平底で,胴部は偏平球 を呈する。口縁部は,胴部器高,日径 を大 きく上 まわる。(12・

13・  14)

C 胴部は挽状 を呈 し, 口縁部は他に比較 して狭 く内彎気味に開 く。日縁部の形態差により2

つの特徴がみられる。

(I)単 口縁で,丁寧なヘラ磨 きが施され,16を 除き赤彩されている。 18・ 19は 九底で,中

央部に指頭で押えたような窪みを有する。(15。 16。 17。 18。 19)

(■)口縁部は,折 り返しの複合口縁である。器厚が薄 く,外面はヘラ削り後ヘラ磨 きが施

されている。(20)
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|こ より分ける(第166図 )。

A 口縁部は,折 り返 し状の複合 口縁で,頸部内面に稜を有する。

する。整形は,ハケロ整形後,ヘラ磨 きを施 している。(1)

B 口縁部は,頸部より外傾 して開 く。体部は,底部より内彎気

味に立ち上が り,中位から垂直に頸部へ至る。整形は,ハケロ

整形が中心である。(2)

(6)甑  6点出土 してお り,形態差で 3つの特徴がみ られる(第

167図 )。

A 鉢形で, 日縁部は粘土帯を折 り返 した複合口縁である。底部

に単孔が空けられている。口縁部・体部の形態差により2つ の

体部 は,偏平 な半球状 を呈
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第 185図  増の分類

(5)鉢  2個体出上 しているが,両個体 とも口縁部は内彎気味に開 く。日縁部,体部の形態差
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特徴がみられる。

(1)器 高が高 く,複合部に指頭圧痕を残す ものの,体部はハケロ整形である。内面は,丁

寧なヘラナデが施されている。(1・ 2)

(H)口 縁部に,一対の把手が貼付され内外面に輪積痕を明瞭に残す。整形は外面は随所に

指頭圧痕を残 し,内面はヘラ削 り・ヘラナデが施されている。祭祀的様相が強い。(3)

B 体部は球形を呈 し,口縁部は粘土帯を折 り返 した複合 口縁である。底部に複数孔が空けら

れ,4は底部に 4孔以上の孔が推察できる。整形は,ハケロ整形の上にナデを加え,底部に粗

いヘラ磨 きが施されている。 5は底部に 4孔が有 り,整形は, 4と 同じである。 (4・ 5)

C 長胴形で,最大径 を胴部中位にもつ。口縁部は短 く,外傾 して開 く。器厚が厚 く, 口唇部

も厚みがあり平坦にナデられている。ハケロ整形で外面を整え,内面は丁寧なナデが施され

ている。底部に,単孔が空けられている。(6)
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(7)高郭 不部・脚部の形態差により分ける(第 168図 )。

A 不部下端に,頸部のナゾリによる稜を有する。当調査区にあって,古手の様相を呈する。

胎土,焼成の差異により3つの特徴がみられる。

(I)大形で,胎上に砂粒が多く,器厚 も厚日である。 1は , 日径21.lcm,器 高14.5cmを

測 り大形である。脚部に維 2列の孔を3組有す。(1・ 2)

(■)胎 上に砂粒が少なく,焼 き締まりが有 り軽量である。特に, 4は,頸部に締まりが有

り作 りが良好である。(3・ 4)

(■)薄手で焼き締まりが有る。整形も細かいヘラ磨 きを施し,赤彩 している優品である。

脚部には,対称の位置に段を変え 2対の孔が空けられている。胎土は,共伴する第100図

4の壺と同じで,当遺跡の他の上器 とは異なる。'(5)

B 大形で頸部に締まりをもち,脚部は反りをもちながら裾部へ至る。 6・ 7は ,口 径が20.6

cm,器高が12.4cm,12.2cmと 大形である。 8は,脚部に 6孔が有 り,内面に細かいヘ

6
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ラ磨 きが施されている。(6。 7・ 8)

C Bに 比較 して,緩やかな反 りをもつ脚部である。(9,10)

D 裾部が,大きく水平に近 く広がる脚部をもつ。器高により2つ の特徴がみられる。

(I)脚部が,A～ Cと 同じ割合の器高をもつ。脚部に 3孔が空けられている。13の裾部径

は,19.4cmと大形である。(11・ 12)

(■)脚 部高が,低いものである。13の裾部径は,推定で17.6cmあ り大形で, 4孔が空け

られている。14は ,一番偏平で 8孔が空けられている。(13・ 14・ 15)

E 不部は,鉢状を呈し薄手である。脚部は,偏平でラッパ状に開く。(16)

F 深い不部をもつ。脚部の形態により2つの特徴がみられる。

(I)脚部に孔が無い。整形は,細かいヘラ磨きが施されている。(17)

(H)脚部は低 く,大きく開いて裾部へ至る。(18・ 19)

G 円柱状を呈する脚部をもつ。ヘラ磨 きが施され,焼成も良好である。(20)

A ⅢI

9
S16

12
Si 43

AII

17Si

C

FI

」 ぎ 員 17

Si 18

▽
Sl 13

16

Si 46

11

Si 13

第168図 高杯の分類
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(8)器 台 器受部・脚部の形態差により分ける(第 169図 )。

A 脚部が,緩やかに反 りをもって裾部へ至るものである。器受部に稜 をもつ ものと, もたな

いもので 2つの特徴がみられる。

(1)器 受部上端部に,稜をもつものである。 1・ 2は,端部が垂直に立ち上がる。 1は ,

器受部が広 く,作 りも器厚が厚 くしっか りしている。 2は,頸部の締まりが強 く,脚部 も

長いことから古手の様相を呈する。 3は ,器受部が浅 目である。(1・ 2・ 3)

(■)器 受部上端部に,稜 をもたないものである。 Iに比較 して,脚部の反 りが大 きい。 ま

た,頸部に締まりが有 る。(4・ 5。 6・ 7・ 8)

B 器受部が浅 く,脚部が裾部で水平に近い反 りをもつ ものであ り,器厚が厚 く,整形に粗 さ

がある。(9・ 10)

C 脚部が,直線的に下方へ開 く,■・12は ,丁寧なヘラ磨 きが施され, 3孔が空けられてい

る。13は ,規則性の無い子しが 6子し空けられている。(11・ 12・ 13)

D 器受部が浅 く,脚部が内鸞気味に開 く。整形に粗 さがある。(14)

AI

AⅢ

Si 9

10

Si 9

Si 18

′く5× 」曇
S,39              S

Si 39
8

Si 39
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E 器受部の口径が12.2cm,裾部径が■ .4cmと ,日径の方が広い形態をもつ。整形技法は,

台付甕 と同様で,ハケロ整形 とナデが施されている。(15)

(9)ミ ニチュア土器 形態を中心に分ける(第170図 )。

A 甕形を呈する土器である。成形差により2つの特徴がみられる。

(I)精 製土器である。 口縁部は外傾 して開 く。胴部は球形を呈 し,底部は九底である。整

形は,丁寧なナデが施されている。(1)

(■)粗 製土器である。 2は,手捏ねで口径が胴部最大径 より長 く,胴下半部に締 まりをも

つ平底である。 3は,つまみ上げられた狭い口縁部で,胴部は偏平球 を呈する。外面は,

粗いハケロ整形で,内面はヘラナデが施されている。成形は輪積みと思われる。(2・ 3)

B 鉢形を呈する土器である。形態,成形により5つ の特徴がみられる。

(I)大 き目の平底をもち,体部は内彎気味に開 く。 4・ 5は手捏ね, 6は輪積みである。

(■)体 部は外傾 して開 く。成形は手捏ねである。(7・ 8・ 9。 10)

(III)体部は,やや内彎気味に立ち上が り, 日縁部は垂直に立ち上がる。(11)

(IV)指頭圧痕の残る貼 り付けの複合 口縁である。ナデ・ヘラナデによる比較的丁寧な整形

AI

り 1

S16
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∨
Si 6

B HI

@
Si 7

／

Ｓ
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｀
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第 170図  ミニチュア土器の分類
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が施されている。(12・ 13)

(V)輪積み成形で,底部を厚 く突出させている。(14)

C 坑形を呈する土器である。15。 17は ,輪積み成形であるが,他は手捏ねである。整形は,

ナデ・ヘラナデが主で,16の 内面に粗いハケロ整形もみられる。(15・ 16。 17'18)

D 小形で郭形を呈する土器である。全て,手捏ねである。底部の形態により2つの特徴がみ

られる。

(I)丸底を呈するものである。19・ 20に は,指頭圧痕が残る。(19。 20・ 21・ 22・ 23)

(■)平 底を呈するものである。(24・ 25)

E 壼形を呈する土器である。手捏ねで, 口縁部を垂直に立たせている。(26)

表 6 住居跡別出上土師器分類

時  期 I 期 H 期 Ⅲ期 時  期 I期 II 期 III期

器種
住居ワ

)類
8 17 1 1 7 1 4 11 ユ 器種

住居ワ
懐

811011714 1617191131611913914014214314(

甕

A I
鉢

A 4出土

台付奏

II S K87出 土 高不 D I

一空

G 3出土

チュア
土器

増
B I V S137出土
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表 7 縄文時代住居跡一覧表

跡

号

居住

番 位 置 長径方向 平面形
規 模

床画 ツ
数

ピ

ト 炉 貯蔵穴 出 土 遺 物 備  考
長軸(m)x短軸(m) 壁高(cm)

A1316 不  明 不  明 不 明 不  明 平 坦 2 有(1) 征
小

B14a8 N-9° E 楕 円 形 435× 347 24-32 平 坦 5 有(1)
縄文式土器1点 ,

縄文式上器片18片

SK33,83,

84が新

A15,5 N-13° W 楕 円 形 456 × 410 33-42 平 坦 6 釈 1) 鶴片８６４片，‐点，土製

土

器

板鰤規制脇
B15c9 円   形 384 × 3_34 14-18 平 坦 5 有(D

縄文式土器2点 ,縄

文式上器片196片 ,

上製円板1点

Slt85カ 十゙日

B15c5 N-7°一ヽV 楕 円 形 396× 3.41 15-20 凹 凸 6 有(D 縄文式上器片1片

B16e5 円   形 3.82× 370 12-16 平 坦 6 有(D 縄文式上器片32片

B15b8 N-84°一E 不整楕円形 410 × 338 18-33 平 坦 5 有(D
縄文式上器6点 ,縄

文式上器片179片 ,

凹石1点

土器片図い炉,

SK42が新

B16e。 円   形 456 × 431 16-26 平 坦 6 縄文式土器3点 ,縄
文式上器片468片

B16gO N-12° 一ヽV 不整円形 384× 3_69 22^ウ 27 平 坦 6 有(2)

縄文式土器6点 ,縄

文式上器片503片 ,

磨石1点

C19g3 N47° 一E 不整円形 377× 334 26-32 平坦 5 有(D

縄文式上器6点 ,縄

文式上器片883片 ,

石鏃,石皿,石匙各1

点

S16,SK120が新

B16b3 N-67°―W [楕円形] 335 ×(148) 11^Ψ 21 平坦 4 有(D
縄文式上器2点 ,縄

文式上器片73片

土器埋設炉,

SK86が新

B1718 N-16°一E [不整楕円形] [5.28]× (428) 2「D-40 平 坦 6 有(D
，
縄
片
，細

絲榊筋

土

器

斧
，

式

上

石

文

式

製

縄

文

磨

点

S116,

SK81が新

A12e9 N-53°一W 不整円形 387 × 382 16-21 平 坦 4 有(→
縄文式上器1点,縄
文式上器片123片

C19i。 N-57° 一ヽV [楕円形] 406 ×(313) 12～ 26 平 坦 8 有(D 縄文式上器1点 ,縄

文式上器片139片
土器埋設炉

D21i [円 形] 4.56 ×(4_23) 46^ウ 50 平 坦 有121 有(ll

縄文式土器4点 ,縄
文式上器片1266片 ,

上製円板,磨 石,剣

片各1点

E21b8 N-64° 一ヽlr [不整円形] 570 ×(304) 6^ヤ21 平 坦 5 有(→

縄文式上器1点 ,縄
文式上器片64片 ,磨

製石斧1点

土器埋設炉
SKl19が新

E22di [円 形 ] 406 ×(344) 11^▼ 23 平 坦 6 有(→
縄文式土器1点 ,縄
文式上器片89片

C19i3 不  明 [楕円形] [2.45]× (1.65) 22-31 平 坦 2 不 明 不 明
縄文式上器5点 ,縄
文式土器片379片

S139,

SK97が新
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表 8 古墳時代住居跡一覧表

跡

号

居住

番 位 置 長軸方向 平面形
規 模

床 面 ツ
数

ピ

ト 炉 貯蔵穴 出 土 遺 物 備  考
長軸(m)× 短軸(m) 壁高(cm)

ユ C1915 N-54°一E 隅九方形 385× 379 32-45 平坦 有(1)
土師器10′く,土師器
片59片 ,磨石1点

3 C19g6 [N35七 W] [I岳丸方形〕 533× (424) 16～ 19 平坦 3 不明 不 明
土師器2点,土 師器
片23片

SD5カ漸

5 C19g】 [N-53°
一W] [隅丸方形] 363 ×(082) ■～18 平 坦 1 不 明 不 明 土師器片18片 SD5カ珀

6 C19f2 N-44° 一E 隅丸方形 594× 55ユ ll～ 17 平 坦 征
＾

有(2)
土師器13点 ,

土師器片350片
S133が十日

7 C18gO 確認できず [隅九方形] 367× (165) 30´ヤ39 平坦 2 不 明 不明 ，
片

点

５３

‐２

片

器

器

師

師

土

土

8 C19dl [N-48° W〕 [方 形 ] 531 ×(316) 5～ 19 平 坦 有(ゆ 不明
土師器4′点,

上師器片51片
S19が新

9 C19dO N-42° E 隅丸方形 729× 683 12～ 37 平 坦 5 有(1) 有(2)

土師器24点 ,上 師器
片474片 ,石鏃1点 ,

磨石1点,撃形石斧l

′`

S18,10が ,日

C18e8 [N-42生 w〕 [方 形 ] 514 ×(4.38) 6～ 17 平 坦 4 有(1) 不明
土師器1点,上 師器
片94片

S19,11カ�平

C18f9 [N-50°
―W〕 [隅丸方形] 539 ×(454) 27-32 平 坦 5 有(1) 片

点

１３

１０

片

器

器

師

師

土

土 S110が 1日

B18d。 確認できず [隅九方形] (6.57)× (361) 36-39 平 坦 2 有(1) 右(1)
土師器4点 ,

土師器片181片

C18c3 確認できず [I島九方形] (678)× (661) 16～ 26 平坦 3 有(D 不 明
土師器10ィ点,土師器
片962片 ,磨石1′点

SK67が新

B18,4 確認できず [方 形 ] 348× (131) 20～ 22 平 坦 1 不 明 不 明
土師器2点 ,

土師器片58片

B18fe 確認できず [隅丸方形] 547× (230) 26-36 平 坦 1 不 明 不 甥 土師器片86片

B17h8 N-67°一E 隅九方形 354× 351 26～ 37 平 坦 5 有121
土師器13点 ,

上師器片167片

B17h2 N-17° 一E 隅丸方形 669× 639 32‐-42 平 坦 6 有(1) 有(1) ］］鉤
土

片

点

点

B17el [N-45°
一W] [方 形 ] 544× (3.45) 18-36 平坦 1 有(1) 有(1)

土師器H点 ,

上師器片120片 ,

磨石lィ点

S119,

SK74カ H日

B17fl N-51°一W 方   形 513× 503 6～ 7 平 lEI 2 有(1) 土師器片64片 S118が新

B15b2 [N-16°
―
E〕 [方 形 ] 375× (230) 15´ヤ18 平lH 2 不 明 不 明 ，

片
疎
肘

器

器

師

師

土

土 STl力 日ヽ

A14i9 N-30° E 隅丸方形 350× 336 14～ 16 平llH 4 ，
片

凍
用

器

器

師

師

土

土

C19'6 [N-41° Wi [方 形 ] 432× (4.12) 6～ 12 平坦 3 有(D
土師器7点 ,

土師器片84片

Cl弱 o N‐ 50° 一E 方   形 654 × 642 35-54 平坦 4 有(ゆ 有(1)

土師器34点 ,土 師器
片1004片 ,上偶片 1

点,石鏃 1点 ,軽石1

点

S152,SK97カЧ日

D19b9 [N-36°一W] [隅丸長方形〕 583× (512) 48-54 平 坦 7 有(1) 有(1)
土師器7点 ,

上師器片142片

C19,1 [N-35°
一W] [方 形 ] 817× (445) 28-46 平 坦 2 不 明 有 (1)

上師器20点 ,土師器
片325片 ,磨石1点

D20c2 N-41°一E 隅丸長方形 570× 4.72 10～ 13 平 坦 6 有(1)
土師器ll点 ,上師器
片72片 .磨石1点

SK95が 日

D20d5 N-41° Vヽ 隅丸方形 771× 6.64 4～ 23 平 坦 7 有(1) 有(1)
土師器15点

,

土師器片181片
SD6カ覇析

D20f8 N-46°一E 方   形 392× 363 4～ 12 平 坦 無
土師器1点 ,

土師器片55片
SK98が新

D21h3 [N-31° W〕 [方 形] 4.65 ×(433) 12-13 平 坦 l 不 明 不 明 土師器片3片

D21g4 N-75° 一W 隅丸方形 562× 521 24-ウ 43 平 lB 4 有(動 有(1)

土師器13′ ,ヽ土師器
片238片 ,軽 石1点 ,

上製円板1点

SK104が 十日
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一般県道上浦岩井線道路改良工事に伴う,つ くば市豊里地内に所在する神谷森遺跡の発掘調査

は,平成元年 4月 ～12月 の 9か 月にわたって行われた。調査の結果,縄文時代,古墳時代の遺

構・遺物を検出し,多 くの貴重な資料を得ることができた。

神谷森遺跡は, これまで縄文時代中期の遺跡として知 られていたが,今回の調査によって同時

期の竪穴住居跡18軒 (加 曽利Em式期17軒, EⅣ式期 1軒),土坑 6基,屋外炉 1基が検出され,

縄文時代の中期に人々の生活がこの地に営まれていたことが実証された。これらの遺構のうち,

特に,壁柱穴が明確に残る加曽利EⅣ式期の住居跡や,力日曽利EⅢ式期の上器片囲い炉をもつ住

居跡 1軒,土器埋設炉をもつ住居跡 3軒は,当時の竪穴住居の構造等をよく留めている。また,

出土遺物からは,第33号住居跡から大木 9a式上器が出上 してお り,東北地方との文化交流につ

いても舞3い矢日ることができる。

古墳時代の遺構は,住居跡28軒,土坑 2基が検出されており,住居跡は,隅丸方形を呈するも

のが中心で,遺物の時期 と考え合わせ古墳時代前期のものと比定される。それらの住居跡の中に

は,12軒の焼失家屋が検出され,そのうちの 2軒の炭化材出土状況からは,当時の屋組みの様相

を推し量ることができる。遺物は,古墳時代前期 (五領期)に 比定される甕・台付甕 。こ・姑・鉢・

甑・高年・器台・ ミニチュア土器である。器種 も多く,その中には,有段口縁をもつ外来系と思

われる壷等も含 まれ,古墳時代前期における各地 との文化交流の様相を窺い知ることができる。

各住居跡からの出土土器は,器種や形態に,大きな差異が認められないことから,当調査区から

検出された住居跡は短期間のものと思われる。その他,第 39号住居跡からは,21個体の完形に近

い壺が出上してお り,一般の住居跡とは異なる何 らかの機能を有 した遺構であったことが推察さ

れる。遺物の構成 としては,赤彩されたものやミニチュア土器を多く出土していることから,祭万E

と深 く結び付いた生活が営まれていたことが推察される。

神谷森遺跡の調査 と整理を担当し,多 くの資料をより客観的に報告できるよう努めて編集した。

今後,こ の地域の調査が行われ,つ くば市の歴史が詳細に解明されることを期待 し,こ の報告書

が,さ さやかな一助 となれば幸いである。

最後に,発掘調査から報告書作成に至るまで,つ くば市教育委員会をはじめ,関係各位から多

くの御指導,御協力をいただき,文末ながら深 く感謝の意を表する次第である。
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第39号住居跡出土壺
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遺構確認状況
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遺物出土状況
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遺物出土状況
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第33号住居跡

第34号住居跡

第34号住居跡

土器埋設炉
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土器埋設炉
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第47号住居跡
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第50号住居跡

土器埋設炉

第52号住居跡
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第 6号住居跡
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第 6号住居跡

遺物出土状況

第 7号住居跡

第 7号住居跡

遺物出土状況
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第 3・ 9・ 10・ H号住居跡

第10号住居跡 遺物出上状況 第H号住居跡 遺物出土状況

第10号住居跡 炭化材出上状況 第H号住居跡 炭化材出土状況
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第9号住居跡

遺物出土状況

第12号住居跡

第13号住居跡



第16号住居跡

第16号住居跡

遺物出土状況

第16号住居跡

壺・甑出土状況
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第17号住居跡 遺物出土状況

第17号住居跡

遺物出土状況
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第18号住居跡

遺物出上状況

第19号住居跡

遺物出土状況

第37号住居跡
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第39号住居跡

第39号住居跡

遺物出土状況

第39号住居跡

北コーナー部

遺物出土状況
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第41号住居跡

遺物出土状況

第46号住居跡

第46号住居跡

遺物出土状況
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第35号上坑

第 3号土坑 第44号土坑

第26号土坑 遺物出土状況 第47号土坑 遺物出土状況

第28号土坑 第59号土坑
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第66号土坑

第97号土坑 第Hl号土坑
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第 5号溝

第 1・ 2号清 第 3・ 4号溝

第6号溝

第 7号溝
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第 7・ 8・ 9。 10号溝
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調査後全景(中央部。東から西を望む)

調査後全景

(中央部・西から東を望む)

調査後全景

(東部・東端部から西を望む)
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第25号住居跡出土土器

第30号住居跡出土上器

S=1/4 第27号住居跡出土土器 S=V6

S=1/4

S=1/4, S=1/81,S=1/6 2・ 4

第26号住居跡出土土器

第31号住居跡出土土器 S=1/4 第32号住居跡出土土器 S=1/4



第32号住居跡出土土器
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S=1/4第33号住居跡出土土器

第34号住居跡出土土器

第35号住居跡出上土器 S=1/4
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第38号住居跡出上土器 S=V4

1

第47号住居跡出土土器 S=V4

第50号住居跡出土土器 S=1/4

2

S=1/61, S=1/42第52号住居跡出上土器

SK26■ 1

土坑・屋外炉出土土器 S=1/4,S=1/6 262・ 屋外炉-1
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第 1号住居跡出土土器 S=V4
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第 3号住居跡出土上器

第6号住居跡出土土器

S tt V4

S=1/4, S=1/2 9,10。 1卜 13,S=1/6

第 8号住居跡出土土器
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6
-1

♭ 11

1母|IIIII;与 |!

S=1/2

PL 27

第 7号住居跡出土上器

第9号住居跡出上上器(I) S=1/4
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第 9号住居跡出土土器 (II) S=1/4
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第H号住居跡出上土器 S=1/4  第12号住居跡出土土器 S=1/4



第13号住居跡出土土器 S=1/4 第14号住居跡出土土器
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第18号住居跡出土土器 S=1/4, S=1/61, S=1/29
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第16号住居跡出土土器



PL 31

苧鸞

盤
手

8

s三 1/4, S=1/83, S=1/28第17号住居跡出上土器
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第39号住居跡出土上器 (1)
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第43号住居跡出土土器
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